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　　プロローグ







　ドスッ！

　お腹なかに打ち込まれた痛烈な打撃に、オレは夜の境けい内だいを華か麗れいに舞った。

　思わず胃袋の中身を全部ブチまけてしまいそうな、情け容よう赦しやのない一撃。

　浸透したダメージは、内臓どころか背中まで突き抜けている。

　思わず悶もん絶ぜつしそうな激痛に、しかしオレは大量の脂汗を噴ふき出しつつも、辛かろうじて立ち上がってみせた。だって、恥はずかしいでしょ？　開始早々、八秒で撃沈だなんて。まぁ、立ち上がってはみたものの、足元は早くもフラつき気味だけど。

　……死ぬかな。いや、死ぬかも。っていうか、殺される？

「ほらほら、まさかもうギブアップするつもりか、コラぁ？」

　そのハスキーな声色に、オレは涙の滲にじんだ眼まな差ざしを正面の人物に合わせた。

　咥くわえタバコに茶髪の頭。眉み間けんに皺しわ寄せた眼差しメンチに、そして巫み女こ服。

　もはやどっからツっ込んでいいのか判わからないこの女性は、高たか倉くら彩あや雲もさんという。一応、ここの神社の管理人で、ちゃんと宮ぐう司じの資格も持っている本物の神職さんなんだけど……どこのフシアナだ、この人に資格を渡した大バカ野や郎ろうは？

「アタイはお前の本気と全力を見せろって言ってんだよ、優ゆう夜や。しまいにゃシメるぞ」

　そんで優夜っていうのが、オレの名前だ。

　フルネームは美みヶか速はや優夜。ちょっと特殊な家系に生まれた、十七歳さいの日に本ほん人じん。ちなみに尊敬する人物は、武たけ田だ晴はる信のぶ入にゆう道どう信しん玄げん。父親を追放して甲か斐いの国を奪ったあたりが、なんとも言えずステキだね。オレも近い将来、オヤジと二人の兄貴を里から叩たたき出して、家の実権と一族郎ろう党とうの生せい殺さつ与よ奪だつを全すべてこの手に握りてぇーぜ。

　なんていうか、男として。

「さっさと起きな。でないと死ぬよ？　つーか、アタイが殺す」

　うわぁ！　タダの修練で、しかも格かく下した相手に逆ギレですか、この人は。

　ったく、「大丈夫？」って優しい声を掛けるどころか、耳に届いた声といったらコレだもんなぁ〜。この人絶対、巫み女こ服よりもレディースの特とつ攻こう服の方が似合ってる。もちろん、オプションは竹ボウキじゃなくて釘くぎバット。何なら血染めのチェーンでも可だ。

　問題があるとしたら、年ねん齢れい制限に引っ掛かりそうな事くらいかな？

　レディースに年齢制限があればの話だけど。

　そういや彩雲さんって幾つだ？　三み十そ路じは超えていないだろうけど、いくらなんでもハタチ前後ってこともないよなぁ。……ま、いいか。この人に年齢を訊たずねたりしたら、間違いなく命と引き換えだ。そんな危険を冒おかしてまで、彩雲さんの歳としなんて知りたくないし。

　魅力的なスリーサイズには、興味あるけどね。

　立場と実力が逆転したらその時は是ぜ非ひ、確かめてやろう。

　もちろん、ベッドの上で。

「これが最後の勧告だ。本気を出しな。でないと、マジで殺すよ？　意外に思うかもしれないけどね、アタイは少しばかり気が短いんだ」

　いやそれ全然意外じゃないです。

　っていうか、アンタ自分を過小評価しすぎ！

　やっぱりツっ込みたくなる自分を、けれどもオレは固い唾つばと一緒に飲み下した。

　ダラリと垂れ下がった、彩雲さんの両腕──。

　その腕から噴ふき出す熱気に、頬ほおの上を冷たい汗が伝った。

　なんの霊れい力りよくも持たない人間になら、その構えはオツムのイカレたノーガード戦法にしか見えないかもしれない。けれども、オレの目にはハッキリと見えている。練り上げた霊力を燃焼させて、多彩な炎えん術じゆつを生み出す『御み火か布ふ津つ流』の、淡く輝く幻想的な白い『焔ほむら』が。

　コレを出してきたって事は、彩雲さんもいよいよ本気モードだ。

　……つまりさっきの一撃は、まだ手加減されてたって事かよ、トホホ。

　自信なくしそうだけど、気落ちしているヒマなんてねぇーか。

　流れる風に漆しつ黒こくの髪を遊ばせて、オレはオレの体内に眠ねむる別次元の能力に、囁ささやきかけるように意識を注そそいだ。深く暗い精神世界の奥底で輝くソレは、『御み火か布ふ津つ』の『焔ほむら』に真正面から対抗できる──否、圧倒的に凌りよう駕がする『御み火か速はや霊ひ』の『焔』──。

　その『焔』が瞬またたく間に具現化を果たし、闇やみを圧する金色の揺らぎとなって、オレの右腕に巻きつくように包み込んだ。

「うっしゃぁぁぁ！」

　みなぎる『焔』に裂れつ帛ぱくの気合を重ね合わせ、彩あや雲もさんとの間合いを一いつ足そく飛びに縮めた。

　その距離、およそ四メートル弱。

　素す手でによる近接戦では、しかし、まだ間合いの外側。

　この距離では、どんな蹴けりも拳こぶしも届かない。

　……そう。これが普通の人間同士の戦いだったなら。

　けれどもオレは……いや、オレ達は違う。その体内に祖そ神しんより与えられた『焔』を宿す『炎えん術じゆつ使い』にとって、この距離は既に必殺の間合いといっても過言じゃない。

　オレは彩雲さんが動くより先に、渾こん身しんの気合で右腕を突き出した。

　刹せつ那な、腕の先端に集束した『焔』が一段と輝きを増し、そして──




　　　　パスン……。




　なんとも間の抜けた爆発が、境けい内だいを満たす夜気を微かすかに震わせた。

　エンストを起こした中古車の悲鳴。

　あるいは湿しめった花火が、爆はぜることなく消える音。

　そんな切なげな爆発は、熱風どころか微風すら生み出さなかった。

「………なんだい、その萎なえたジジィの●●●よりも貧相な炎術は？　テメェは●●機能障しよう害がいの●●●野や郎ろうか？」

「い、いやだなぁ、彩雲さん。今のは『緋ひ弾だん』に決まってるじゃないッスか」

　彩雲さんの卑ひ猥わいな暴言に、オレは引き攣つった笑顔で応こたえた。

　ちなみに『緋弾』ってのは、腕から火か焔えん弾だんを飛ばすもっともシンプルな炎術だ。

　いわば炎術使いの「イロハ」の「イ」。

　その衝しよう撃げき波はは腕だけで防げる代しろ物ものではなく、ガードの上からでも相手を軽く五、六メートルはノーバウンドで吹き飛ばせる威力を持っている……のだけど……本当なら。

「ホゥ……。今のが『緋弾』かい……『緋弾』ってのはなぁ………」

　彩雲さんが右手を握った。

　瞬間、右手で揺れていた白い『焔』が、拳の中で圧縮される。器用に束ねられた『焔』が高圧で球体状に練り上げられて、指の隙すき間まから零こぼれた光の剣が縦じゆう横おうに闇やみを貫き──

「こういうもんだろがぁぁぁっっっ──！」




　　　ズドンッッッ！




　一ひと際きわ鋭い音が、境けい内だいの石畳だたみを叩たたいた。

　荒れ狂う大気の咆ほう哮こうはオレの足元で弾はじけ、膨ぼう張ちようした熱風がオレの身体からだを七、八メートルほど垂直に吹き飛ばした。

　月が見えた。

　お皿のように、丸くて大きなお月様。

　月はほんの少しオレに近づくと、やがて興味を失ったように遠ざかる。

　違う、逆か。オレがお月様から遠ざかっているのか。

　──なんでこんな事になったんだろう？

　自由落下する肉体が、ヒンヤリと硬い石畳と熱い抱擁を交わすまでの短い間、オレは今日一日の出来事を走そう馬ま灯とうのように思い出していた。










　　明羽神社の三姉妹







「これは、一体……？」

　目の前に展開されていた意外な光景に、オレは目を丸くした。

　あ〜〜、少し状況を整理してみよう。

　住み慣れた「日ひ取どりの里」を、朝一番に出発したのが約八時間前。

　電車を乗り継つぎ、ようやく辿たどり着いたのは、比ひ布ぶ瀬せという名の小さな地方都市。

　まぁ、地方都市とはいっても、昨日きのうまでオレが住んでいた里には敵かなうまい。

　なんたってオレの里には、マンションもなければショッピングセンターもない。無論、電車どころかバスすら通っていない。つーか、ほとんど隠れ里だからな。アソコと比べりゃ、ココは遙はるかにマシってもんだね。例え駅前から少し離れただけで、直すぐに田園風景が広がったとしても、それは愛あい嬌きようってもんだろう。

　その駅前から青色の大きなドラムバッグを肩に担かついで、トコトコ歩くこと四十分。

　真夏だったらウンザリするような道のりを経て、軽く百段は超える石段を登り、この明あき羽ば神社に到着したのが三分前。広い、ボロイ、人ひと気けがないと、廃社指数のバロメーターが全開で振り切っている境けい内だいを横切り、離れにある母おも屋やの呼び鈴りんを押そうとしたのが一分前。呼び鈴に触れるか触れないかのその瞬間、ひときわ強い風がゴウゥと鎮ちん守じゆの森を揺らしたかと思うと、母屋の裏手から小さな悲鳴と何かが倒れる物音が響いたのが三十秒前……。

　で、何事だろうと覗のぞいてみると、そこでオレと同年代くらいの巫み女こ服を着た女の子が、洗濯物と物干し竿ざおの下敷きになってノビていた。

　……それも、白、黒、シマシマといった魅み惑わく的な洗濯物を頭から被かぶって。

「お〜い。大丈夫か〜？」

　取りあえず物干し竿の下から巫女の少女を助け出し、頬ほおを二、三度叩たたく。

　すると桜色をした少女の長い睫まつ毛げが、微かすかに動いた。

　うむ。目立ったケガもないし、白いお肌はだもとってもスベスベ♪

　もちろん息もちゃんとしているし……ま、この様子なら大した事はなさそうだ。

　それにしても……本当にキメの細かい肌をした女の子さんだこと。肩に掛かる真っ黒な髪はサラサラで、抱だきかかえる肩はビックリするほど細い。ちょっと力を加えたら、折れてしまうんじゃないかと思うくらいに。その一方で、巫女服の上からもソレと判わかるほど、ちゃんと自己主張している胸の脹ふくらみが何とも言えずスバラシイ。

　と、少女の観察はこれくらいでいいだろう。

　周囲に散乱しているお花畑のような洗濯物の方も、ちょっと気になるし。

　その内の一つ、少女の頭に載のっかっていた薄いグリーンのシマシマをヒョイと摘つまむ。

　シマシマはいい。乾いた心を潤うるおしてくれる。

　ノーマルな白やピンクも問題ない。見事であると言ってもいい。

　……んが、黒のレースはいただけねぇー。

　いや、別に黒が嫌いなわけじゃあ〜ないんですよ。

　色香の漂ただよう妙みよう齢れいの美女が、その魅力を引き立てるアイテムとしての黒は当然アリだ。

　でも、これを巫女さんが着用するとなると、話は別。茶髪の巫女と同じくらい邪じや道どう。そもそも神しん道とうには忌いみ色いろといって、帯や袴はかまとかに普段は使ってはいけない色が六色ある。その中には黒くろ橡つるばみという黒系の色も、ちゃんと含まれているしね。

　帯や袴がダメなんだから、当然下着だってタブーであるべきはずだ。

　それに本来、巫女さんは下着を着用しないものだしな。

　………。

　……うん。知識としては間違ってないよな、巫女さんノーパン説は。

　神様も結構、好き者だ。シャブシャブでもさせる気か？

　オレは大だい胆たんに捲めくれ上がった少女の緋ひ袴ばかまに、自然と目線を滑すべらせた。

　太フト腿モモのあたりまで捲くれ上がった緋袴の下は、けれども白はく衣いに邪魔されて何も判らない。実に残念な現実なのだが、巫み女こさんが着る衣の裾すそは踵かかとに届きそうなほど長い。だからどんなに緋ひ袴ばかまが捲めくれ上がっても、素す足あしとかその奥の下着とかが拝おがめる事なんてまずあり得ない。

　ま、世の中なんて、そんなもの。

　そうそうオイシイ光景なんて……いや、待て。ここで簡単に諦あきらめていては、古いにしえより伝えられし学説が本当に正しいかどうかなんて、百年経たっても判わからないじゃないか。ここは一つ、次の世代の子供達の宿題を減らすタメにも、倫理より学術的探究心を優先させてみるか？

　具体的にはもうちょっとこう、白はく衣いの裾を乱れさせれば……。

「う……ん…」

　不意に少女の薄い唇くちびるから苦しげな息がこぼれ、細い肩がピクンと震えた。

　深みのある黒い瞳が、ゆっくりと開く。

　チェ。つまんねぇーの。

　オレは仕方なく、手に握っていたシマシマをズボンのポケットに突っ込んだ。

「やぁ、おはよう」

「……？」

　オレの声に、少女は瞳をパチクリさせた。

　どうやら自分の状況が掴つかめていないらしい。

　少女はゆっくりと視線を宙に漂ただよわせ、肩を抱だくオレの腕を経由しつつ、その焦点をオレの顔に定めると──見る見る内に、その面おも持もちを強こわ張ばらせた。

「い……」

　あ、マズイかも。

　と、思った時には、既に遅し。

「いやぁぁぁっっっ──！」

　横殴なぐり気味の素すっ頓とん狂きような悲鳴が、オレの鼓こ膜まくをキーンと直撃した。

　人の耳元でなんちゅう声を出すかな、この子は。

　思わず文句の一つでも言いたくなるような、そんなバカでっかい声。

　と、次の瞬間だった。

「なに！　どうしたの姉さん！」

　林の奥から誰すい何かする声と同時に、一人の少女が駆かけ込んできた。

　ソイツは巫女の女の子とは正反対の、生気に溢あふれた凛り々りしい少女だった。

　長いポニーテールを颯さつ爽そうとなびかせ、袴はかま姿すがたに胸当てという典型的な弓道着スタイルに身を包んだソイツは、オレを見つけるなり鋭く柳りゆう眉びを逆さか立だてる。

「ちょっと、アナタ！　美み空そら姉さんに何をしているの！」

「何って……まだ何もしていませんよ、一応は」

　嘘うそじゃないでしょ？　だって情熱的な人工呼吸や、胸をグイグイ押さえる心臓マッサージどころか下着の有無すら確認してないのだ。

　非難される筋合いは、コレっぽっちもありゃしねぇー。

　……ま、後五分、この子が目覚めなかったら、判わからなかったけど。

「妙な気配がチョロチョロしていると思ったら、まさかチカンだったなんて……！　今直すぐに姉さんを放しなさい！　さもないと──」

　少女はキリキリと、矢を番つがえた弓ゆみ弦づるを引き絞しぼった。

　ホォ〜。ブラフじゃねーな、こりゃ。

　そう思わせるだけの威圧感を放つ少女の眦まなじりに、ちょっとだけ感心。

　もし、オレが軟弱なナンパ野や郎ろうだったら、この眼光だけで間違いなくビビってた。腕の中の少女ですら、目を白黒させて驚いているくらいだし。いや〜、人じん心しんの荒廃が嘆かれる昨さつ今こん、姉を救うために弓引く少女の姉妹愛。エエ話やないですか。……でも、頼むからヨソでやってくれ。そんなエピソードのダシに、オレの命が危険に晒さらされるのは納得いかん。

「もう一度だけ言うわ。姉さんを、放しなさない」

「放してもいいけど、ソッチも弓を引っ込めてくれない？」

「姉さんを放すのが先よ。それから、その袖そでに隠してある物ぶつ騒そうな代しろ物ものも出しなさい！」

「………ちぇ」

　オレは軽く舌打ちし、左腕で巫み女こさんを抱かかえつつ右の手首をクイっと動かした。

　瞬間、袖の中から滑すべり出た万年筆サイズの棒ぼう手しゆ裏り剣けんが、掌てのひらの中に納まった。

　イザとなったら使おうと思ってたんだけど、まさかバレているとはね。

　この目利きといい気迫といい、タダの弓道少女じゃないって事か。

「そんな物を仕込んでいるなんて、タダのチカンじゃなさそうね」

「そりゃお互いさま。っていうか、オレはチカンじゃねぇーし」

　素そっ気けなく返すと、少女の形のいい唇くちびるが奇妙に吊つり上がった。

　皮肉でもなければ、もちろん賞賛の笑みでもない。

　危険を冒して上じよう物ものの獲物に巡り合えた密みつ猟りよう者が、舌なめずりをする時の笑みだ。




　オレ＝チカン＝獲物＝コロス




　なんともシンプルで判りやすい、嫌いやな感じの図式ですこと。

　ったく、この神社には人狩りを嗜たしなむクレイジー・アマゾネスが居るなんて訊きいてねぇー。

　とにかく獲物を求めるなら、人間じゃなくて山の奥でクマか妖よう怪かいでも探してくれ。

　大体、手裏剣を見て舌なめずりする少女ってのも、どうかと思うぞ。あるいは折りたたみのナイフでも出せば、もうちょっと油断させる事ができたのか？　でも、折りたたみのナイフってのは情緒がないし、いざって時に案外使い物にならないのが多いんだよなぁ〜。

「その手しゆ裏り剣けんも捨てなさい」

「へいへい」

　適当に応こたえつつ、わざとらしく右手を高く掲げて手裏剣を放す。

　落下した手裏剣は、丁ちよう度ど石ころに当たって弾はじけ、銀色の澄んだ音色を奏かなでた。

　瞬間、弓道少女の視線と意識が手裏剣の動きと重なった。

　隙すきアリ！

　すかさず右の手首を返し、二本の手裏剣を同時に投とう擲てき！

　シュッ！

　手裏剣は弓道少女の袴はかまの両脇わきをすり抜け、その帯を寸分違わず切り落とした。

　結果──

「へ……？」

　袴がストンと、滑すべり落ちた。

　一瞬の出来事にキョトンとする少女。

　自然と涼しくなった足元に視線を落とし──

「〜〜っっっ！」
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　途端に顔を真まっ赤かに弾はじけさせ、裾を押さえてしゃがみ込む。

　あっ、青のシマシマシ。

　思いもかけず、裾すそを押さえた健康的な太フト腿モモの隙すき間まから青いシマシマがチラリと見えた。

　シマシマはいい。乾いた心を潤うるおしてくれる。

　ましてや衣の裾から見え隠れするチラリズムがなんともまた……。

　おおっと、イカンイカン。こんな事をやっている場合じゃなかった。

「んじゃ、そういう事で……」

　オレは巫み女この少女を解放すると、ポカンと口を開ける彼女に片手を上げた。

　完かん璧ぺきだった。

　何が完璧なのかはともかくとして、後は矢を射かけられる前にこの地を去れば──

「って、去ってどうすんだ、オレ？」

　危うく本来の用件を忘れかけ、オレはピタリと足を止めた。

　その瞬間だった。

「そう。去ってどうする気だい？」

　ゾクッ！

　全くの不意を突いた第三者の声に、背筋の上に電流が奔はしった。

　いつの間に背後に回り込まれた!?

「ぐあぁつ！」

　振り向くよりも早く、オレの右腕が背中側へねじるように折り畳たたまれた。

　この時点で既に肘ひじと肩が極められている上、更に後ろ側に倒れ込むような投げ技を仕掛けられ、全身の血液が瞬時にして凍こおり付く。

　マジですか!?

　咄とつ嗟さに足元を蹴けり、オレは自分から大地に叩たたき付けられる道を選んだ。

　変に踏ん張ったり逆さからったりしたら、駄だ目めなのだ。でないと次の瞬間、極められている関節がありえない方向に曲がっちまう。

　ドスンッ！

　背中が鈍い音を奏かなで、肺と内臓を重い衝しよう撃げきが圧迫した。

　えげつねェーことに、受身すらさせてくれない。

　耐え難い苦痛に歪ゆがんだ視界に、今度は赤い影が上下に横切った。

　それが緋ひ袴ばかまだと気付いた次の瞬間、緩ゆるんだ腹筋の上に痛烈な踵かかとが無慈悲に落とされた。

　……死ぬって。いやマジで。
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　タタミと卓袱ちやぶ台だいが揃った、どこか懐なつかしい感じのする居間に、目に見えない鉛なまり色のスモッグが沈ちん殿でんしていた。それはもう、息苦しいくらいのスモッグが……。嫌いやだなぁ〜、こういう雰ふん囲い気きって、まるでオレが責められているみたいじゃないか。

　未だに痛む腹筋を擦こすりつつ、オレは居間に揃った高たか倉くら家の面めん々めんを一いち瞥べつした。

　まず初対面で袴はかまをズリ降ろされた三女の美み風かぜ。

　……ケッ。まだオレを睨にらんでやがる。自じ業ごう自じ得とくだってぇーの。

　んで、この重苦しい空気にオロオロしているのが、二女の美み空そらちゃん。

　この子には、まぁ、罪はないな。

　そして火の点ついていないタバコを口に挟はさんだまま、視線を宙に漂ただよわせる長女の彩あや雲も。

　コイツの足が、オレの愛らしい腹筋を踏み抜きやがったのだ。

　断言させてもらうが、オレは踏まれて喜ぶＭの気けはない。ハッキリ言ってＳだ。

　ちなみに美空ちゃんと彩雲は巫み女こ服のままだったけど、美風だけは弓道着姿からセーターにスカートというありふれた姿に着替えている。まぁ、どうでもいい事だけど。

「まぁ、なんだ……」

　と、最初に口を開いたのは彩雲だった。

「紹介状は本物だったし、お前さんが間違いなく美みヶか速はや優ゆう夜やである事は認めてやるよ」

「そりゃどうも」

　っていうか、当たり前だ。

　オレは茶髪頭の彩雲に視線を固定させた。

　見れば見るほど、なんていうか……型破りな女ヒ性トだ。これで当代きっての御み火か布ふ津つ流炎えん術じゆつの使い手だっていうんだから、なんだかなぁ〜。ウチのオヤジも相当なもんだけど、それといい勝負かもしれん。でも、気配を殺して完璧に背後を取られたのは紛まぎれもない事実だし、おまけにヒトの関節を容よう赦しやなく砕くだこうとしたえげつなさも持ち合わせているのだから、取りあえずモノローグでも呼び捨ては止めておこう。

　だって、コワイから。

「わたしは反対だからね！」

　ダンッ、と美風が振り下ろした拳こぶしで卓袱ちやぶ台だいを叩たたく。

「なんで我が家が、よりにもよって美ヶ速家の人間の面倒をみなくちゃいけないのよ！　そんな話、わたしは聞いてないんだからっ！」

「や、そりゃそうだろ。だって話してないんだから」

「彩雲姉さん！」

「しょうがないだろ。コイツがウチで御火布津流を習う事になった、なんて話せば、血相を変えて反対されることくらい判わかっていたからねぇ」

「当たり前じゃない！　美ヶ速よ、しかも宗そう家けの！　それにコソコソと人の練習を覗のぞき見るような人間なんて、恐くて置いておけないわよ！」

「覗き見？　してたのかい、お前さん。覗き見を？」

　訊たずねてくる彩あや雲もさんに、オレは肩をすくめた。

「するわけないでしょ」

「してたっ！」

　間かん髪ぱつ入れずに美み風かぜが咆ほえる。

　全く。初対面のお客様を相手にとことん失礼なヤツめ。

　──と、言いたいところだけど、彼女は高たか倉くら一族に連なる高倉美風。

　美みヶか速はや家に対する高倉家の反応としては、ある意味これで正常なのだ。

　美ヶ速一族の『御み火か速はや霊ひ流』と、高倉一族の『御み火か布ふ津つ流』──。

　この二つの一族は、随分と古い時代から悪あく霊りようや妖よう怪かいの類たぐいを炎えん術じゆつによって退治してきた、歴史ある一族である。ところが同じ炎術使い同士でも、両家の関係はシベリアの永久凍とお土どよりも冷え切っているのだ。元々は同族に近い関係だったらしいんだけど、幕末の頃、尊大な美ヶ速家に愛あい想そを尽かした高倉一族の面々が、丸ごと分離独立してしまったのが原因らしい。

　まぁ、身内のオレが言うのもなんだけど、確かにウチの一族には無意味にエラソウなヤツが多いんだよねぇ〜。「自分は選ばれた人間だ」って勘かん違いしている連中が。言うなれば、選民思想ってヤツのカタマリだ。

　もちろんオレは、違うけど。

　だってオレは、どっちかっていうと選ばれなかった方だから。

　それはともかく、両家の関係は二十一世紀に突入した現在も、未だに険けん悪あくな状態が続いていたりする。ましてやオレの場合、美風の言うように美ヶ速宗そう家の人間だしな。だからここの高倉家が分家筋だとしても、美風が示す拒否反応はしごく当然と言えるのだ。

　オレだって今回の話を、心の底から喜んでいるワケじゃあない。

　でも、これは宗家の──要するにオヤジの──意向であり、オレにはそれに逆さからう術すべも権限も全くない。「親が子供の人生を勝手に決めるな！」、みたいな台詞せりふを吐はかせていただきました日には、顔面が変形するほどボコにされるステキな家庭環境なんですよ、ウチって。

　ちなみに小こ遣づかいは月三千円。

　これが全国平均で多いか少ないかは、よく知らないけど。

　ちなみにオヤジの年収は数億（税別）だそうだ。

　これが全国平均で……多いに決まってるわな、やっぱ。

　とにかく、それもこれも、オヤジの尋じん常じようでない強さに問題がある。

　オレみたいな人間ですら、オヤジに睨にらまれたら全身が凍こおり付いちまう。

　圧倒的な『格』の違いってヤツが、オレとオヤジの間には横たわっているからだ。

　例えるなら、量産型ＭＳと局地戦用大型ＭＡくらいの。

　仮に自由を求めて、今のオレがオヤジに勝負を挑んだとしよう。多分、単機でビグザムに挑んだジムよりも、悲惨な敗北が待ち受けているハズだ。踏み潰つぶされるか、熔とかされてしまうか……ま、どっちにしても骨すら残らないって事だけは確実だろうな。

　つまり、オレはジムなのだ。

　いや、ひょっとしたらボールかもしれない。

　別に卑ひ屈くつになるつもりはないけど、オレが一族の中でも群ぐんを抜いて最弱キャラなのは疑いようのない事実だから、こればっかりはしょうがない。

　なにせオレは、御み火か速はや霊ひ流の炎えん術じゆつを一つも使えない炎術使いだから。

　宗そう家けに生まれながら、宗そう主しゆの血を引きながら。

　十七年間も修行を続けても、オレの『焔ほむら』は全く使い物にならなかった。

　こと炎術に関する限り、オレは従兄弟いとこの小学生にすら負けてしまうのだ。

　制せい御ぎよができないとか、実は巨大な『焔』が眠ねむっていて危険だから封ふう印いんされているとかだったら、少しは慰なぐさめにもなる。でも、そうじゃない。本当にカスみたいな『焔』しかオレは持ち合わせていないのだ。これには正直、かなりヘコんだ。オレにだって子供の頃は、美みヶか速はや家に生まれた自負とかプライドとかを、それなりに持ち合わせていたし。

　……今は一ナノグラムもないけれど。

　こうなると反抗するなりイジケルなりして、家を飛び出すのが普通の家庭。

　ところが哀かなしいかな、今のオレだとソレすら難しい。

　もし、本気で家から飛び出そうと思うなら、少なくとも一族の人間を一撃でブッ飛ばせるくらいの火じつ力りよくがないとダメ。ましてやオヤジに反逆するなら、より圧倒的な火力がね。そのための修行だったらオレはなんだってするし、御み火か布ふ津つ流を学ぶ事で強くなれるなら、オレは血反へ吐どを吐はいてでも御火布津流を学んでやる！

　なぁ〜んて意気込んで来てみたんだけど……なんかノッケから雲行きが怪しい。

「とにかく反対！　絶対反対！　こんなヤツと一緒に暮らしたら、一ヵ月後には三人揃ってご懐かい妊にんって事にもなりかねないわよ！」

　ったく、失敬なシマパンめ。

　お前なんか、誰が相手にするもんか。

　例え理性が命じても、本能が拒絶するわ！

　ま、その醤しよう油ゆ皿よりも容量の小さそうな胸を、せめてシチュー皿くらいにまで進化させたら考えてやらない事もないけどな。

「しゃぁーねぇーだろ。アタイだって本来なら断りたいところだけど、ウチはコイツん家ちに大きな借りがあるしねぇ。まして高たか倉くらの人間は恩おんを仇あだで返す恩知らずだ、なんて美ヶ速の連中に言われてみなよ。死んだ親おや父じや母さんが、黄泉よもつ比ひ良ら坂さかから這はい上がってくるぜ？」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「それにものは考えようだ。生せい殺さつ与よ奪だつはコッチが握ってんだから、これは居い候そうろうというよりも捕ほ虜りよ……つーか、むしろ人質？　そうカッカする事もねぇだろ」

　それでも納得がいかないのか、美み風かぜは吊つり上がった目線を今度は美み空そらちゃんに向けた。

「美空姉さんは構わないの!?　こんなチカンと同じ屋根の下で暮らすのよ!?」

　唐とう突とつに意見を求められた美空ちゃんは、明らかに困惑した様子だった。

「私は……その……別に構わないと思うけど………」

　何度もチラチラとコッチに視線を送った後に、ようやく蚊かの啼なくような声で呟つぶやいた。

　その視線、ある意味信用されてないみたいでイタイんですが、取りあえず消極的賛成でもありがとうございます。これで二対一。判定勝ちで、オレさまの勝利！

「それにチカンっていうのは、美風の勘かん違いだったわけだし……」

「そんな事ない！　アレは絶対、獲物に襲い掛かる餓うえた動物の目だったわ！」

　んまぁ！　まだ言うザマスか、この小こ娘むすめは！

　少しは控えめな美空ちゃんを見習え、ってーの。

　これで同じ十七歳さいの双ふた子ごだというのだから、未だに信じられない気分だ。

　そう。この二人は二卵性の双子なのだ。

　性格も違えば、容姿も体形も全然違う。

　背丈はタレ目の美あ空ねよりも、ツリ目の美風いもうとの方が背も高い。

　反面、出るところが出ているのは美空ちゃんの方で、美風は土ど管かんのごとく凹おう凸とつがない。

　双子といえば性格はともかく、容姿は瓜うり二つというのがオレのイメージだったんだけど、どうやらそうでもないらしい。

　全く、遺伝子というモノは──。

「何よ、その目は。言いたい事があるなら、ハッキリと言いなさいよ」

「いやぁ〜。遺伝子って、摩ま訶か不思議だなぁ〜って。よかったねぇ、美空ちゃん」

「え？　え？」

　唐突に誉ほめられて、戸惑っている美空ちゃん。

　本気で判わかっていないところが、なんともウブだ。

「……それってどういう意味よ」

　一方、スッと目線を細く絞しぼる美風。

「そんなの言えるワケないだろ？　初対面の相手に、いくらなんでも失礼だし」

　ブンッ！

　力一杯ブン投げられた湯ゆ呑のみを、オレは首だけヒョイと動かし難なく避よけた。

　ハッキリ言って、まだまだ甘あまい。例え時速百五十キロの速さで湯呑を投げても、そんなに投げる前の予備動作が大きいようじゃ、湯呑を握る前に避ける準備が完了できる。後、狙ねらいが判りやすいのもマイナスポイントだね♪

「避けるなぁ！」

「ん〜、それは無理♪」

　叩たたき付けられた理り不ふ尽じんな要求に、オレはにこやかな笑顔で応こたえてあげた。

　瞬間、ブチンっという音が居間に響いた。

　いや、さすがにそれはマズイだろう、って思うような音が。

　見れば美み風かぜの顔が、それこそ『焔ほむら』でも噴ふき出しそうなほど紅潮していた。

　そういえばコイツも一応、御み火か布ふ津つ筋なんだよな。

　ちょっと、からかい過ぎたかな？

　ま、悪いのはオレの方じゃなくて、アイツなんだけどさ。

　ミシ……。

　あ〜あ。大だい魔ま神じんよろしく、もの凄すごい形ぎよう相そうのまま卓袱ちやぶ台だいに足を載のせちゃって。行ぎよう儀ぎが悪いったら、ありゃしない。コイツを躾しつけた長女のツラを、是ぜ非ひとも拝おがんでやりたいね。もちろん、そんな事は口が裂さけても言えないけど。だってコワイから。

「やめな、美風。はしたないよ」

　言うが早いか、彩あや雲もさんの手が華か麗れいに美風の足を踵かかとからすくった。

　途端に美風の身体からだが宙に浮き、シマパンをモロ見せしながら転倒した。

「きゃんっ！」

　何が「きゃんっ！」だ、この露出狂め。今さらカワイこぶってもムダだ。

「お前もあんまり調子に乗るんじゃねぇぞ。でないとアタイも、アンタが客だって事実を忘れちまうかも知れネェからな」

「もちろんですとも、彩雲さん」

　オレは深々と平へい伏ふくした。

　彩雲さんには、逆らわない方がよさそうだ。少なくとも、今はまだ。

　……あ、卓袱台の下から、未だに引っくり返っている美風のシマパンが見える。

　フンッ。この際だから、ジックリと鑑賞してやろう。

　あ〜、カメラ付きのケイタイが欲しいなぁ〜。




　　　　　　　　　◇◇◇




　それから高たか倉くら三姉妹は、改めて姉妹会議を開くべく別室に移動した。

　ちなみに彼女達の両親は、随分と前に他界しているそうだ。

　詳しい話は知らないけど、どうも退たい魔ま師しとしての仕事中の事故だったらしい。

　この業界って、命を落とす事はワリと珍しい事じゃないからなぁ。

　まぁ、その分、報酬はいいんだけど。特にゼネコン絡がらみの土地鎮しずめとか。

　と、話を戻して、居間に残されたオレはカレコレ一時間以上は待たされている。

　ったく、そんなに嫌いやならコッチから願い下げだぜ……なんて言えるほど、オレの立場が強くないのは、さっきも言った通り。

　御み火か布ふ津つ流を習得する前にココを追い出されたら、正しよう味みな話、オレの将来はかなり絶望的になっちまうだろうなぁ〜。その時はいっそ、逃亡するか？　けど、逃げたところで直すぐ見つかって半殺しにされた挙あげ句く、里に連行されるのがオチだろうし……。

　下へ手たな犯罪組織よりもタチが悪いからな、ウチの一族って。

　それにオレにだって、目標はある。

　落ちこぼれ扱いされてきたからこその、恨うらみ辛つらみに野望もあるし、意地だってある。

　なにより……………まぁ、これは個人的なことだから、どうでもいいか。

　とにかく、御み火か速はや霊ひ流で失敗続きだったオレには、御火布津流をマスターする以外に未来へ続く扉は存在しないのだ。その為には、ある程度の妥協も必要かもしれないな。釈しやく然ぜんとしないけど、あのナマイキな美み風かぜに頭の一つくらい下げてやるのも、一つの選択肢しだ。

　ま、何にしてもオレはやるぜ、オヤジよ。

　いつも偉えらそうなテメェのツラにキッツイ一発をブチ込んで、ノビた口から手ェ突っ込んでアバラ骨をカランコロン鳴らしてやるから、その日が訪れるのを指折り数えていな。

　その時はオレの下げ僕ぼくとして、高倉美人三姉妹を加えて凱がい旋せんするのも悪くない。特に彩あや雲もさんあたりを屈服＆調教させて、首輪をはめて……って、ダメダメだ。これじゃまるで、エロゲーに汚お染せんされたアホで根暗なヘンタイさんじゃねーか。でも、美風はオヤジの炎えん術じゆつを防ぐ楯たてにしてやる。胸が薄い分、装そう甲こうも薄そうなのが致命的なような気もするけど、二、三秒くらいは保もつだろう。

　美み空そらちゃんはお茶くみ係で赦ゆるしてあげよう。案外、メイド服とか似合いそうだし。

　そんな事を考えていると、三人が居間に戻ってきた。

「悪いねぇ、待たせちまって」

　言いながら彩雲さんは、ちっとも悪そうな顔に見えなかった。

　……と、思ったら、なんだか本当に罪悪感みたいな翳かげを漂ただよわせていた。

　美空ちゃんに至っては目線を合わせてくれないし、それに美風の勝ち誇った顔……。

　オレは背筋に冷たい汗を感じた。

　まさか、ダメなんデスカ？

　オレの人生、こんなところでドロップアウトしてしまうんデスカ？

「取りあえず、部屋に案内してあげるわ。ちなみに文句は受け付けないから、そのつもりでいてよね」

　って、なんだ脅おどかしやがって。話は丸く納まってるじゃないか。

「もちろんですとも。彩雲さんと同室でも美空ちゃんと同室でも、なんならトイレやお風ふ呂ろで暮らせって言われても、ごっつぁんですと応こたえましょう」

「そんなのダメに決まってるでしょ！　っていうか、何でわたしの部屋だけ避けるのよ！」

「ひょっとして嫉しつ妬と？」

「んなわけないでしょ！」

　美み風かぜの顔が一瞬にして紅潮し、柳りゆう眉びがギュインと逆さか立だった。

　おおっと、イケナイイケナイ。ここで怒らせたらマズイんだった。

　ここは下した手でに下手に、っと。

「嫌いやだなぁ〜。冗じよう談だんに決まってるじゃないですかぁ〜」

「下くだらない冗談は身を滅ぼすことになるわよ」

「ははぁ〜。肝きもに命じておきます」

「……それじゃ、部屋に案内するからついてきて」

「は〜い♪」

「何よソレ。気持ち悪い声なんか出さないでよ、変態」

　グッ……耐えろ、耐えるんだオレ。心の上から刃やいばを重ね、耐える姿を「忍耐」と呼ぶのだ。

　待っている間に届いた宅配便の荷物を担かついで、オレは黙って美風の後ろを追った。

　さて、どんな部屋に案内されるのやら。

　ここの家ってボロだけど、広さだけは充分にある木造二階建ての日本家屋だ。里の実家と比べたら、そりゃ小さいけど……まぁ人間起きて半畳じよう寝て一畳とも言うし、荷物を置いて、両手両足を伸ばして寝られるくらいの広さがあれば、どんな部屋でも文句はない。

　なんなら天てん井じよう裏うらだって構わない。

　なんたってオレは捕ほ虜りよ……じゃなくて、居い候そうろうだ。

　三杯目はソッと出さないといけない、ヒエラルキーの最底辺。

　動物性プランクトンの更に下、植物性プランクトンなのだ。

　と、そんな事を考えている間にも、美風はオレの先をスタスタと歩いてゆく。

　お日様の射す縁えん側がわの廊下を渡り、階段の脇わきを抜けて玄関で靴を履はき替え──

「ってオイ、外に出るのか？」

「いいから、黙ってついてきなさい」

　振り向きざまに鋭い一いち瞥べつを突き刺して、美風は裏山に続く細い道に入っていった。

　はて、別棟でもあるのか、ここの敷地には？

　まさかとは思うけど、社しや殿でんで暮らせとか言わないよな？

　いや、しかしコッチは境けい内だいとは反対の方向……だよな。

　黙々と歩き続ける美風の背中を、オレもまた無言で追い続ける。

　まだ五分と歩いていないハズなのに、早くも疲れたような感じがした。オレって見た目通りデリケートな人間だから、精神的なプレッシャーに弱いのよね。例えるならストレスだけで死んでしまう、愛らしいハムスターみたいな感じ。

　やがて少し広い山道と合流し、何な故ぜか捨ててある廃車の脇を通り抜け──

「ハイ。到着」

　通り抜けなかった。

　美み風かぜは唐とう突とつに振り返ると、にこやかな笑顔で宣言した。

　っていうか、山道のど真ん中なんですけど、ココ？

　周囲を見渡しても、雑木林と軽ワゴンの廃車以外になんにも……。

　……。

　廃車………以外は？

「おい、まさかオレの部屋って……」

「そういう事よ。広さは充分あるんだから、文句はないでしょ？」

　広さって、そりゃシートを倒せばそれなりに……って、そんな問題か、オイ！

「マジかっ!?」

　暮らせっていうのか？

　今日きようからココで？

　目め眩まいすら覚えそうな憤いきどおりに、オレは酸欠気味の金魚みたいに口をパクパクさせた。

「あら？　ひょっとしてイヤなの？　だったら帰れば、日ひ取どりの里に。わたしは別に、どっちでも構わないんだから。……っていうか、むしろ大歓迎？」

　グァ……人の弱みに付け込みやがって〜〜！

「彩あや雲も姉さんが約束してしまった以上、あなたが姉さんの元で御み火か布ふ津つ流を学ぶのは認めてあげるわ。でも、そこまでよ。わたしは美みヶか速はやの人間に、ウチの玄関を跨またいで欲しくなんかないわけ。だからあなたが入っていいのは神社の境けい内だいまで。よーく覚えておいてね」

「け、境内までって……」

　下した手でに出れば、ドンドン付け上がりやがって、このアマァ〜〜！

　優越感満まん載さいのせせら笑うような目線に、オレの血圧は本日の最高値を更新した。

　つーか、あんまりいい気になってるとヤケドさすぞ、ヤケド！

　コイツの実力がどれほどのものかは知らんが、オレとて美ヶ速本家に生まれた（一族最弱だけど）御み火か速はや霊ひ流の炎えん術じゆつ使い（一つも炎術は使えんが）だ。ヤる時は、犯ヤる。具体的にはそのＡカップ確実の貧相な胸を、一晩でＣカップになるくらいまで徹底的に揉もみ倒す！

　ちなみに、コレは決してエロでもなければセクハラでもない。

　いわば教育。調教じゃなくて、キョ・ウ・イ・ク。某ぼう国営放送の、朝の連ドラやってない方のアレだ。コイツみたいな礼儀知らずは、いずれ社会の荒波に揉まれて痛い目を見る。だったらここで、オレがコイツを揉みくちゃにしても同じ……じゃなくって、痛い目を見る前にオレが世間の厳しさを判わからせてやらぁ！

「ちなみに勝手に境内より奥に入ってきたら、問答無用で矢を射掛けるからね。言っておくけど、わたしが学んだ弓きゆう術は夢む影よう天てん心しん流──」

「………はい？」

「あなたも美みヶか速はや家の人間なら、その名前くらい聴いた事があるでしょ？」

　いや、まぁ……そりゃ確かにありますよ？

　夢む影よう天てん心しん流──。

　確か美ヶ速家ウチや高たか倉くら家とはまた違った体系の、弓術を主体とした退たい魔ま術の大御ご所しよだ。

　古いにしえの血脈に刻まれた先天的な才能に頼らず、強い霊れい力りよくを持った人間なら誰でも受け入れているからウチらよりも歴史は浅い分、活力は上って話だ。その達人ともなれば、百メートル先を飛んでいる鳥の眉み間けんを、進行方向の側面から射抜けるらしい。なんでも放った矢を、誘導ミサイルのように操れるとかなんとか……。

　他ほかにも色々と、他の流派から実践的な技術を貪どん欲よくに取り入れているという話も聞く。

　ただの弓道少女じゃないと思っていたら、そういう事かよ。

　そりゃ手しゆ裏り剣けんぐらいで驚いたりしないわな。

　………。

　やっぱりエッチなのはイケナイよね。相手は家や主ぬしさんの妹さんだし。

　アレ？　でもなんでわざわざ、夢影天心流なんか学んでいるんだ、コイツ？

　高倉の人間なんだから、ごく普通に御み火か布ふ津つ流を学べばいいのに。

　なんでだ？

　ま、いいか。

　どうせオレには、関係のない話だし。

「……オイ、美み風かぜ」

　それよりもオレに、コイツに一つ言わなければならない事があるのだ。

「なに？　いきなり呼び捨て？」

「んじゃ、美風ちゃん♪」

「やめてよ気持ち悪い！　……美風でいいわよ。で、なんなのよ」

　オレはズイッと、一歩を踏み出した。

　丹たん田でんの下に力を溜ためて、人間として男として、全すべて尊厳を賭かけて要求する。

「せめて毛布くらい、いただけないでしょうか？」

　だって、夜はまだ寒いんだもん。

　こうして蔑さげすむような美風の視線と引き換えに、オレは一枚の毛布を手に入れたのだった。




　そしてその日の夜、オレはさっそく御火布津の『焔ほむろ』の洗礼を浴びた。




　利きました。

　ええ、そりゃ〜もう、利きましたとも。

『緋ひ弾だん』の爆風をモロに浴びた上に、八メートル。八メートルですよ、奥さん。そんな高さから石畳だたみの上に落下したら、いくらなんでも痛いって。

　ちなみに御み火か速はや霊ひ流では『緋弾』って呼んでいる術だけど、御み火か布ふ津つ流では『紅こう牙が』って呼ぶんだそうだ。まっ、術の名前なんてこの際どうでもいいんだけどね。彩あや雲もさん曰いわく「ギリギリまで追い詰めて、お前さんの眠ねむっている『焔ほむら』を引き出そうとした」そうな。

　甘あまい。甘いねぇ〜。

　その程度でどうにかなるんだったら、ワザワザこんな所まで来るワケないでしょ。

　オレの『焔』の貧弱さは、宗そう家けの折り紙つきなんだから。

　ま、おかげでオレのフルパワーが判わかったから、今後のプランの参考にはなるそうだ。

　それにしても、腹立つよなぁ、最後の一言。

「しっかし、まるでカスだね」

　と、きたもんだ。

　泣いちゃうよ。いや、本当に。




　　　　　　　　　◇◇◇




　さて……。

　今さら改めて宣言するのもちょっぴり恥はずかしいが、オレは『炎えん術じゆつ使い』だ。

　いや、ツッ込むな。

　確かにまだ一つも炎術なんぞ使えんが、取りあえずそういう事にしてくれ。

　ところでオレは炎術使いである以前に、十七歳さいの少年でもある。この日本という国で十七歳といえば、世間一般的には学生であり──つまりオレも高校生なのだ。

　少なくとも、対外的には。

　こういう事に関する限り、世間も炎術使いも関係ないらしい。

　ちなみにオレの二人の兄貴は、現在国立の大学に通っている。それはもう絵に描かいたような優等生様で、学業も炎術使いとしての実力も、ダブルでトップレベル。いやはや、文ぶん武ぶ両道で結構結構。けれども頼むから、オレと比較するのは止やめてくれ。

　大体、この業界に学歴なんて関係あんのかよ？

　オヤジの考えている事は、よう判わからん。

　よう判らんが「行け」と言われたら、行かねばならないのが今のオレ。

　オレが虎こ視し眈たん々たんと反抗の準備をしたくなるのも、判るでしょ？

　そんなワケで、オレは明あき羽ば神社に居い候そうろうした後も、学校に通う事になっていた。新しい学校の名前は空うつ木ぎ谷だに高校。男女比率が均等な共学校で、しかも歩いて通える距離というのが救いなんだけど、これが何を意味するかというと、

「あの……どうだった、優ゆう夜やくん。この学校の感想は？」

　と、いう風に、放課後になるとクラスメートの高たか倉くら美み空そらちゃんが、話し掛けてきたりするワケなのだよ。なんとなく、こうなるだろうなぁ〜とは思ってたけど、オレが転入させられたのは２年Ｆ組で、そこは計ったように美空ちゃんと同じクラスだった。

「感想もなにも、転校なんてするもんじゃないね、実際」

　寝そべっていた机から身体からだを起こし、凝こり固まっていた背筋をちょいと伸ばす。

　ゴキゴキゴキキッ！

　ん〜、やっぱ放課後一番に鳴らす首の骨は心地いいねぇ〜。

　ついでに肩の関節も解しつつ、ペラペラの鞄かばんを机の上に置いた。基本的に、オレは教科書やノートの類たぐいは教室で保管するタイプだ。代わりに鞄の中にはサイフ他ほか、ちょっとした貴き重ちよう品ひんが入っている。貴重品を学校に持ち込むのもなんなのだけど、今のオレの住すみ処かって保安上もの凄すごく不安があるから、面めん倒どう臭くさいけど鞄の中に詰めた方が無難なのだ。

　下へ手たすると小学生に荒されかねんからな、あそこは。

「前の学校とは、違う？」

「そりゃ違うって言ったら違うかな。なんたってクラスの連中は知らない顔ばっかだし、教科書も違えば授業の内容も全然違うし。……まぁ、内容が判わからないという点では、前の学校でも一緒だったんだけどな。ハハハッ」

　乾いた笑い声で締め括くくってみたけれど、ホント困ったもんだね、我ながら。

　しょうがないから今日きよう一日、教科書の端っこにパラパラ漫画を描かいていました。

　アレって結構、暇つぶしになるんだよなぁ。

「そうだよね……。仕方がないけど……知らない人ばかりだと、やっぱり寂しいし……不便だよね………」

　あららら。

　オレ的には結構はおどけてみせたつもりだったけど、美空ちゃんってば本気で深しん刻こくぶった表情になっちゃったよ。……エエ子や。ホンマにエエ子や。居い候そうろう先でも、誰かさんと違って何かと気を使ってくれるし、学校でもこうして話し掛けてきてくれる。

　きっと将来、いいお母さんとかになれるタイプだ。

　そんでもってオレが借金とかする時は、是ぜ非ひとも保証人になってもらおう。

「……私は同じクラスなんだから、困った時はいつでも言って」

「んじゃ、早速だけど、今日の英語、和訳の宿題がサッパリ判らない」

「そ、それは自分でやらないと駄だ目め……。宿題、なんだから……」

「いいの。オレにとっての宿題とは、他人に写させてもらってナンボのものだから」

「……でも、今日は写させてくれる人、いないんでしょ？」

「だから、困っているのだよ。そして頼んでいるのだよ、美空ちゃんに」

　すると美み空そらちゃんは、ちょっとタレ気味のドングリ眼めをキョトンとさせた。

「………あ、そうか」

　いや、そんな風に納得されても困るのですが？

　これが美み風かぜだったら、絶対に痛烈なグーでツッ込みを入れてくるところなのに、本当に似ていない双ふた子ごだよな。なんていうか美空ちゃんは、隙すきだらけ。もう突いて下さい、からかって下さいって言われているような気がするくらい、全身コレ隙のカタマリ。

「……………今回だけだからね？」

「ホント？　ラッキ〜♪」

「ほ、本当に、今回だけなんだからね」

　美空ちゃんはちょっとだけ困ったように、上うわ目め遣づかいに念を押してきた。

　判わかってない。判ってないねぇ〜、このコは。

　困らせておいてなんだけど、そんな顔をされても全然恐くない。恐くないどころか、観みているだけで心が和なごやか〜になってしまうのだよ。ウワサのマイナスイオンってヤツでも、出ているのだろうか？　本人は自覚してないんだろうけど、これでほっぺを膨ふくらませたり、唇くちびるを尖とがらせたりすれば完かん璧ぺきだな。

　いや〜、しかし何でも言ってみるものですなぁ。

　これで今日から、宿題の心配はほぼ無くなったも同然ですよ？

「……他ほかには、ある？」

「他に？　他にねぇ〜。他には特に……いや、あるか」

「？　なにがあるの？」

「学食。思っていた以上に、学食が高い」

「そうなの？　私は普通の値段だと思っていたけど……」

　いや、実はオレもよく知らない。

　前の学校では一応、弁当持参だったからな。

　が、問題なのは前の学校の食堂じゃない。ココの食堂のメニューと値段だ。

　一番安い「キツネうどん」で百九十円。

　これに百円のオニギリセット（オニギリ二個＋たくあん二枚）で、二百九十円。

　仕送りが月三千円のオレにとって、これは深しん刻こくな食料問題だ。この額で毎日の昼食代を払い続けていたら、たったの二週間で財政が破は綻たんしちまう。これじゃあ、気軽にパックの豆乳すら買えやしない。オレみたいな育ち盛りが、しかも常人よりも遙はるかにカロリーを消費する人間の昼食が、キツネうどんとオニギリ二つじゃ正直いってかなりツライ。

　……っていうか、コレってあからさまにオヤジの嫌いやがらせだよなぁ。

　こうなるとやっぱ、自給自足。バイトでもしないとダメか……。

　里に居た頃のように、極秘でワリの良い仕事を見つけないとな。

　でも、そんな時間、あるかなぁ〜。

「あの……よかったらお弁当、明日あしたから用意する？」

　オレって一応、修行のタメにコッチに来ているワケだし。

　放課後の予定とかって、今はまだフリーだけど、この先はどうだか判わからない。ちなみに朝食と夕食は、美み空そらちゃんが作ってくれるから大助かり。これがなかったら、田んぼのザリガニやらタニシでタンパク質を……って、今なんとオッシャイマシタカ、美空ちゃん？

「お弁当って、ひょっとしてオレの分の？」

　訊たずねると、美空ちゃんはコクリと頷うなずいてくれた。

「二人分も三人分も、作る手間は同じだから……。作ったら、食べてくれる？」

　そう言ってはにかむ美空ちゃんの背中に、眩まぶしい後ご光こうをオレは見た。

　……降りました。

　まさしく今、わたくしの目の前に、麗うるわしい女神さまが降こう臨りんされました。

　その神こう々ごうしさは、まさしく比ひ治じ山さんの頂いただきの真ま名な井いに天あま降くだりましました豊ほう穣じようの天女。

　朝夕の美お味いしい食事ばかりか、お弁当まで用意してくれるあたりは、さながら豊とよ受うけの大おお神かみといったところでしょうか。ありがたや、ありがたや。しかも胸は大きい顔は可か愛わいい性格は優しい宿題は写さてくれると、一人で幾つのご利り益やくを持っているのでしょう。

　これからは足を向けて眠ねむれません。

　宿題はやってもらうけど。

「へぇ〜。珍しいじゃないか。高たか倉くら姉が、学校でそんな自然な笑顔をみせるなんて」
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「はい？」

「え？」

　不意に横から、小さな電子音と男の声が割り込んできた。

　ったく、気分悪いな。人がせっかく美空ちゃんとの会話を愉たのしんでいるってのに。

　ギロリと横に向けた視界の中に入ってきたのは、サラサラの茶髪と端たん整せいな顔立ちだった。男のオレが言うのもなんだけど、ワリとモテそうなツラをしているヤツだ。右手には、手の平サイズの超薄型デジカメが握られていた。

「やっぱり相手が従兄弟だと、他ほかの男とは違うものなのか？」

　ソイツはオレの殺人光線を難なく弾はじき、尚なおもデジカメのシャッターを切る。

　ちなみにオレと高倉家の人間とは、周囲には従兄弟いとこ同士って設定だ。居い候そうろうしている事実を無理なく説明するには、コレが一番手っ取り早いからな。ありがちだけど。

「そ、そんな事は、ないと思う……」

　ホラ見ろ。せっかく打ち解けていた美空ちゃんとの雰囲気が、台無しじゃないか！

「誰だ、貴き様さまは！　所属と階級を名乗れ！」

　堪たまりかねたオレは、強引に美空ちゃんとの間に割って入った。

「空うつ木ぎ谷だに高校所属、２年Ｆ組渡わた辺なべ久ひさ貴たか。気さくにナベキュウと呼んでくれ」

　クッ……まさか素すのままサラリと返してくるとは、侮あなどれないヤツめ。

　しかも２年Ｆ組っていえば、オレと同じクラスじゃないか。

　道理でどっかで見た顔のハズだ。

「ってか、なんだそのナベキュウってのは!?」

「決まっている。ボクの愛称だ」

　愛称？　愛称なのか、ソレは？

「なんなら親しみを込めて、キュウちゃんと呼んでくれても構わない」

「呼ばない」

「その時はボクもキミのことを、ユウちゃんと呼ばせてもらおう」

「だから呼ばないっての！　それとユウちゃん言うな！」

「そうか……それは残念だ。キミは実に惜しいことをしたね。キミは女性以外で、ボクの事をキュウちゃんと呼べるのは初めての人間になれたのに」

　謹つつしんで辞退させていただきます。

　っていうか、呼ばせているのか、お前は!?

　クククと嫌いやな感じに咽のどを鳴らす自称ナベキュウに、オレは底知れぬ悪お寒かんを感じた。

「……で、オレに何の用なんだ」

「さすがはボクの見込んだ男だ。話が早くていい」

「いや、見込むな。それに話し方が露ろ骨こつなだけだ」

「気にするような事じゃない。ボクはキミに、注目かつ期待しているのだ」

「だから期待するな。オレはどこにでもいる、その他大勢のクラスメートで結構だ」

　嫌いやな視線を振り払うように、オレは鷹おお揚ように手を振った。

　すると突然、その手首をナベキュウが掴つかんだ。

「その他大勢のクラスメートは、普通、こんな物ぶつ騒そうなシロモノは持ち歩かないぜ？」

「──っ」

　コイツ、何者だ!?

　オレは半分腰を浮かせ、ナベキュウを見やる眼まな差ざしを細く絞しぼった。

　袖そで越しに掴まれたのは、オレが棒ぼう手しゆ裏り剣けんを仕込んでいるバンドだった。もちろん長袖そでの下の話だから、直接触れられない限りまずバレないし、その自信があるからこそオレも携けい帯たいしている。少なくとも背広の懐ふところに隠した拳けん銃じゆうよりも、遙はるかに判わかりにくいはず……なのだが。

「心配するな。バラしたりはしない」

「……そりゃどうも」

「こんな物を学校に持ち歩いている人間が、あの高たか倉くら姉妹の従兄弟いとこにして同居人という。これは充分に面白く、注目に値する事実なんだよ。それ故に、利用価値も高い」

「利用価値？」

　あんまり訊ききたくなかったけど、取りあえず訊いておく。

「キミが知らないのも無理はないが、高倉妹は入学以来、非公式ながら『ミス空うつ高こう』に三期連続上位ランクの逸いつ材ざいだ。そんな彼女の従兄弟にして同居人に近づけば、自然と彼女にも近づく事ができる。将しようを射るには、まず馬からというわけだ。そう考えている連中は、このＦ組だけでも十名は下るまい」

　……やっぱり訊くんじゃなかった。

　なんちゅう短たん絡らく的で、ワカリやすい利用価値なんだ。

　道理で今日きよう一日、やたらと親切な男子が多いと思ったら、そういう理由……ん？　いや、ちょっと待て。

「人気があるって、美み風かぜが？　美み空そらちゃんじゃなくって？」

　するとナベキュウばかりか、当の美空ちゃんまでも頷うなずいた。

　確かに、ヤツの脚線とシマパンの組み合わせがハイレベルであることは、オレといえども認めてやる事にやぶさかじゃない。でも、それは実物をナマでメモリーに記憶したオレだからこそのプラス査定。いわば芸術点のようなもので、総合評価じゃあない。

　それなのに他ほかの連中は、総合評価でヤツを美空ちゃんよりも高く評価しているってのか？

「美風は明るいし、私と違って、話していても愉たのしいから……」

「確かに高たか倉くら妹は、容姿端たん麗れいスポーツ万能成績優秀品行方正。まさに絵に描かいたような優等生……。ま、ちょっとした完かん璧ぺき超人ってところだ」

「完璧超人？」

　いや、どっちかつぅ〜と、アレは悪魔超人だと思うのだが？

　二人の言葉に、オレは訝いぶかしげな眼まな差ざしを黒板の前で談笑している女子の輪に向けた。

　輪の中心になっていたのは、美空ちゃんの片割れにしてもう一人のクラスメートであり、その名前は高倉美み風かぜという。オレの知っている高倉美風とは同姓同名でウリ二つだが、ハッキリ言って性格の方は別人だった。

『──で、どうなの美風？　本当のところは？』

『本当のところって？』

『あの転校生よ。一緒に住んでいるんでしょ？　どんな関係なの？』

『もう、嫌いやだなぁ。関係もなにも、タダの従兄弟いとこよ。両親が海外出張で、仕方なぁ〜くウチの神社で引き取ってあげる事にしただけよ。でないと、公園とかに住み着きそうじゃない』

『あはははっ。アイツって、そういうキャラなんだ』

　どういうキャラだ、ソイツは！

　人を勝手にダンボールの家が似合う、現代版ヘンゼル＆グレーテルと一緒にするな！

　ったく、オレを美みヶか速はや家の人間というだけで目の仇かたきにしやがって。そういう姿勢はなぁ、高倉一族というだけでバカにする美ヶ速家の連中と、なぁ〜んにも変わらないんだぞ。

　……おっ、今のオレって、結構いい事いったんじゃない？

　しかし、そんな美風を幸せそ〜に眺めているバカ野や郎ろうどもがチラホラといるのが、なんともはや、情けないったらありゃしない。

　オレは不意に目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

　ああ、若人わこうどよ……。

　現実リアルと空想バーチヤルの狭はざ間まで夢見る二十一世紀のアリスちゃん達よ……。

　早く目を覚ませ。お前らの見ているソレは、妄もう想そうによって補正されたニセ物だ。言うなれば妖よう怪かい・二ふた口くち女。美人で働き者でしかも食事いらずの理想の女だなんて思っていたら、実はその正体は妖よう怪かいでしたってオチだ。不用意に近づくと、ガブリとやられちまうぞ。

「で、お前もアレの犠牲者になりたいクチか？」

「まさか。確かに彼女は魅力的だけど、今の姿にヒシャタイとしての価値は低い。何な故ぜならキミが感じているように、ボクも彼女の振る舞いにはいささか疑問を感じている。だからボクが期待しているのは、彼女の真の姿をキミが引き出してくれる事だ」

　不敵な光りを瞳の奥に宿らせて、ナベキュウの唇くちびるが意味ありげに吊つり上がった。

　……なんか初日から、面倒なヤツに目を付けられちまったなぁ。これならどこの学校にでもいる、ハミ出し者のグループに因いん縁ねんを付けられた方が、まだマシだ。まさかとは思うけどコイツ、オレの正体とか炎えん術じゆつ使いの事とかまで知ってんじゃないだろうな。

　ところでヒシャタイって、なんの話だ？

　コイツの正体といい、ワケ判わかんねぇー。

「あら、美み空そら姉さん。そんなところで、なにを話しこんでいるの？」

　むっ、来たな妖よう怪かい・ネコカブリ兼二ふた口くち女め。

　ニコニコ顔で近づいてくる新種のハイブリッド妖よう怪かいに、オレはなんかあった時は即座に椅い子すから飛び出せるよう、心持ち重心を移動させた。

「ダメじゃない姉さん。生徒会でも生活指導部でも、ブラックリストの一ページ目と二ページ目を飾る要注意人物の二人に近づいたりしたら」

　相変わらず「顔はニコニコ・声は穏やか」しているが、言葉だけはトゲトゲしい。

　迷惑千せん万ばんとはこの事だ。オレを勝手にブラックリストの仲間入りにしやがって。ナベキュウの方はさもありなんって感じだが、オレは五十音別索さく引いんをブッ千切って見開き巻頭カラーを飾れるほどの悪あく行ぎようはやってない……ハズだと思うぞ、今日きようはまだ。

　いい加減、あんまりにふざけた事ばかりぬかすと、コッチにも考えがあるぞ。

　いくら夢む影よう天てん心しん流を習っているとはいえ、弓がなければその戦闘力も発揮できまい。その状態で屋上とか人ひと気けのない校舎裏に呼び出して、あんな事とかこんな事とか……もしくは弓道着というか袴はかまというか……それはもう、ここでは描写できない特殊なプレイの数々を………。

「なにをニヤニヤしているのかしら、優ゆう夜や君？」

「……野外プレイ」

「はぁ？」

「いえいえいえ、なんでもございませんよ？」

　怪け訝げんな眼まな差ざしをする美み風かぜに冷や汗をかきつつ、オレは必死に首を左右に動かした。

「美風……。そんな風に疑ってばかりいたら、優夜くん可か哀わい想そう……」

「姉さん。バカと変質者を甘あまやかしたりしたらダメよ。この手のタイプは、暖かくなるとドンドン増えちゃうんだから、見つけたら直すぐに駆く除じよしないと」

「やれやれ。ソッチのカレはともかく、ボクまで変質者扱いかい、高たか倉くら妹よ？」

「待てやコラ。コッチのオレとしても納得いかんぞ！」

「だったら久ひさ貴たか君も優夜君も、学校では大人おとなしくして頂ちよう戴だいね♪」

「ケっ。何が『頂戴ね♪』だ。っていうかダレだお前は、新キャラか？　ネコミミでもないクセにネコなんか被かぶりやがって。さてはその無意味に長いポニーテールは、宇宙からの電波を拾うアンテナか!?　だったらリボンなんか結んでないでアルミホイルでも巻いてなさい。それで昨日きのうみたいに『てメぇ、なにウチの姉貴にナレナレしいマネ晒さらしとんじゃ、あァ？　怨オン怒ド霊レナメとったらその首ヘシ折って超人墓場に埋めるぞ、ボケがぁ』ってな具合に言ってごらん。さぁ、ナウ、今直すぐに！」

　ゴンッ！

「ンがぁっ！」

　無言で繰り出された掌しよう底ていに下した顎あごを打たれ、オレはＫＯされたボクサーのように、椅い子すから前のめりに床の上に沈んだ。

　……ねぇ、ねぇ、クラスメートの皆さん。今のを御覧になりました？

　コレがコイツの本性、平気で人の顎を『打つ』超暴力ですよ？

『な、なに？　今、なにがあったの？』

『よく判わからないが、高たか倉くら美み風かぜが転校生をブッたみたいに見えたけど？』

　いや、ブッたなんて生なま易やさしいものじゃなくて掌底！　しかも下顎に！

『きっとアイツ、美風さんの胸を触さわろうとしたんだぜ？　そういう顔をしてやがる』

『ああ、そうだな。きっとそうに違いない』

『うわぁ〜、最低！　女の敵ね』

『だったら美風は、女の味方ってワケね』

『さすが美風、カッコイイ〜♪』

　……。




　テメェらの眼はハリボテかぁ!?




「ほう。見事な無む拍びよう子し打ちだ。さすが高倉妹。久し振りにいいものを見せてもらったよ」

　コラ、ナベキュウ！　お前も呑のん気きに写真なんか撮ってるんじゃねぇッ！

　と、文句の一つも言ってやりたかったが……やべぇ、脳が揺れて意識が回る。

　そ、それにしても『無拍子打ち』か……。

　こいつは肩とか腰とか動きの支点になりやすい部位の動きを抜いた、いわゆる「気配」を殺した『打ち』の技術。打ってくる瞬間がわかり辛づらいから、躱かわすどころか防ぼう御ぎよする事すら難しいの…だが……し、しかし、弓術主体のクセに、こんな『打ち』のテクニックまで教えているとは……侮あなどり難し、夢む影よう天てん心しん流………。

　それを一目で見破るナベキュウも、侮り難いというか…謎なぞというか……。

「だ、大丈夫!?　優ゆう夜やくん!?」

「大丈夫よ、姉さん。だって彼は美みヶか速はや宗そう家けの男の子なんだから。心配いらないわ」

　断定するのは勝手だが、だからって下顎に掌底を叩たたき込むのは絶対に反則……。

「甘あまやかしたらダメ。ペットと子供は、躾しつけが肝かん心じんなんだから」

「そ、そういう問題じゃないと思う……。それに美み風かぜ、困っているようだったら面倒をみてあげてって、今け朝さ………」

「うわぁぁぁ!?　な、なにを言ってるのよ、姉さん！」

　へ？　今……なんか仰おつしやいましたか？

　オレは朦もう朧ろうとする意識にムチを打ち、首をグルリと九十度ほど回転させてみた。

　すると歪ゆがんだ天てん井じようと一緒に見えたのは、紺こん色のスカートの中から覗のぞく白い下着だった。

　残念……今日はシマシマではなかったか。

　……あれ？　オレ、残念なのか？　美風のシマシマが見られなくて？

「って、なにを覗き込んでいるのよ、このドスケベ！」

　グシャ！

　そしてオレの視界は、踏み降ろされたローファーに押し潰つぶされた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「ん〜〜？」

　鼻び腔こうに漂ただよう消毒液の匂においに、オレの意識がボンヤリと覚かく醒せいする。

　質素な天井に、背中に当たるパイプベッドの硬い感触、薄っぺらい掛け布ぶ団とん。

　そして、額ひたいの上に載のせられたアイスノンのヒンヤリとした感触……。

　クソ……。なんか頭がズキズキしやがる。ついでに顎あごもだ。なんか外的要因によって、オレの意識が強制終了されたような気がするが、ただいま「再起動中」といったところか？　ＨＤがガリガリって動いていて、ディスクの一部に重大な欠陥が発見されたところかも。

　……再起動終了。

　オレは肺の奥底から染しみ出すような、長い長い息を吐はき出した。

　そうだった……。あんまり思い出したくないけど、残念ながら記憶が飛ぶほど強いダメージを受けたワケじゃない。美風の一撃をモロに下顎に受け、軽い脳のう震しん盪とうを起こした挙句、保健室に運ばれたのだ。ったく、たったの二日間で二回もノックアウトされちまうとは、我ながらちと情けない。特にさっきのは油断していたとはいえ、最悪だ。

　正直言って、顎がかなり痛いです。

　割れていないのが、それはもう不思議なくらいに。

　はぁ〜。でも本当は「油断していました〜」なんてのは、言い訳としては最低ランクなんだよなぁ〜。死体になってから後悔したって、まあ大抵はちょっと遅いワケだし。そもそも相手の油断を突くのは、兵法の初歩の初歩。油断は「させて」も自分は「するな」が鉄則だ。こんなの人間はもちろん、妖よう怪かいだって知っている。

「こんな調子で、オレ、やっていけるのかよ……」

　軽い自己嫌悪を感じながら、ベッドから身体からだを起こす。

　安くて硬いスプリング。でも、廃車のシートより寝心地はマシかな。

　と、不意に遠慮がちな声が、背中の方からオレの肩を叩たたいた。

「あの……目、覚めた？」

　声の主は美み空そらちゃんだった。

　肩の後ろで揃えた黒い髪を微かすかに揺らし、沈んだ面おも持もちで訊たずねてくる。

　ひょっとして、ずっと側そばにいてくれていたのかな？

　彼女の白い手には、しおりを挟はさんだ文庫本が閉じられていた。

「……お早う」

「………お、お早う。でも、あの…優ゆう夜やくん、もう夕方……」

「なにっ!?」

　その一言で、オレの思考回路は一気に覚かく醒せいした。

　ゲッ……。マジだ。時計を見たら、アレから二時間近くも経たってやがる。

　ホント、なにやってんだろ、オレは……。

　湧わき上がる苛いら立だちと情けなさに、盛大なため息が無意識に肺から溢あふれ出す。

「あの……ごめんなさい………」

「はい？」

　唐とう突とつな美空ちゃんの謝罪に、オレは引っくり返る寸前の変な声を出した。

　ハテ？　彼女はオレに謝らないといけないような事を、なにかやらかしたか？

「美み風かぜ……本当は優しい子なんだけど………」

　ああ、ソッチの方ね。

　オレは打たれた顎あごをカタカタしながら、目を伏せる美空ちゃんを凝ぎよう視しした。

　あ〜〜。マジで顎の調子が狂ってやがる。ウメボシ喰えなくなったらどうする気だよ。オレはあの、硬いタネをガリガリって噛かみ砕くだくのが大好きなのに、ガリガリって。

「あの子、御み火か速はや霊ひ流……美みヶか速はやの人……嫌いだから」

　それは知っている。

　元々、美ヶ速家は高たか倉くら家に恨うらまれているからな。

　まぁ、アイツの場合、それだけってワケでもなさそうだけど。

　そして美ヶ速家は高倉家を見下しているし。

　何な故ぜって、それは御火速霊流が御み火か布ふ津つ流の『焔ほむら』を圧倒しているからだ。

　屋内近接戦闘に主眼を据すえた高倉家の御火布津流に対し、最大火力の発揮による圧倒的な攻撃力を誇るのが、美ヶ速家の御火速霊流だ。単純な力比べなら、御火布津流の術者が束になっても、御火速霊流の『焔』が駆く逐ちくされる事はまずあり得ない。

　御火布津流を手しゆ榴りゆう弾だんに例えるなら、御火速霊流は対戦車ミサイル。

　御み火か布ふ津つ流がライフル銃じゆうなら、御み火か速はや霊ひ流は戦車砲。

　アナタはライフル銃じゆうと手しゆ榴りゆう弾だんだけで、最新鋭の戦車を相手に戦えますか？

　例えとしてはちょっと極端だけど、だいたいそんな感じ。これくらい歴然とした火力の差があるから、我が家の人間は高たか倉くら家を平気で見下す。例えそれが炎えん術じゆつであれ勉強であれ、スポーツ競技の世界であっても、自分より格下の相手にでも敬意を払える人格者ってのは、そう多くない。特にウチの場合、デフォルトで鼻持ちならない天てん狗ぐサマが多いワケだし。

　──御火布津流の『焔ほむら』は露つゆ払ばらいにしか役に立たない、貧弱な『焔』だ。

　そんな風に本気で思っている連中の方が、圧倒的に多いのだ。

　オレ自身は、必ずしもその評価が正当だとは思っちゃいないけど。

　だってオレの場合、オレ自身の『焔』は手榴弾どころか線せん香こう花火だし、

『火力とは力。力とは正義。すなわち、正義とは火力と見つけたりぃぃぃ〜〜！』

　──みたいな頭の弱そ〜な三段論法を、本気で語るようなオトナにもなりたくないし。

　それにもう一つ──。

　実はコレが非常に重要なのだが、御火布津流には物凄すごい「最終奥おう義ぎ」なる秘伝の術が存在するという。流派の語源にもなっているというソレを極めれば、ウソかホントか御火速霊流すらねじ伏せられるそうだ。何を隠そう、オレが御火布津流を学ぶ目的も、ずばりソレだ。オヤジがオレに御火布津を学ばせようとした理由も、同じだ。あのクソ野や郎ろう、御火速霊流の奥義だけでは飽あき足らず、御火布津流の奥義も手に入れるつもりなのだ。

　何気にオレって、オヤジのスパイ？

「…………夜やくん？」

　ま、形としてはそうかもしれないけど、オレがその秘術を習得したあかつきには、栄はえある犠牲者第一号はオヤジと決めているもんね。全く、バカなオヤジだぜ。自分で自分を討ち取る未来の刺し客かくの、その手助けをしようってんだから。

　その時は……クククッ……いわゆるひとつのキス・マイ・アス？

「……優ゆう夜やくん？　私のお話、訊きいてる？」

「モチロンですとも」

　ジロリと上うわ目め使づかいに睨にらまれて、オレはにこやかな笑顔を返した。

　イカン、イカン。

　オヤジをボコにする妄もう想そうは、オレにはちと刺激的すぎる。湧わき上がるイメージ画像に、脳内から溢あふれ出した分泌液が危あやうく耳からこぼれそうなほどトリップしてしまった。

　今は美み空そらちゃんのお話を訊かないとね。

「……ねぇ、優夜くん。美み風かぜとは、仲良くなれそう？」

「んんん〜〜。正直、難しいかも。オレはともかく、アイツの方はオレを毛嫌いしているみたいだからなぁ」

「……うん」

　美み空そらちゃんは躊躇ためらうように、小さく俯うつむいた。つまり、肯定。

　そして躊躇いを残した表情のまま、言葉を続ける。

「……私と美み風かぜ、まだお父さんとお母さんが生きていた頃、一度だけ「日ひ取どりの里」に行った事があるの。私はもうほとんど覚えてないけど、その時に美風……随分と嫌いやな思いをしたから………。それで多分、意い固こ地じになっていると思うの」

「あ〜〜。なるほどねぇ……」

　オレの眉み間けんに、自然と深い縦たて皺じわが寄った。

　なにがあったかは、大体の見当はつく。

　排他的で選民思想を持つオオカミの里に入り込んだ、二匹の子ウサギちゃん。

　そんな子ウサギちゃんにバカな嫌がらせをする意地悪オオカミさんなら、あの里にはオレが知っているだけで五、六匹は住んでいる。ったく、胸クソの悪いマネをしやがって。アイツらもオヤジと同様、その日がきた時にゃボコにしてやる。

　証拠？　証拠なんてものは、オレの正義には必要ないのだ。

　正義があれば証拠はいらない。最近の国際社会の、これ常識。

「美風は特に……自分が炎えん術じゆつを使えない事を、相当気にしていたから……」

「………はい？」

　え〜〜と。ちょっと待ってクダサイ。

　今、ものすご〜く聞き捨てならない事を、仰おつしやいませんでしたか？

「だから……物凄すごく悔くやしいんだと思うの。美みヶか速はや宗そう家けの優ゆう夜やくんが、彩あや雲も姉さんから直接、御み火か布ふ津つ流を学ぶ事が……。でもね、それがただの八つ当たりだって事くらい、美風も判わかっているの。あの子だって本当は反省しているんだけど、素直になれないだけで、優夜くんの事が嫌いだったり、心の底から憎いって思っているわけじゃ決して──」

「ストップ！　スト〜〜ップ」

　尚なおも喋しやべり続けようとする美空ちゃんを、ちょっと強引に制する。

「アイツは炎術を……御火布津流を使えないのか？」

「え？　う、うん……」

　すると美空ちゃんは、コクリと頷うなずいた。

「ひょっとして、素質がなかったからか？」

　続く質問にも、美風ちゃんは同じように頷いた。

　……そういう事かよ。

　オレの中でわだかまっていた幾いくつかの疑問が、その一言で氷解した。

　そりゃ美風でなくても、嫌がらせの一つや二つくらいしたくなるワケだ。

　オレだって最初は美ヶ速家に生まれた事に気き概がいってヤツを感じていたんだから、美風が高たか倉くら家に生まれた事に気概を感じていたって不思議じゃない。それなのにアイツは、素質がないというだけの理由だけで、その道を断たれたのだ。そこへきて以前、自分を嘲あざけった美みヶか速はやの──それも宗そう家けの──人間が、目の前で御み火か布ふ津つ流を学ぶという。

「面白い、道理がないよな……」

「……優ゆう夜やくん？」

　驚いたような、美み空そらちゃんの瞳。

　別にアイツに同情してやるつもりはないけど……。

　ただ……まぁ、なんというか……自然に言葉が洩もれただけだ。

「オレも……似たようなモンだからな」

「似たようなもの？」

「そっ。オレも炎えん術じゆつが使えないの。だから、アイツの気持ちも、少しは判わかる」

「え………？」

　美空ちゃんの瞳が、さっきよりも更に驚いたように丸くなった。

「え？　使えないって……炎術が？」

「そう」

「だって！　……優夜くんって、あの『美ヶ速』の美ヶ速優夜くんなんでしょ？」

「どんなあのかは知らないけど、多分、その美ヶ速優夜だよ、オレは」

「ど、どうして!?」

「どうしてって……そりゃあ、素質がなかったからさ。御み火か速はや霊ひ流の炎術使いとして」

　肩を竦すぼめるオレに、美空ちゃんはポカンと口を開いてしまった。

　ま、そりゃそうだ。感覚的にオレって存在は燃えないガソリン、爆発しない火薬みたいなものだから。存在自体が摩ま訶か不思議……っていうか、あり得ないレベルなのだ。少なくともこの業界に関係する人間なら、御火速霊流宗家に炎術の使えない子供が生まれたなんて話を訊きいたとしても、下らない冗じよう談だんだって一笑するだろうな。絶対にそれはウソだって。それくらい美ヶ速本家の一族は特別で、オレはその特別の中の特別として生まれてきたのだ。

　……ちっとも嬉うれしくないけどね。

「さてと……それじゃオレはそろそろ帰るわ。美空ちゃんは、どうすんの？」

「私は、もうちょっと残ってる……。本、もう直すぐ読み終わるし、保健の先生が帰ってくるまで、留守番しているから」

「そうなんだ。……あ、そういやオレの鞄かばん、あるかな？」

「あ、うん。一応、持ってきてるけど……」

「サンキュー」

　美空ちゃんから大切な鞄を受け取ると、オレはベッドから足を降ろした。

「あ、それから美風の件だけどさ、取りあえず安心していいから」

「え？」

　オレの言葉に、キョトンとする美み空そらちゃん。

　なんか、思わずデコピンでもしたくなるような無防備っぷりが、なんとも和なごむ。

「まぁ、オレなりに頑がん張ばってみる、ってこと。やっぱ同じ家……じゃないけど、同じ敷地には住んでいるワケだし。仲が悪いのは、お互いに嫌いやだろ？」

「……うん！」

　嬉うれしそうに弾はずむ声に、オレは片手を上げてベッドから腰を降ろした。

　なんていうか、気恥ずかしいよな、こういうのって。それに我ながら安やす請うけ合いしているような気がしないでもないけど……まぁ、多分、大丈夫だろう。今直すぐ仲直りってのは、ちと無理っぽいけど、少しずつくらいなら、な。

　薄っぺらい鞄かばんを肩越しにぶら下げつつ、保健室のドアに手をかける。

　はぁ〜、それにしても居い候そうろうって身分は、ツライねぇ。自分自身の問題はもちろん、家や主ぬしさんところの家庭の事情も察しないといけないんだから。だからといって、卑ひ屈くつになるのもオレのキャラじゃないし。つーか、早く独立して自由気ままの一人暮らしがしてぇ〜。

　ガラガラ、とドアを開けて、オレは一歩目を踏み出した。

　ドンッ！

　そのタイミングを計っていたかのように、その衝しよう撃げきは真横からやってきた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「うおっ!?」

　避よける間もないとはこの事だ。

　真横からいきなり体当たりを喰らい、オレは廊下に弾はじき飛ばされた。

　側頭部に迫るリノリウムの床。

　が、ここで反射的に片手を付いてしまうのは素人しろうとさん。その方法だと、簡単に骨折に繋つながってしまうから、かえって危険だ。オレは反射的に動こうとする防ぼう御ぎよ本能を遮しや断だんして、取りあえず力の流れに従った。んで、激突する寸前、鞄を手放した右腕で床を叩たたいて横受身。その反動を利用し、かつ支点にしつつ、半回転しながら体勢を立て直す。

　簡単そうだけど、咄とつ嗟さにコレができるようになるには、結構な訓練が必要だ。

「危あぶないじゃないか……って、アラ？」

　体勢を立て直したオレの視界に、しかしぶつかってきた相手の姿は既になかった。

　わずかに階段を駆かけ上がってゆく足音だけが、耳に聴こえるだけ。

　オレは唖あ然ぜんとして階段の方向を眺めた。

　な、なんちゅう〜すばしっこさだ。まるで疾しつ風ぷう……いや、突風か。しかも随分と礼儀知らずの突風さんとみた。確かに転校生に「廊下で激突」はお約束とはいえ、名前も告げず姿も見せないのでは、次のイベントに繋つながらないではないか……というアホな冗じよう談だんはさておき、本当は躱かわす事のできなかった自分を恥じるべきなんだろうな、ここは。

　イカン、イカン。いくら学校の中とはいえ、今日はマジで油断しすぎだぞ、オレ。

　何度もいうけど、油断はイカン。

　こんな醜しゆう態たいがオヤジにバレたら、血のションベンが出るまで折せつ檻かんされちまう。

『急いで！　コッチに逃げたわ！』

『早く、早く！』

『今日きようという今日は、とっちめてやるんだから！』

　ん？　なんか外の様子が騒がしくないか？

　ズダダダッ！

　けたたましく接近してくる、複数の靴音。

　靴音の数と軽さから考えて、女の子が十人前後ってところかな。

「見つけた！」

　と、オレを指さし、怒ど涛とうの如くやってきたのは女子弓道部のみなさんだった。

　弓道着に胸当て、手には弓と弓ゆみ懸がけという勇ましいいでたちだから一目で判わかる。その数ざっと十二人。ホラ、ほぼ予想通りの人数だったでしょ？　でも、これくらいちょっと鍛えれば、誰にだってできる事だ。食しよく玩がんの中身を音だけで当てるオタク人びとさんに比べたら、それほど大した技術じゃない。

　それにしても、どこか微妙〜に既視感を漂ただよわせる光景だよなぁ。

　なんかやたらと殺気立った眼まな差ざしも、つい最近どこかで見たような気がするし。

　しかも中には弓じゃなくって、金属バットを握っている子もいるのは何な故ぜ？

「とうとう追い詰めたわよ！」

「Ｗｅ　ｇｏｔ　ｈｉｍ！」

「覚かく悟ごなさい！」

　彼女達は口々に叫び、あっという間にオレの周囲を無数の鏃やじりが取り囲む。

　一応、鏃はゴム製みたいだけど、この距離だとゴムもなにもあったもんじゃない。まるで餓うえた猟犬に囲まれた野ウサギの気分だ。そしてオレを取り囲む少女の中に、見知った顔が一つ混じっていた。

　弓ゆみ弦づるが当たっちまうほど自己主張のある胸でもないくせに、しっかりと胸当てをしているあたりがイジらしいというか女のイジというか……ある意味、涙ぐましいよなぁ、おい。

「まさか優ゆう夜や。あなたが犯人だったなんてね……」

　そのトップとアンダーとの差が三センチ未満と思われる哀かなしい女──美み風かぜは、こめかみのあたりをピクピクさせながらオレを睨にらんだ。

「ハァ？　犯人って、ナニ言ってんだ、お前？」

「とぼけても無む駄だよ。高たか井い！　佐さ々さ原はら！　ソイツを取り押さえて」

「「了解！」」

「お、おい！　ちょっと待て！」

　オレの抗議を無視して、二人の部員が左右から両腕を掴つかむ。

　あっ、でもこの密着感って、悪くないかも。

　硬い胸当てがなんとも邪じや魔まだけど、腕から伝わるほのかな温かさがいい感じ♪

「宇う奈な月づき！　そこの鞄かばんを調べてみて」

　って、ナニィっっっ!?

　美み風かぜの放った氷の一言が、オレのプチハーレム気分を一瞬にして崩壊させた。

「おいコラァ！　それはプライバシーの侵害だぞ!?」

「慌あわてるところが、益々怪しいわね。宇奈月。構わないから調べて」

「はい！　了解です、センパイ！」

　パチンッ！

　軽い音を響かせて、白はく日じつの元にさらされるマイ鞄。

「あ〜〜！」

　途端に素すっ頓とん狂きような声を上げる、宇奈月ちゃん。

　……終わった。

　オレは力なくうな垂れ、突き付けられた絶望に瞼まぶたを閉ざした。

「ありました、センパイ！　カメラです、カメラ！」

　そう。その鞄の中にはオレの戦利品であるカメラが──って、へ？

「決定的な物的証拠ですね、センパイ」

「ええ、これで決まりだわ」

「ところで美風。コイツって、あんたの知り合いなの」

「……タダのクラスメートで、凶きよう悪あくな変態よ」

「誰が凶悪な変態か！」

「きゃぁぁぁ！　変態が暴れ始めたぁっ！」

「だから誰が変態かぁ！　って、ああ、ゴメンナンサイゴメンナサイ。バットだけは堪かん忍にんして下さい。いや本当に、バットだけはイヤァ〜〜！」

　ジリジリと近づく、上段に構えられた美風のバット。

　こんなもので殴なぐられて、無事でいられる自信はちょっとない。特にコイツの場合、手加減なしで脳天をカチ割りそうだし。割れたザクロみたいになって、廊下に倒れている自分の姿を想像してみると……ワリとショッキングな光景だよなぁ、オイ。

　だがしかし、コイツらがなにかを勘かん違いしている事だけはハッキリとした。

「待て。とにかくオレの話を聞け。その鞄かばんはもちろん、カメラもオレのじゃない。だからオレは冤えん罪ざい……っていうか、なにを疑われているんだ、オレは？」

「みっともないわね、優ゆう夜や。男なら素直に盗ぬすみ撮りを認めて、ハラを斬きりなさい。武士の情けで、介かい錯しやくくらいならしてあげてもいいわよ」

　美み風かぜは斜め四十五度の優越感満載の流し目を作り、鼻先で小さく笑った。

　……なんか、スッゲーむかつく。

　そこへヒョコリと、保健室から美み空そらちゃんが顔を覗のぞかせた。

「あれ？　美風？　それに優ゆう夜やくん？　なにをして……いるの……」

　美空ちゃんは捕ほ縛ばくされた哀れなオレと、殺気だった弓道部員に困惑した面おも持もちを浮かべ、続く言葉を詰まらせた。

「盗み撮りの犯人を捕まえたところよ、姉さん」

「盗み撮り？　優夜くんが？」

「だからオレじゃないって！　そもそも、本当に盗み撮りなんてされたのか!?　自意識過剰の被害妄もう想そうとかじゃないのか!?」

「うわ、逆ギレ!?　そこまで言うのなら、確かめてみようじゃないの」

　美風は後こう輩はいからカメラを受け取り、画像を再生しはじめた。なんか、いかにも高そうなデジカメだ。これ一台で、オレの小こ遣づかいの何ヶ月分くらいになるんだ？

「ホラ、やっぱり！」

　そして美風が、鬼おにの首を取ったような顔で叫んだ。

　オレも首を伸ばして見れば……なるほど。再生された画像は、確かに弓道部の練習風景だった。それもどうやって撮影したのか、際きわどいアングルが結構多い。弓を引く時の小こ袖そでから覗のぞく肌はだ着ぎや、襟えり元もとの汗を拭ぬぐう瞬間まで、バッチリ撮られている。

　ただ、ちょっと意外だったのは、盗み撮りってワリには随分とソフトな画像が多く、しかもメインはあくまでも被写体の表情だということだ。しかも、なんつうか……構図的に無む茶ちや苦く茶ちや絵になっている画像ばっかりだ。密ひそかに期待していたモロ出し画像は一枚もなかった。

　……チッ。ケツの青い中なか坊ぼうじゃあるまいし、こんなモノじゃオカズにもならん。

　それになにより──

「な、なんでわたしばっかり映っているのよ……！」

　握った拳こぶしに血管まで浮かばせて、美風が声を震わせた。

　そうなのだ。

　画像のメインは美風が中心。三枚に二枚は美風が映っていたのだ。

「よかったなぁ、美風。熱心なファンがいてくれて」

「嬉うれしくないわよ！　っていうか、コレ全部アナタが撮ったんでしょうが！」

「だからオレじゃねぇーって言ってるだろが！」

「あっ、コレを見てください、美み風かぜセンパイ！」

　と、次に映された画像に、オレと美風は同時に絶句した。

　画像は弓道部の練習風景から打って変わって、見覚えのあるボロ神社の境内を掃除する美み空そらちゃんと美風が映ってた。それでもやっぱり、メインは美風。自分の家なもんだから、結構無防備なところをバッチリ撮られて──ハッ、殺気！

　ブオンッ！

　両脇わきを掴つかまれたまま強引に仰のけ反ぞった前髪を、嫌いやな感じの擬ぎ音おんが掠かすめる。

　擬音の正体は、もちろん美風の金属バット。甲こう子し園えんどころかメジャーだって狙ねらえそうなスイングスピードは、いくらなんでも反則だ。ギャグにはしって真剣白しら刃は取りをやってたら、今頃前頭葉の一部が鼻の穴からハミ出していただろう。

「躱かわすなぁ！」

「躱すわぁ！　って、待て待て。取りあえず落ちつきましょうよ。ね？　ね？」

　全身から噴ふき出す、凄すさまじいまでの美風の殺気。

　今晩あたり、夢に出てきちゃうかも。

「いいか？　冷静になって犯人像を考えろ。最初の画像は、当然だが学校の中で撮影されたものだ。学校の中で怪しまれずに活動しやすいのは、なんたってこの学校の生徒だ。まずはそこから絞しぼり込め」

　カラカラに乾いた咽のどにゴクリと唾つばを流し込み、オレは次の言葉を続けた。

「んで、次の画像はお前の自宅だ。境けい内だいどころか、母おも屋やの中庭にまで堂々と足を踏み入れている様子から考えると、真犯人は案外お前の身近な人物である可能性が高いという事だ。つまりこの学校とお前ん家ちの両方を、自由に出入りできる人間が──」

「……つまり、優ゆう夜やくん？」

　ちょこんと傾げた小首に指を添え、美空ちゃんが指摘する。

「……………アレ？」

「やっぱりお前かぁ！」

　落雷のような美風の怒ど声せいに、オレは咄とつ嗟さに上半身の重心を落とした。

　この時、足を踏ん張って体重を沈めるんじゃなくって、ストンってな具合に垂直に気持ちよく落下させるのがコツ。するとあら不思議。突然の重心移動に対応できないから、両腕を掴つかんでいた二人のバランスが一瞬だけ崩れるのだ。達人クラスなら、このまま二人を組み伏せられるのだけど、オレ程度だとここまでが精一杯。

　ま、その代わりといっちゃなんだけど──おおっと、危あぶねぇ！

　フォンッ！

　再び振り下ろされた超音速の金属バット。

　風を切る擬音が、さっきよりも遙はるかに嫌な感じ。

　ソイツが脳天を砕くだくよりも早く後方に倒れ、足の裏全体を使って床を押す。

　この後ろに倒れ込むのと床を押すのは、ほとんど同時進行。両サイドの二人がバランスを崩くずしている間じゃないと、どんなに強く床を押しても動けないからね。なにより全然、間に合わなくなる。でも、これでなんとか五十センチはバットの間合いから外れ──って、なに!?

　目を剥むいたオレの視界に、バットを空振りしたまま飛び込んでくる美み風かぜの頭部が映った。

　縦たてに沈みながら揺れる、長いポニーテール。

　そこはかとなく漂ただよう甘あまい香りを堪たん能のうするヒマもなく。下方から突き上がる鋭利な肘ひじ！

　ガスッ！

　刹せつ那な、仰のけ反ぞったオレの下した顎あごの皮ひ膚ふを、アッパー気味の右肘ひじが擦こすった。

　い、今のはマジで危あぶなかった。あんなのを喰らったら、冗じよう談だん抜きに顎の骨が砕くだけちまう。

「チッ！」

　盗ぬすみ撮りされた事への憤いきどおりか、或いは立て続けに攻撃を躱かわされてしまった事への屈辱か、舌打ちした美風の顔は真まっ赤かだった。まさに赤鬼おに。それも血に餓うえた本物の赤鬼──羅ら刹せつだ。

　やっぱりここは一いつ旦たん、全力で逃げた方が安全か。

「ところで両腕を掴つかんでいるお嬢じようさん。自分の足元にご注目♪」

「え？」

　四つの眼まな差ざしが足元に堕おちると、途端にその顔色が真まっ青さおに染まり、半瞬後には信号機みたいに真っ赤に変わった。ま、無理もない。健康的で美お味いしそうなフトモモを、惜しげもなく晒さらせばね。実はさっき腰を落とした時に、ドサクサに紛まぎれて袴はかまの帯を解いていたのだ。

「キャァァァッ！」

　重なる二つの悲鳴を合図に、瞬時に左右の腕を引っこ抜く。

　後は呆あつ気けにとられる弓道部の皆さんが我に返るよりも早く、三十八計けい逃げるが勝ち！

　……でも、なんか昨日きのうから袴ばっかりズラしているな、オレ。

　どうせズラすなら、ガーター付きの下着の方が燃えるんだけどなぁ〜。

「あっ、コラ待ちなさい！」

　チッ、さすがに貧ひん乳にゆうは立ち直りが早い！

　貧乳と立ち直りの早さの因いん果が関係はまた今度として、掛ける台詞せりふに芸のないヤツめ。オーソドックスは知性の墓場。待てと言われて待つバカはいないと、夢む影よう天てん心しん流では習わなかったのですか？

　──なんて、余よ裕ゆうをかましたのが悪かった。

　ビィィィンッ！

　不意に響いた不気味な音色に、オレの心臓は跳とびはねた。

　確認する間もなく咄とつ嗟さにすくめた頭の上を、背後から飛来した矢が風を切る。

　刹せつ那な、全身の毛穴という毛穴から、冷たい汗が噴ふき出した。いくら鏃やじりがゴム製でも、この距離で後頭部を直撃されたら堪たまったもんじゃない。

「躱かわすな！　今度躱したら赦ゆるさないんだから！」

「無む茶ちや言うなって！」

　だって大弓ってのは、立派な武器なんですよ？

　鎧よろいと一緒に人体を貫く威力を秘めた、蒙もう古こ襲来でも活躍した『武士もののふ』の代名詞。ゲンコツで殴なぐられるのとはワケが違う。むしろ中指を突出させた、空手家の一本拳けん。そんなモノを後頭部に喰らってみろ。目から火花が飛び散るどころの騒ぎじゃねぇ！

「当たったらお前、保健室どころか病院送りじゃないか！」

　っていうか、いきなり射るか、普通!?

「そんな心配は無用よ！　病院に送られたって入院だなんてまどろっこしい手続きなしで、直すぐ実家に帰れるように一撃で楽にしてあげるから！」

　恐ろしい台詞せりふをサラリと吐はきつつ次の矢を番つがえ、問答無用で弓ゆみ弦づるを奏かなでる。

　放たれた矢はオレの頸けい動どう脈みやくをわずかに掠かすめて廊下の壁を直撃、小さなヒビをコンクリートに奔はしらせた。おお、嫌いやだ嫌だ。当たりたくねぇ〜。

　オレは廊下の角に差し掛かると、躊ちゆう躇ちよせずに階段を登った。

　基本的に弓や銃じゆうに代表される直線的な飛び道具の射しや界かい空間ってのは、射しや手しゆを頂点にした円えん錐すい形だ。遮しゃ蔽へい物のない運動場みたいな場所に飛び出したら、その射界は有効射程距離を底辺にした広大な空間に広がってしまう。早い話が射撃場に打ち上げられた、円盤と一緒。

　だったら、廊下の方がちょっとだけマシだ。

　何な故ぜなら廊下や階段には、たくさんの窓ガラスがあるからだ。

「待ちなさい、コラァ！」

　絶対にイヤです。

　三段飛ばしで階段を駆かけ上がるオレを、しかしえびらと一緒に紅ぐ蓮れんの炎ほのおを背負った美み風かぜもピタリと離れず追い掛けてくる。

　一気に四階まで上り切ると、階段はそこで行き止まりだった。

　やむなく角を左に折れて、長い廊下を死に物狂いで走る、走る、走る！

　もちろん、その間にも何本もの矢がオレの愛くるしい後頭部を打ち抜くべく、次から次へと飛来した。階段を駆けながら長弓を速射するとは、この常識外れの礼儀知らずさんが。草くさ葉ばの陰で『射しや法ほう八はつ節せつ』と弓道部の顧こ問もんが泣いているぞ！

　とはいえ、右へ左へとステップを踏むオレの背中を直撃した矢は、一本もない。

　フッ、やっぱりだ。まだまだ青いね、高たか倉くら美風。

　多分、人を標的にして弓を射た経験がないもんだから、ちょこまかと動かれて狙ねらいが定まらないのだ。それに品行方正を気取っている美風としては、外れた矢が窓ガラスを直撃する事態に、躊躇ためらいも感じているのだろう。

　なんにしても、これなら次の階段まで廊下を渡り切れる。

　それにこの調子で矢を浪費してくれたら、遠からず確実に矢を撃ち尽くすだろう。

　なんなら振り返って、舌の一つでも出してやろうか？

「逃がすかぁっ！」

　見れば美み風かぜが、懐ふところに手を滑すべらせていた。

　何をするかと思いきや、取り出したのは……糸車リールか？

　フライフィッシングのリールを小型化したような、滑かつ車しや型の糸車と針金。それを弓の下側に引っ掛ける。なんのつもりか知らねぇーけど、美風は引っ張り出した糸を矢や筈はずに結んで弓に番つがえ、弓ゆみ弦づるを鳴らした。

　ビィィィンッ！

　だから無む駄だだってぇーの。

　弓弦の音色と同時に急制動。

　リノリウムの床をキュキュッと鳴らし、丁ちよう度ど真横に迫った階段へ鋭角にターン。

　このまま今度は下りの階段を一気に下りれば、オレの勝ち！

　と、思ったオレの首筋を、後方から飛来した矢がチリッと掠かすめた。

「なっ──」

　唖あ然ぜんとするオレを追い越した矢は、まるで鳥のように旋せん回かいすると再びオレに迫った。

　んなアホな！

　弧を描くゴム製の鏃やじりの先は、しかし紛まぎれもなくオレの眉み間けんを狙ねらって迫る。

　しかも矢筈に結ばれた糸が、文字通り虚こ空くうに綺き麗れいな輪を描き──って、しまった！

　咄とつ嗟さに首をスライドさせて、どうにか鏃の直撃だけ避けたオレの首に、矢筈が描くリングが瞬またたく間にその半径を縮めて巻き付いてきたのだ。

「取ったぁっ！」

　首に食い込む糸に加重が加わり、摩ま擦さつが皮ひ膚ふの表面をチリッと焦こがす。

　くっ、よもやこんな奥の手を持っていやがったとは！

　糸は思ったよりも太く、丈じよう夫ぶだった。もう少し細くて摩擦力の高い糸だったら、今頃オレの首はコロリと手て鞠まりのように転がっていただろう。その糸を切断する間もなく、廊下に引きずり出されたオレを待ち受けていたのは、ギラギラと異様な輝きを放つ美風の眼まな差ざしだった。

「さぁ。神様へのお祈りは、もう済んだかしら？」

　こめかみのあたりを微妙に引きつらせながら、底冷えするような声で美風は問うた。

　もちろん、弓には例の糸付きの矢が装そう填てん済み。

　チッ。もう勝った気でいやがる。

　……いや、ま、実際そうなんだけど。

　この距離からアレが眉み間けんに着弾したら、眉間の骨が何センチくらい陥かん没ぼつするかな？

　なにげに美み風かぜって、パワーファイターっぽいし。

　ヤベェ……。どう考えても、この状況はやばすぎる。

　もしかしてオレ、ファイナルエピソードへ突入確定？

　ならば！

「最さい期ごに一つだけ訊きかせてくれ」

「……なにをよ？」

「お前、トップとアンダーの差が三センチないだろ？」

「やかましいわぁ！」

　ビィンッッッ！

　弓ゆみ弦づるが奏かなでる葬そう送そう曲きよくを耳にしたのと、それは同時だった。

　左手で首の糸を引っ張りながら、右の手首を返し手しゆ裏り剣けんを打つ！

　極限の緊張に狭きよう窄さくした視野の中で、煌きらめく銀光が美風の矢と交錯する。

　──スカッ！

「っ!?」

　は、外しちまったぁ!?

　起き死し回かい生せいを掛けたオレの一手は、しかし虚むなしく虚こ空くうを滑すべる。

　と、思った次の瞬間、外れた手裏剣が矢や筈はずに結ばれた糸を偶然断ち切り──

「へ？」

　飛来した矢は糸の切れた凧たこのようにデタラメに飛ひ翔しようして、オレの頭上を横切った。

　……あ、そ〜いう〜事ね。

　あの糸は相手を捕ほ縛ばくするためじゃなくって、矢の軌道をコントロールするために必要だったのか。まるで有線誘導ミサイルみたいに。……まぁ、判わかったところで、もう一度同じ芸当をしろって言われても、まず無理なんだけど。

　コントロールを失った矢は、そのまま階段に吸い込まれていった。

　そして──。

『ぎゃぁぁぁ！』

　オレのでも美風のものでもない、第三者の断だん末まつ魔まを轟とどろかせたのだった。

「あ〜あ。オレ、し〜らねっと」

「ええ!?　ちょ、ちょっと、なによソレは!?」

「だってオレが射ったワケじゃないも〜ん」

　オレの態度に、美風はあからさまに狼ろう狽ばいしやがった。

　ザマ〜ミロ。民間人への誤射なんて、カッコ悪いったらありゃしねぇ。

「卑ひ怯きよう者もの！」

　と、罵ののしりながら、美風は階段の方へ駆かけてゆく。

　いやいや、敗者の断だん末まつ魔ま、負け犬の遠吠えってのは、耳に心地いいもんだよなぁ〜。

　なんていうのかな、この胸をすくような優越感？

　どれ、哀れな犠牲者と真まっ青さおになった美み風かぜの顔ツラでも見てやるか。

　証拠を隠いん滅めつされたりしたら、面白くないからな。

「ねぇ、ちょっと大丈夫、久ひさ貴たか君!?」

　ん、ヒサタカ？

　はて、どっかで訊きいた事があるような名前──

「って、オイ。ナベキュウじゃんかよ」

　慌あわてふためく美風の足元に倒れていたのは、紛まぎれもなくナベキュウだった。

　しかもその傍かたわらにはデジカメと、奪われたオレの鞄かばんが転がっていた。

　オレと美風は、お互いに顔を見合わせた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「──つまり、盗とう撮さつの犯人は久貴君だったの？」

　美風が問うと、ナベキュウは軽く肩をすくめた。

「盗撮とは失礼な。芸術だよ、芸術」

「いや、盗撮だろ、実際？」

　そりゃまぁ確かに、オカズになるような写真は一枚もなかったけどさぁ。

　本人の同意を得てないんだから、やっぱそれって盗撮だろ？

「大体、モデルが欲しいんだったら、こそこそ盗ぬすみ撮りなんかしねぇーで、ちゃんと頼めばいいじゃんかよ」

　特にコイツの場合、容カ姿オはいいんだから、頼めば何人かは引っ掛かるだろうに。

　ところがナベキュウは、露ろ骨こつに顔を歪ゆがめた。

「モデルだって？　冗じよう談だんじゃない。プロのモデルならともかく、素人しろうとのわざとらしい笑顔やポーズなんて願い下げだね。ボクが撮りたいのは、あくまでもあるがままの自然の姿であり、そこに内包された見えるか見えないかの境界線だ」

　と、一いつ旦たん言葉を区切り、

「これはボクのこだわりと美学だ。いずれキミ達も、大人おとなになれば判わかる」

　……正直、あんまり判りたくない。

　美風も同じ感想なのか、眉み間けんに寄った皺しわを指で押さえていた。

「にしてもお前、なんで美風の写真ばっか撮ってたんだ？」

「決まってるだろ。美しいからだ」

「……………は？」

　今、ナンテ仰おつしやイマシタカ、コノ人？

　アングリと口を開けるオレに対し、ナベキュウは得意げな笑みを浮かべた。

「見ろ、この姿を！　エモノを追い詰める狩猟者の眼まな差ざしを！」

　と、オレに見せつけるのは、疾しつ駆くしながら弓を引き絞しぼる美み風かぜの連続写真。

　いつの間に撮ってたんだ、コイツは？

「品行方正もいいだろう。深しん窓そうの令れい嬢じよう、儚はかなさの中にも美は宿る。だが彼女は違う！　自らを繕つくろう皮下脂肪よりも質たちの悪い、心の仮面を外した猛たけ々だけしさこそが真実だ！　生命の輝きだ！　一方で噴ふき上がる闘争心という名の暴ぼう竜りゆうを、洗礼された技芸によって芸術の域にまで昇華させる卓越した武芸の数々！　これを『美』と言わずして、なんと──ぐはぁ！」

　ナベキュウは自分の台詞せりふを、最後まで言えなかった。

　怒りに顔を真まっ赤かに染めた美風の無む拍びよう子し打ちを、顎あごの下に浴びたからだ。

　だから、オレから言える事はただ一つ。

　コイツは正しよう真しん正しよう銘めいの『アホ』だって事だ。

　ま、それはさて置き──。

「さて、問題が片付いたところで高たか倉くら美風。お前はオレに、何か言わないといけないんじゃないのかなぁ〜〜？」

　散さん々ざん、人の事を犯人扱いして、矢まで射掛けて追い回してきたのだ。

　これぞまさに『ザ・冤えん罪ざい』。キング・オブ・勘かん違い。

　松まつ本もとサリン事件もビックリの、日本の黒い夏。

「ぐっ……」

　途端に美風は恥ち辱じよくに耐えるように眉まゆ根ねをしかめ、言葉を詰まらせた。

　いいね、いいね、その表情。

　Ｓっ気人間のオレとしては、たまらない眼差しだ。

「な〜んか、聞かせて欲しいなぁ〜。例えば『疑って悪かったです。ごめんなさい』とか、或いは『もう二度と口答えはいたしません。これからはなんでも言う事を訊ききます』とか、ひょっとしたら『お赦ゆるし下さいご主人様。美風はご主人様の肉にく奴ど隷れいです』とか」

「って、なんなのよ、その最後の台詞せりふは!?」

　美風は顔を真っ赤に弾はじけさせながら怒ど鳴なったが、その声に迫力はなかった。

　意外とウブなヤツめ。それならそれで、調教のしがいがあるってもんだ。

「んじゃ、まずは初心者編から、『優ゆう夜や君。ごめんなさい』からいってみようか？」

「え、えっと、それは、その………」

「『優夜くん。ごめんなさい』は？」

「だから、ええっと………」

「『ごめんなさい』は？」

「………う。わ、判わかったわよ！　謝ればいいんでしょ、謝れば！」

　そうそう。素直に謝ればいいのだよ。

　そうすりゃオレだって鬼おにじゃない。

　まずはオレの住居を廃車から屋内に、それも美み空そらちゃんの隣にしてもらうとして、後はどんなペナルティーを押し付けようかな♪

「あ、謝る必要はないぜ、高たか倉くら妹よ……」

「久ひさ貴たか君!?」

　おお!?　アレを喰らって生きていたのか、ナベキュウよ。

　意外としぶといヤツめ。

「これを……見るがいい」

　言いながら、ナベキュウがその手に掲げたもの。

　それは──。

「なっ、なんでアナタがそんなものを持っているのよ!?」
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　瞬間、クワッと見開かれた美み風かぜの瞳に稲いな妻ずまが奔はしった。

　薄いグリーンのシマシマ模様。

　見間違うハズもない。

　廃車暮らしと引き換えに手に入れた、オレの唯一の戦利品。

　シマシマはいい。乾いた心を潤うるおしてくれる。

　……じゃなくてだ。

　こっそり鞄かばんの中に手を入れてみたけど……やっぱりソレは無くなっていた。

「これは……美みヶか速はやの鞄に入っていた物だ」

「なっ、き、貴様！」

　思わぬ告白に、オレは慌あわてて鞄から手を引っこ抜いた。

「ふふふ。死なばモロともだ。お前だけにいい思いは……させないよ」

「……どうしてわたしの下着が、優ゆう夜や君の鞄に入っているのかしら？」

　疑念に満ちた美み風かぜの眼まな差ざしを向けられて、制服の内側がジトリと滲にじんだ。

　恐ろしいくらいの低い声色。

　震える肩からメラメラと燃え上がる、圧迫感たっぷりのドス黒いオーラ。

「だ、騙だまされるな美風！　オレがそんなの、盗ぬすむワケねぇーだろ!?　それもコイツの仕し業わざに決まってる！　犯人がオレだっていうなら証拠をみせろ、証拠を！」

「……残念だったな、美ヶ速優夜。証拠なら、ちゃんとある」

「な……に？」

「ボクの鞄に入っていたデジカメに、昨日きのう密かに明あき羽ば神社に潜せん入にゆうした写真が何枚かある。その中の一枚に、彼が高たか倉くら妹に弓を向けられている画像があるはずだ」

「そ、それがどうした！」

「その画像をよく調べてみるんだな。お前のポケットの中に、この下着が……」

　これ以上はマズイ！

　咄とつ嗟さにナベキュウの咽のど仏ぼとけを狙ねらって、右手の親指を突き出す。

　ここを突かれたら、当分は声が出せない。少しよう林りん寺じでは「仏ぶつ骨こつ投なげ」といって、ここから投げに繋つなげてトドメに足刀を叩たたき込むんだけど、そこまでする必要は……充分にあるかも。

　そう思った時には、しかしもう手遅れ。

　証拠隠いん滅めつを狙ねらったオレの腕は、あっさりと美風に掴つかまれてしまった。

「どういう事なの、優ゆう夜やくん？　納得のいく釈明を訊きかせてもらえるかしら？」

　そのまま万まん力りきのような握力で、オレの二にの腕うでを握り締めながら、美風。

　問い詰める瞳に灯ともる昏くらい光りは、紛まぎれもなく殺意の灯ともし火び。

　納得ったって……なぁ？

　どう説明したって、絶対に怒るだろ、お前？

「ほら、な？　なんつーか、昔からよく言うだろ？」

「……なにを、かしら？」

「………………敵を欺あざむくには、まず味方から？」

「欺いてどうするのよっ！」

　フォン！

　真まっ赤かに咆ほえた美み風かぜの回し蹴げりが、巻き付くように右側そく頭とう部ぶを直撃。

　鼓こ膜まくが破れそうな着弾音が弾はじけ、右脳から左脳へ蹴りの打撃が突き抜ける。

　……ゴメンね、美み空そらちゃん。やっぱコイツと仲良くなるの、無理。

　だって仲良くするより、絶っっっ対に蹂じゆう躙りんしてやるって決めたから。

　コイツの薄いその胸を、更に薄くスライスしてやる！

　そんな野望を胸に秘めたオレの顔面に、トドメの掌しよう底ていが炸さく裂れつ。

　壁に大量の血けつ痕こんを撒まき散らし、オレの転校初日は幕を閉じた。










　　燃えよ拳！







「あれ、美みヶか速はやくん。どこに行くの？」

　放課後、鞄かばんを片手に帰ろうとしたオレの行く手に一人の少女が立ちはだかった。

　長く伸ばしたふわふわの髪をしたコイツは、山やま梨なし睦むつ美みという。

　オレとは同じ教室で机を並べ合い、同じ時間に深い眠ねむりを共有した関係にある。

　今にして思えばお互いに淋さびしくて、退屈だったんだ。

　……授業の内容が判わかんなくて。

　バカな女だったが、ワリと可か愛わいい寝顔が印象的だった。

　その山梨が、両手に青いモップを握り締め、オレの征ゆく道を阻はばむという。

「止やめとけ、睦美。お前とオレとは、もう……終わったんだ」

「何が終わったのかは意味不明だけど、掃除ならまだ終わってないわよ、掃除当番さん」

「……いや、実は今日のオレって給食当番なの♪」

「あのねぇ、美ヶ速くん。脳の皺しわから妙なお汁をドピュドピュ溢あふれさせているような発言なんかしてないで、さっさと掃除を終わらせようよ──えい！」

　と、小さな掛け声と同時に、山やま梨なしはモップの先端をオレの咽のど元もとへと突き出してきた。

　ったく、早く掃除をしろと言いながら、一番遊んでいるのはお前なんじゃねぇーのか？

　大きな予備動作の入った素人しろうと丸出しの刺つ突きを、ため息と一緒に右手で捌さばく。

　丁ちよう度どボクシングでいうとこの、パリーみたいな感じで。

　コイツはオレと美み風かぜがガシガシやり合ってるのを間近で見ているから、時々こんなちょっかい仕掛けてくるハタ迷めい惑わくな女だ。絶対に当たらないって知っているとはいえ、普通のお嬢じようさんのする事じゃねぇーよ、全く。

「あれれ？？」

　剌突をいなされ、予定外の重心移動に山梨の上半身が前のめりに流れる。

　ここで軸足を払えばスッテンコロリン、さぞや盛大にパンツ丸出しになるところなんだろうけど……しようかな、足払い。そんでもって助けるフリして、思いっきり背後から胸を鷲わし掴づかみにするのも、悪くねぇーよな？

「って、なにやってんのよアンタは！」

「おおっ!?」

　唐とう突とつに横から割り込んできたモップの先端を、頭を屈かがめて間かん一いつ髪ぱつで躱かわす。

　風を切る音は高く鋭く、命あ中たっていたらマジ痛そう。

　ちょっぴり冷や汗を流しつつ視線を向ければ、やっぱりお前か高たか倉くら美風よ。

　ナマイキに中国拳法風に腰ダメでモップなんか構えやがって、お前の特技は弓術じゃなかったのかよ、弓術じゃあ──ガタンッ──って、アレ？

「イタタタ………」

　あ〜。ほったらかしにしていた山梨が、そのまま机の列に突っ込んでいた。

　……ったく、なんてこった。

　机にしがみつき、床の上に両膝ひざをつく山梨の痛々しい姿に、オレは腹の底から込み上げてくる憤いきどおりを抑える事ができず、美風にきつい視線を叩たたき付けた。

「おい、どうしてくれんだよ！　最悪でも山梨のパンツ丸見え、上う手まくいけばチチを揉もめるチャンスだったってぇーのによぉ！」

「そんな破は廉れん恥ちな台詞せりふを堂々と言うなぁ！」

　ヒュン、ヒュン、ヒュン！

　山梨とは比べものにならない、流星のようなモップの連撃がオレを襲う。

　右のこめかみを狙ねらった一撃を紙かみ一ひと重えで躱かわし、左の肩に迫った一撃を肘ひじで迎げい撃げき。さらに鼻と唇くちびるの中間にある人じん中ちゆうを打ち抜く刺突を、反対側の肘で打ち流す。ただ、弾はじいた全すべてのモップに重さが足りない。……って事は、コイツラは全部フェイクか。攻撃の重点は、肩より上に集中している。すなわち、本命は──

「せいっ！」

　中段への、唸うなるような蹴けり！

　ヒュン！

　予想通り、美み風かぜはオレの脇わき腹はら目掛けて蹴りを繰り出してきた。

　腰の捻ひねりを使ったしなやかで、ほんの少しだけ曲げた膝ひざは打撃インパクトの直前、ピンって伸ばすつもりなんだろう。うんうん。教本に載のるような、理想的な回し蹴りだね。迷いも容よう赦しやも遠慮もない。マジで当てるつもりの、コイツの性格をそのまま表現したような、猪ちよ突とつ猛もう進しんの猛もう烈れつな旋せん風ぷうは、当たればコニシキはもちろんサップだって轟げき沈ちんできる。

　もっとも、そのスピードも軌道も、全部オレの予想範囲内。

　大体、せっかく意識を上段に集中しておきながら、中段に回し蹴りとは芸がない。ローを狙ねらわないと、ローを。ま、教室でローを出すと、下へ手たすりゃ椅い子すとか机とか蹴ってしまいそうだから止やめたんだろうけど、そんな臆おく病びような蹴りじゃあオレには当たらないね。

「ホイ、っと」

　オレは難なく、迫り来る靴先から身体からだを後方へ逸そらした。

　もちろん、捲めくれ上がったスカートの中身を確認する事も忘れちゃいない。

　ちなみに今日は、薄いグリーンのシマシマ。

　うむ。やはりシマシマはいいものよ。

「えい！　この！」

　尚なおも当たらない蹴りやら刺つ突きやらを繰り出す美風。

　熱くなると攻撃が単調になるのは、コイツの悪いクセだ。

　もっとコンビネーションを使った、虚きよ実じつの入り交ざった攻撃を仕掛けないとね♪

「はぁ〜。やっぱ美風でも当たらないんだ。面白いね」

　いつの間にか復活した山やま梨なしの口から、呆あきれとも感心とも取れる奇妙なため息がこぼれる。

　当てられない美風よりも、躱かわし続けているオレをもっと誉ほめて欲しいもんですなぁ。

　結構大変なんですよ？　周囲に被害を拡散させずに美風の相手をするのって。

　ま、今日は蹴りを一回躱す度にシマシマが拝おがめるから、結構お得な気分だけど。

　唸うなれ、オレの脳内メモリー！

　ここで顔面に蹴りがくれば、布地に食い込むシワの数までバッチリ観測してやるぜ。

　そん時は腕でガードして伸びきった美風の足首を固定して、素早く内懐ふところに飛び込んでから反撃に指を突き──おおっと、ヤバイヤバイ。これ以上の発言は、十八歳さい未満のお子様も見ている可能性があるから、ちっとは控えねぇーとな。

　ちなみにドコを指で突くかは、極ごく秘ひと書いて極めて秘密だ。

「ダメだよ、優ゆう夜やくん。教室で暴れたら、掃除の邪じや魔ま」

　ちゃっかりバトルフィールドの圏外に退避しつつ、緊迫感のない声で忠告してきたのは双ふた子ごの姉の美み空そらちゃん。胸が大きい分、動きの鈍い彼女がバトルフィールドの外に居るのは、なかなかクレイバーな判断だ。何より突然始まったリアルバウトにも動揺しないで、品のいい微笑を湛たたえながら忠告できる、そんなキミがちょっとステキだ。

「え〜〜。でも、見み世せ物ものとしても面白いじゃない、コレって」

「睦むつ美み、面白くてもダメ。それから美み風かぜも、はしたないよ」

「え？　……キャァ！」

　今頃慌あわててスカートを押さえても、そりゃ手遅れってもんだ。

　事態に気付いたクラスの男子一同は、オレの背後に回ってちゃっかりパンチラショーに視線をロックオン。通常の一・五倍に見開かれた欲望という名の眼まな差ざしは、死んでも瞼まぶたを閉ざすものかと見えない糸で縫ぬい付けているかのようで、ちょっと……いや、かなりコワイ。渡わた辺なべ久ひさ貴たかことナベキュウにいたっては、堂々とデジカメまで構えてやがるし。

　そんな彼らに、華か麗れいに振り返ってサムアップ。

「よくやった美みヶか速はや！」

「グッジョブ美ヶ速！」

「最高！　お前、神だよ！」

「ナベキュウ、後で写真を売ってくれぇ！」

　浮かれまくる２年Ｆ組の男子一同。

　これでお前らも、立派な共犯な。

「あ、あんたらぁ〜〜！」

　と、赤黒く染まった美風の怒りの矛ほこ先さきが、オレからソレる。

　その瞬間こそ、オレは待っていたのだ！

　美風のわずかな隙すきを突き、回れ右して廊下へ走る。

「あっ、コラ、待ちなさい優ゆう夜や！」

　だから、待てと言われて待つヤツはいないってぇーの。

　背中から追い掛けてくる声を完かん璧ぺきに無視して、オレは自由という名の未来に向かって脱だつ兎との如く駆かけ抜けるのだった。




　　　　　　　　　◇◇◇




「ったく、たかが掃除ひとつサボるだけで、なんでこんなに無む駄だなカロリーを消費しなけりゃなんねぇーんだ？」

　ようやく辿たどり着いた明あき羽ば神社名物「ひやかし返しの石階段」を登りながら、オレは自然とそんな愚ぐ痴ちをこぼした。

　どうでもいいけどコレ、登り降りするのも一苦労だよな。

　ただでさえ彩あや雲もさんの指導で、今夜も大量のカロリーを消費するのによぉ。

　ったく、効率が悪いったら、ありゃしねぇー。

　気楽に買い食いができる経済的余よ裕ゆうを持たないオレにとって、エネルギー消費の計算はワリと重要だ。しかも現在のオレは、牛ぎゆう丼どんという魂たましいの朋ほう友ゆうと引き裂さかれた孤独な存在。この心のキズはとてもじゃねぇーけど、ブタ丼ごときで取り戻せるもんじゃない。

　ハァ〜、ツユダクの特盛りを掻かき込みてェェェ〜〜！

　美み空そらちゃんの作る御飯は味に関しては三ツ星なんだけど、いかせん量が少ないんだよ。

　辛つらいんだよねぇ〜。おかわりの上限が、お茶碗三杯って身分はさぁ。

　そんなに腹が減るほど、毎晩毎晩なにをやっているかと言えば、実は注し連め縄なわを作っていたりする。それもお正月の玄関に飾るようなちっこいヤツじゃなくって、拝はい殿でんとか鳥とり居いとか御お神み木きを飾るような、オレのビッグマグナムみたいに太くて立派で逞たくましいヤツを。ま、より正確には注連縄の原材料となる稲いな藁わらを加工している段階で、ワラを木き槌づちで叩たたき邪じや魔まな葉をすぐり、また別のワラを叩いて邪魔な葉をすぐるといった単純労働の繰り返しだ。

　これが見た目よりも、ハードなことハードなこと……。

　腕はだるいし気分は滅め入いるし、何より彩雲さんの監視付きだから、手を抜く事なんかできやしない。しかも、ワラを編む時はケツの穴を絞しぼって霊れい力りよくを籠こめろって指示以外、何かの鍛たん錬れんっポイ要素はどこにも見当たらないのだ。何回訊きいてもなんにも教えてくんないし、ほんとワケが判わかんねぇー。

　まぁ確かに、手製の注連縄は呪じゆ術じゆつ的な効果が期待できる貴重な道具ですよ？

　結界を作ったり、穢けがれを払ったり、封印したりもできる万能の呪じゆ具ぐだ。

　その原材料である稲藁自体が、呪術的な側面を持ってるし。

　記き紀き神話でも稲は神聖で特殊な存在として描かれていて、『稲いな城ぎ』っていう稲藁で築いた堅固な城なんてシロモノまで登場している。普通に考えたらワラで築いた城が堅けん牢ろうなハズがないのに、何な故ぜだかみんなコイツに苦戦してしまう。

　あの聖しよう徳とく太たい子しだって、この稲城には苦く渋じゆうを舐なめさせられている。

　これらは多分、稲の持つ呪じゆ力りよくを象徴する記述だと思う。

　ひょっとしたら稲城ってのは、まんま注連縄の結界能力を使っていたのかもしれない。

　試験に出るような「ヘェー」じゃないけど、オレにとっては試験よりもよっぽど重要な呪術の知識。覚えておかないと、後で命に関わるかもしれないからな。もっとも、勉強して覚えたというよりは、無理矢理叩たたき込まれた知識だったりするのはナイショだ。

　それにしても、ワラを叩き続けてカレコレ一週間にもなるってのに、肝かん心じんの御み火か布ふ津つ流炎えん術じゆつについては、まだ一つの手て解ほどきもしてくれないってのはどういう事だ？　オレは注連縄作りの実習のタメに、こんなトコまで来たんじゃない、つーの！

　前方に転がるヒト型の粗そ大だいゴミをうろんげに一いち瞥べつしつつ、オレは石段を登り続ける。

　まさかとは思うけど、単純に新しい注し連め縄なわが欲しいだけじゃないだろうな……。

　もしくは、最寄りの神社に売りつける気とか。

　あの茶髪のヤンキー巫み女こなら、それくらいの事は堂々とやりかねんからな。

　ったく、いい加減、限界だぜ。

　ムニュ〜。

「ぎょぇ！」

　ん？　今なにか踏んづけたか、オレ？

　そういえばさっき、ヒトの形をした粗そ大だいゴミが転がってたけど──まぁ、問題ないか。

　──ちょん、ちょん。

　倒れていたのが女の子ならともかく、どう見ても男だったし。オレ以外の男なんざぁ、基本的に粗大ゴミだからな。ムダに酸素を浪費して、しかも二酸化炭素の排出量を増やす、いわば歩く公害。全世界公認の地球の敵だ。

　──ちょん、ちょん。

　そんな地球の敵を踏み潰つぶしたワケだから、明日あしたあたりに感謝状が来るかもしれん。

　──ちょん、ちょん。

　はて？　なにやらさっきから足取りが重いような、何かに引っ張られているような、不思議な重さを感じるような……。

「あ、あんさん、いい加減にどいてくんなはれ！」

「うおっ！　粗大ゴミが喋しやべった!?」

　唐とう突とつに足元から響いた若い男性の声に、思わず足を引き上げる。

「誰が粗大ゴミどすか！」

　ソイツは盛大に跳はね起きると、吊つり上がった細い眼まな差ざしをオレに向けた。

　もやしのようにヒョロ長い身体からだに、クセのある黒い長髪。育ちの良さそうな顔は、しかしなんか病的に青白い……っていうか、マジで青い。額ひたいに張り付いた前髪といい、首筋をグッショリと濡ぬらす汗といい、案外本物の病人なのかも。

「おい、お前。感謝しろ。救急車くらいなら、呼んでやってもいいぞ」

「……なんであんさん加害者のクセに、そないに偉そうなんどすか？」

「エラソウとは心外な。このオレは他人の非を責めるより、他人を信じた自分自身の愚おろかさを責められるほど、謙けん虚きよで慎つつしみ深い人間だ。オマケにゴキブリホイホイに掛かったベンジョコオロギにすら同情できるほど、心の優しい人格者でもある」

「………な、なんやよう判わかりまへんけど、取りあえず救急車はええどすわ。今日きようは陽ひ射ざしが強いよって、軽い貧血を起こしただけどすから」

「陽射しって………」

　強いか、今日って？

　オレは首を九十度動かし、真上に広がる青い空を仰あおいだ。

　マヌケなくらいにのどかな空には、トンビが気持ちよさげに輪を描かいていた。

　適度な気温。肌の上を流れる極上の調べの如き清せい涼りようなる風。

　そんな春の伊い吹ぶきに頬ほおを吹かれれば、たちまち授業中でも心地よい眠ねむりの糸に絡からめ捕られてしまうだろう。っていうか、一時限目からブッチギリで寝てました。昼休みに、空腹という生理現象さえ発生しなければ、オレの爆ばく睡すいは伝説レベルにまで達していたに違いない。

　こんなステキな天気を、「強い陽ひ射ざし」だって？

　んな事を言ってたら、お天てん道とう様にバチが当たるってもんだぞ。

「それにこないな長い階段を登ったさかい、心臓が疲れてしもうて」

「だったら登るな」

　間かん髪ぱつ入れずに、思わずツっ込む。

　っていうかなんでコイツ、こんな場所で倒れてたんだ？

　この階段の先に佇たたずんでいるは、明あき羽ば神社という平成時代のアウシュビッツ。重要文化財でもなければ、風ふう光こう明めい媚びな観光名所でもない。まさにド田舎いなかのジリ貧ひん神社。辛しん気き臭くさいだけで、参さん拝ぱい客なんて誰も来やしない。ココに来るのはオレが知る限り、彩あや雲もさんが手て懐なづけている近所のガキ共と、年甲が斐いもなく美み空そらちゃんの巫み女こさん衣装が目当てのエロジジィ共だけ。

　後は時々、物好きな山やま梨なしやナベキュウが顔を見せる。

　そんな人ひと気けのない神社の入り口で蹲うずくまっているなんて、ひょっとしてストーカーか。

　美空ちゃんは別格として、美み風かぜも彩雲さんも観賞用としてはワリとハイレベルだからな。特に彩雲さんの乳は、男なら一度は顔を埋めたくなるような、趣のある良い乳だ。遠くから眺めたり写真にしたり、そこから色々と妄もう想そうしたりする分には最良の食材と言えよう。実際、ナベキュウなんかはソレを目的に、命知らずの潜入を何度も繰り返しているくらいだし。

　ただし、接近しすぎると恐怖の目潰つぶしが待っている。

　あの人の目潰しは指で突き刺すんじゃなくって、爪つま先さきで真横に凪なぐから恐ろしい。コッチの方が突かれるよりも、数段躱かわしにくい。そうして相手を一時的に盲目にした後、すかさず金きん的てきに容よう赦しやのない膝ひざ蹴げりを叩たたき込んでくるのである。恐ろしや、恐ろしや。

　全く、美人と巨乳は遠くから見ろとは、よく言ったもんだね。

　でも、いつかはあのたわわに実った禁断の果実を揉もみしだき……って、イカンイカン、そうじゃない。いつの間にか思考がズレ始めているな、オレ。

　オレは頭から邪じや念ねんを振り払って、目の前の男に改めて視線を転じた。

「な、なんですの、一体……？」

　たじろぐ男は病弱な優やさ男おとこのように見えて、やっぱり病弱な優男にしか見えない。顔立ちはワリと二枚目っぽいが……そこがなんとも胡う散さんクセェ。美形で病弱、実は金持ちの御おん曹ぞう司しとかいうプラスαアルフアが付きやがったら、問答無用で即有罪だ。

　そして男の足元に転がる長細い布包みに視線を落とした瞬間、オレはギョッとした。

　布の包みの隙すき間まから、伝統工芸品と見み間ま違ちがうような拵こしらえを施された綺き麗れいな柄がらが、チラリとその姿を覗のぞかせていたのだ。

　──日に本ほん刀とう？

　オレはゴクリと、固い唾つばを飲み込んだ。

　それも妙な気配を醸かもし出した……いわゆる妖よう刀とうの類たぐいじゃねぇーかよ、オイ!?

「あ、あきまへんで!?　これは素人しろうとが……いいや、ウチ以外の誰が握っても危険なシロモノやさかい、指一本触れさせまへんで！」

　オレの視線に気付いたのか、男は慌あわてて布包みを背中に隠した。

　ちぇ、ケチ。

　──って、そうじゃない。

「お前、まさかとは思うけど、討ち入りするつもりなら止やめとけよ？　この先の明あき羽ば神社に住んでいるのは、恐ろしい修しゆ羅らとその妹だ。そんな刀を振りかざしたところで、逆さか剥はぎにされて鳥居の下に吊つるされるのがオチだぜ」

　遙はるか彼方かなたの青い空を見上げ、スリ切れた笑みを口くち端はに浮かべながらオレは語る。

　実力的にムラッ気の多い美み風かぜはともかく、彩あや雲もさんはマジでヤバイ。

　確かにオレは一つの炎えん術じゆつも使えない、史上最弱の線せん香こう花火だ。でも、彩雲さんの強さは、アレは別格だ。本来、火じつ力りよくでは我が家の御み火か速はや霊ひ流に圧倒的に劣る、御み火か布ふ津つ流の使い手でありながら、その対人戦闘能力は里にいる分家連中の遙はるか上を行っている。

　目潰つぶしのテクニック一つとっても、アレは相当実戦慣れしているのが判わかる。

　どこで慣れたのかはちょっと恐くて訊きけないけど、一対一のタイマン勝負なら、オレの兄貴にも匹敵するかもしれん。次期御火速霊流の宗そう主しゆ候補で、オヤジに次いで当面のオレのぶっ飛ばす候補に名を連ねる、二人の兄貴よりも……な。

　少なくともコイツみたいな貧弱な優やさ男おとこが、束になっても敵かなう相手じゃない。

　ちなみに一人だけ菩ぼ薩さつも住んでいるけど、基本的に彼女は争いごとに関しては守備範囲外。

　骨くらいは拾ってくれるだろうけど、それ以上を期待してはいけない。

「お、恐ろしい修しゆ羅らやて!?」

　オレの言葉が利いたのか、元々青白い男の顔がますます青白く染まってゆく。

「そ、そないな所に、わての美風はんは住んどるんどすか!?」

「……………はぁ？」

　血けつ相そうを変えて詰め寄る男に、オレの口からマヌケな声がこぼれた。

「こ、こうしてはおれまへん！　今すぐ美風はんを助けに行かへんと！」

　コイツ、美風の知り合いだったのか？

　いや、驚くポイントはそこじゃなくってだな……。

「待ってておくれやすー、美み風かぜはぁ────んっっっ！」

　叫ぶと同時に、優やさ男おとこは唖あ然ぜんとするオレを残し、石階段を全速力で──と、言ってもオレから見れば眠ねむたいくらいに遅いけど──駆かけ上がって行った。

　そして石鳥居を潜くぐり、境けい内だいへと勇ゆう躍やく突とつ貫かん。

　あ〜あ〜あ〜、オ〜レし〜らねぇ〜〜っと。

　なんて思った、三秒後。




　ズドォォォンッッッ！




　小鳥のさえずりすら空白に染める重低音の波動に、オレは思わず全身を竦すくませた。

　そしてなにかが、オレの視界の中でゴム鞠まりのように──飛んだ。

　フライングヒューマノイド？

　メキシコで話題沸騰の、謎なぞの飛行生物が遂に日本へ来襲か!?

　やがて胡う散さん臭くさいそのＵＭＡは、華か麗れいな放物線を青空に描き──




　……ベチャ。




　石階段の上に落下して、鈍い音を奏かなでた。

　ホラ、だから言わんこっちゃない。

　あの内蔵にまで轟とどろく重低音は、恐らく『華か閃せん』が炸さく裂れつした音だ。

　背中からプスプスと白煙を上げる物体に、オレは静かに十字を切った。

　ちなみに『華閃』ってのは、ゼロ距離から拳こぶしで直接炎えん術じゆつを叩たたき込み、炸裂させる、接近戦用の炎術だ。つまり腹にダイナマイトを押し付けて、そのまま爆発させるみたいな感じ。その気になれば一撃で肋ろつ骨こつと内臓をオシャカにできる、非常にデンジャラスな炎術である。

　いやはや、オレもお風ふ呂ろを覗のぞく時には充分に気をつけておかないとな。

　アレを本気で打ち込まれたら、オレでも内臓がスクラップになっちまうから。

　と、不意に石段の下から、オレの耳に三×二の靴音が聴こえてきた。

「ちょっと！　今のは一体、なんの音なのよ、優ゆう夜や!?」

　……やれやれ。この声の空気振動は、「貧ひん相そうな胸」を略して貧ひん乳にゆうの声だ。

　振り返ってみれば、やっぱり美風が長いポニーテールを揺らして駆かけ上がってきやがる。

　にしても、髪は揺れてもピクリとも揺れない胸が、なんともはや味気ねぇー。

　大だい胆たんにスカートを蹴けり上げる、カモシカのような脚線美は天あつ晴ぱれだけどな。

「ま、待ってよ美風〜」

　そんな情けない声を出して、ドン尻じりを走るのは美み空そらちゃん。

　うむ。コッチの胸は気持ちいいくらいポヨンポヨンと揺れて、見ていて実に素す晴ばらしい。

「ホラホラ、美み空そら。早く早く」

　そして二人の中間を、山やま梨なしが嬉うれしそうに走っている。さっきの音に事件のニオイを嗅かぎつけたのか、その嬉き々きとした表情は野や次じ馬うま根性丸出しだ。ちなみにコイツの場合、胸の大きさも中間で、一応揺れてはいるが……ある意味一番需要の少ない、中途半端なサイズだね。

「これは──」

　真っ先に登ってきた美み風かぜは、石段に転がる「元、人間だった肉につ塊かい」に目を丸くした。

「説明しなさい、優ゆう夜や！　これは一体、どういう事なの!?」

「お前なぁ、いきなりオレを犯人と決め付けるなってぇーの」

「じゃあ、誰が殺やったっていうのよ？」

「彩あや雲もさん」

「………」

　すると美風は、口の中に広がった苦にがい味を噛かみ締めるように、眉み間けんに刻まれた深いシワを指先で押さえた。信じられないっていうよりも、むしろ「またか」って顔だな、こりゃ。

「ま、けしかけたのはオレだけど」

「って、結局アナタも悪いんじゃない！」

　バキィ！
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「ぐほっ!?」

　美み風かぜの掌しよう底ていが、オレの顔面にヒットした。

　数ある美風の技の中で最も厄やつ介かいな、危険度Ｓランクの無む拍びよう子し打ちが炸さく裂れつしたのだ。

　揺れる脳ミソに目の前が白く染まったかと思うと、今度は側そく頭とう部ぶに衝しよう撃げき。

　どうやら吹っ飛ばされて、でっかい杉の木に衝しよう突とつしたらしい。

　ったく、痛いってもんじゃない。他ほかの技は大抵見切れるんだけど、この無拍子打ちだけは見切るのが難しいんだよ。いきなり炸裂して、脳ミソをシェイクだろ？　しかもコンマ数秒だけど、脳が揺れた影響で完全に無防備になっちまうから、滅め茶ちや苦く茶ちや危ない。

「それにしても姉さんったら、またとんでもない事をするんだからぁ〜」

　美風はため息混じりに、白煙を燻くすぶらせている男の元に足を向けた。

　……自覚しろ。お前もキッチリとんでもねぇーから。

　オレがオレでなかったら、今ので確実に耳みみ血ぢを出して病院行きだぜ？

　胸の中で悪態をついてると、遅れていた山やま梨なしと美み空そらちゃんがやって来た。

　山梨は倒れているオレを見るや否や、嬉うれしそうに声を弾はずませる。

「見たわよ美みヶか速はやくん。さっきのは綺き麗れいに当たったねぇ〜」

　うるせぇ、山梨！

　お前なんかに、このミジメな気持ちが判わかってたまるか。

　それにどうせオレの顔の横にしゃがむなら、膝ひざでスカートを挟はさむな、スカートを。

「あの、大丈夫……？」

　一方、コチラは本気で心配そうな顔で覗のぞき込んでくる、美空ちゃんの声。

　あんまり大丈夫じゃないけど……もっと慰めて♪

　できればとっても大きな、その胸で♪

　否、むしろその胸に抱だき締められて窒息死できるなら、我本ほん懐かいナリ！

「あ〜、大丈夫そうだよ、美空。なんかさっきから、頬ほおがニヤけてるし」

　あ、コラ、山梨！　余計な口を横から挟むんじゃねぇ！

「そう……？」

　ちょこんと小首を傾かしげると、美空ちゃんは美風の方に向かった。

　途中、優やさ男おとこの腕からこぼれた布包みの上を、無造作に跨またぐ。

　その時だった。




　チャリ………。




　不意に布包みの中からまるで美空ちゃんの動きに反応するように、切せつ羽ぱが擦こすれるような微かすかな金属音が聞えた。

　……なんだ、今の気配は？

　ゾクリとしたおぞ気に当てられ、オレは肌はだの上を粟あわ立だたせた。

　さっき、ほんのちょっとだけど、布包みの中身がひとりでに動いたような……？

　無意識のウチに、袖そでの下に仕込んだ棒ぼう手しゆ裏り剣けんの感触を確かめる。

　炎えん術じゆつの使えないオレが使える、唯一の武器を。

「あれ？　どした美みヶか速はやくん？　そんなにスカートの中身が見られなくて残念？」

　黙れ、この霊れい感かんゼロ女。お前にはこの気配が判わからんのか!?

　人が珍しくシリアスにモノグロってんのに、横から話しかけんじゃねぇ！

「ねぇ、美み風かぜ。そっちの人は、大丈夫そうなの？」

「うん。……一応、生きてはいるみたいだけど………って、えええっ!?」

　唐とう突とつに響いた、素すっ頓とん狂きような美風の声。

「きょ、匡きよう摩まさん!?　なんで!?　どうして!?」

　狼ろう狽ばいする美風の声に、美み空そらちゃんと山やま梨なしが不思議そうに互いの顔を見合わせた。




　　　　　　　　　◇◇◇




　さて、取りあえずココで一回、オレを取り巻く環境を少し整せい頓とんしてみよう。

　まず、オレの実家である「美ヶ速家」だけど、ここは遙はるか古いにしえから現代にいたるまで脈々と受け継つがれてきた「炎えん術じゆつ使い」の家系だ。「御み火か速はや霊ひ流」と称する我が家の炎術は、その『焔ほむら』が宿す圧倒的な火じつ力りよくをもって、妖よう怪かいやら悪あく霊りようやら──時々、人間も──を駆く除じよしてきた。

　その『焔』は史上最強であり、美ヶ速一族は未来永えい劫ごう、無敵は素敵な血族なのである。




　──と、思っていたら、ところがどっこいそうじゃなかったんだな、コレが。




　さすがに長く続きすぎて血が薄くなってきたのか、パパのタネが悪かったのかママの畑が枯こ渇かつしてしまったのか、それとも命中した時の体位に問題があったのか……とにかく、とんでもない不良品が宗そう家けの中に誕生しちまったのである。

　何を隠そうソレがこのオレ、美ヶ速優ゆう夜や。

　それはもう笑っちまうくらいに火力が弱いこのオレは、美ヶ速宗家初の炎術の使えない炎術使いなのである。その突き抜けた火力の弱さは、一族最年少の小学生にも劣るほどで、お蔭で里にいた頃の肩身の狭いこと、狭いこと……。

　そんなオレに用意されたレールが、明あき羽ば神社の高たか倉くら家行き。

　ここで御火速霊流とはライバル関係にある「御み火か布ふ津つ流炎術」の術者、高たか倉くら彩あや雲もさんの弟子になり、再修行を命じられたのだ。つまり要約すると、オレみたいな貧ひん相そうな『焔』じゃ御火速霊流は無理だけど、御み火か布ふ津つ流くらいなら習得できるだろう、ってこと。

　敗者復活、救済措置といえば聞こえはいいけど、早い話が島流し。

　若じやつ干かん十七歳さいにして、オレは全すべてを剥はく奪だつされたのだ。

　輝かしい未来、名誉、一族の権力、さらには金や女まで！

　ちなみにどれもハナから持ってないクセに、とかいうツっ込みはなしだ。

　持っていないのに失ったんだから、これはもう充分過ぎるほどの悲劇なんだから。

　オレの意志と一緒に居い候そうろう先までコケにした、問答無用・無ぶ礼れい千せん万ばんなこのレール。

　かなり嫌いやな感じだけど、オヤジの命令には逆らえない。

　だって、逆らったらマジで命が危あぶないんだもん♪

　逆らったら最後、児童相談所どころかホワイトハウスに逃げ込んだところで、あのオヤジなら施設もろとも、オレを地上から消滅しかねない。アレは人間というより、たまたま人間の姿をした宇宙最強の生物だ。もしくは対要よう塞さい攻略用のモビルアーマー。仮に量産化が成功した日には、地球圏の軍事バランスなんか一晩で引っくり返っちまうだろう。

　──話を高たか倉くら家に戻そう。

　現在、明あき羽ば神社の高倉家には三人の姉妹が住んでいる。

　でも、炎えん術じゆつが使えるのは長女の彩あや雲もさんだけ。

　二人の妹──二卵性双そう生せい児じの美み風かぜと美み空そらちゃんは、どっちも使えないのだ。

　次女である美空ちゃんは、身体からだが弱かったから。

　末っ子である美風は──オレと同じで、素質がなかったから。

　美空ちゃんは元々、退たい魔ま家業への興味が薄かったらしく、現実をありのままに受け入れ普通の女の子として過ごす道を選んだ。

　けれども美風は、そんな姉とは対称的に「普通」を良しとはしなかった。

　何があったかは知らないけれど、御火布津流炎術を諦あきらめた美風は、代わりに別の退魔流派を学ぶ道を選んだ。

　それが京都に本拠を置く退魔術・夢む影よう天てん心しん流であり──

「わてがその先代の孫の、烏からす丸ま匡きよう摩まいいます」

　と、いう事らしい。




　──以上、ちょっと長めの現状確認でした。




「いや、悪かったねぇ。いきなりポントウを抱かかえたヤツが飛び込んできたもんだから、てっきりどっかのゾクがお礼参りに来たのかと思っちまってねぇ」

　カラカラと笑う彩雲さんだったけど、沈黙した居間の空気は重く鉛なまり色だった。

　あからさまに視線を左右に逸そらす双子の姉妹に、意味が判わかってないのか首を傾かしげる山やま梨なし。

　オレもツっ込む気力も湧わかないから、取りあえず沈黙。

「はぁ……『ゾク』……ですか。そないな物ぶつ騒そうな場所には、よう見えませんけど？」

「時々、この近くに出没する事があってねぇ。マトモに相手をするには脳味噌がシンナー臭くさい連中だけど、技の練習台にはもってこいでさぁ。何度か可か愛わいがってやってる内に、妙な伝説にまでなっちまったもんだよ」

「へぇ〜。そうなんどすか」

　その社交辞令的な反応と笑顔は、言ってる意味が判わかってないな、この優やさ男おとこ。

　多分、お前の考えている『ゾク』と彩あや雲もさんの言う『ゾク』ってのは、発音が同じでも漢字が違う。ホント、日本語って難しいよね。

　……じゃなくってだ。

「あ、それ訊きいた事がありますよ」

　彩雲さんの言葉に反応したのは、意外にも山やま梨なしだった。

「なんでも夜や叉しやのお面を被かぶった巫み女こさんが、たった一人で次から次へとこの町を通ったチームを壊かい滅めつする都市伝説ですよね。確か『比ひ布ぶ瀬せの紅べに夜や叉しや伝説』とか、なんとか……」

「そうそう、ソレだ！　いやぁ〜、あの頃はアタイも若かったからねぇ〜。ま、その内にあるチームにアタイの正体がバレちまってさぁ。バックについてるヤクザを助すけっ人とに、ハジキとかポントウを持って殴なぐり込んで来た事があったんだよ。三十人くらいで」

「もちろん返り討ちにしたんですよね!?」

　だから山梨よ。どーしてキミはそこで、瞳をキラキラ輝かせる？

「はん、当たり前さね。ちょっと関節を逆に捻ひねったダケで骨が砕くだけるような根性なしに、アタイが倒せるわけねぇーだろ。そうそう、そん中にカッコつけて銃じゆうを寝かしながら発砲しようとしたマヌケがいてよぉ。発砲する瞬間に銃じゆう口こうを逸そらしてやったら、飛び出した薬やつ莢きようがめん玉に当たってギャーギャー喚わめきやがってさぁ。可お笑かしいったらありゃしねぇー」

「アハハハ！　それってきっと、ロバート・ロドリゲス監督の映画を見すぎ！」

「だろ？　だいたい素人しろうとが銃を寝かせて、どうやって狙ねらいをつけるってのさぁ」

「きっと次に現れる刺し客かくは、二丁ちよう拳けん銃じゆうの格闘射撃術を使ってきますよ♪」

「ソイツは面白れぇ。楽しみだなぁ、おい」

　……犯罪者だ。犯罪者がココに居る。

　山梨という聴き手を得て、大いに盛り上がる血ち生なま臭ぐさい武勇伝の数々に、オレは疲れたように額ひたいに手を当てた。なんか肺に鉛なまりでも詰まっているかのように、胸が重てぇー。見れば美み風かぜも額に血管を浮かばせているし、美み空そらちゃんは美空ちゃんで恥しそうに俯うつむいている。

　よ〜〜く判るぜ、その気持ち。

　せめてオレ達三人だけでも、守っていこうね。

　理性と常識と、犯罪者を出さない健全な日々の日常を。

「ね、姉さん、睦むつ美み。姉さんの武勇伝なら、また今度にしてくれない？　今日きようは、お客さんが来ているし、ね？」

「え〜〜。そんなのつまんないよ、美み風かぜ〜」

「つまんなくてもいいの！　姉さんもこれ以上、ウチの神社の恥ち部ぶを暴露しないで！」

「心配すんな。裏の桜の木の根元の秘密は、誰にもバラさねぇーって」

「ね、姉さん！」

　………。

　ひょっとしてボク、訊きいちゃいけない事を、訊きましたか？

　そ、そうだ。きっと木の下に、徳とく川がわの埋まい蔵ぞう金きんとかが埋まっているんですよね？

　うん、きっとそうに違いない。っていうか、そう決めた！

「そ、それで、匡きよう摩まさん。わざわざ京きよう都とからこんな所まで、一体どのような御用件でいらっしゃったのでしょうか？」

「へ？　ああ、そうどしたそうどした。ちょっとついていかれへん会話の流れに、なんや自分の目的を忘れかけていましたわ。今日は大切な話があって、寄せてもらいました」

「大切な話……ですか？」

　美風の肩が、ピクンと跳はねた。

　……なんだ？

　真正面から注そそがれる優やさ男おとこの眼まな差ざしに、美風が居心地の悪そうに身体からだを揺する。

　ガラにもなく怯おびえているか、コイツ？

　初めて見る美風の姿に、なんか釈しやく然ぜんとしない胸焼けみたいな不快感が湧わき上がってくる。

　そりゃあ見習いとはいえ、美風は夢む影よう天てん心しん流の末席に身を置いている以上、この優男は「先代の孫」っていう特殊な存在だ。この業界って、ある意味伝統芸能に近い。だから結構格かく式しきばっているし、ヒエラルキーなんかがガチガチに固められている場合も多いのだ。

　ちなみにオレん家ちの場合だと、かなり微妙〜〜。

　気にしてる人間も多いけど、気にしてない人間も多い。

　なにせ宗そう家けのオヤジ自身が無む茶ちや苦く茶ちや「カタ破り」で、格式なんて鏡かがみ餅もちに生はえたカビぐらいにしか思ってないから……って、イカン。また話が微妙にソレているな、オレ。

　つまりオレが言いたいのは、美風には実体の伴わない格式なんぞにオドオドとして欲しくないっていう、単純極まりない──って、オイオイオイ。

　ナニを考えているんだ、オレは？

　美風がウジ虫だろうがアバズレだろうが、オレには関係ないハズだろ。

　関係ない……ハズなのに………なんだ、この感じは？

　何な故ぜだか判わかんねぇーけど、無性にイライラするなぁ、ったく。

　イライライライラ！

「単刀直入に言わせてもらいます。美み風かぜはん。わてと一緒に、京きよう都とに戻りなはれ」

「……え？　えええっっ!?」

　その素すっ頓とん狂きように上ずった声は、美風じゃなく美み空そらちゃんの咽のどから溢あふれ出したものだった。

　彩あや雲もさんは表情こそ変化しなかったけど、僅わずかに肩が動いたのをオレは見逃さない。

「……それは、どうしてでしょうか？」

「簡単な事どす。ココにおっても、美風はんが上達するようには思われへんからですわ」

「そんな事は……！」

「そやったら訊たずねますけど、美風はん、『木この羽は』は射うてる様ようになりましたか？」

「そんなの射てるわけがないじゃないですか!?　アレは『打うち羽は』を修めた人が、少なくても三年は掛かるものだって……！　わたしが『打羽』を修めてから、まだ二年と二ヶ月くらいしか経たっていないんですよ!?」

「確かに普通やったらそんなもんどす。そやけど美風はんは、普通やったら基礎から五年は掛かる『打羽』を、たった三年で習得したやおまへんか？　せやのに次の段階でまごついておますんは、京都を離れてコッチに戻ったからやとちゃいますか？」

「そ、それは……そうかもしれませんけど………」

「正直言うて、わてには御み火か布ふ津つ流の事は判わかりまへん。せやけど美風はんが夢む影よう天てん心しん流の弓使いとして、類たぐい稀まれな素質を持ってはるのは判ります。せやのにその素質を美風はんは無む駄だにするつもりどすか？　その程度の覚かく悟ごで、美風はんは夢影天心流の門を叩たたいたんどすか？」

「………」

「悪い事は言いまへん。京都に戻りなはれ。な？」

　盛んに京都に戻る事を奨すすめる優やさ男おとこに、美風は俯うつむいたままなにも応こたえない。

　水を打ったように静かな居間に、オレが緑茶を啜すする音だけがズズズっと響く。

　ふむ………。

　お茶うけに醤しよう油ゆ煎せん餅べいが欲しいかも♪

　……じゃなくって、形勢は美風が圧倒的に不利みたいだな。

　そもそも実家の流派を捨てて他ほかの流派を学ぼうって奴やつが、のほほんと実家で暮らそうってのがオコガマシイのだ。根性が足らん、根性が。本気で弟子入りするつもりなら、オレみたいに居い候そうろうなりなんなりするってのが、本当なんじゃねぇーのか？

（ねぇねぇ、美みヶか速はやくん、美ヶ速くん）

　と、オレの横に座る山やま梨なしが、ツンツンと脇わき腹はらを突っついてくる。

（ったく、なんだよ山梨）

（よく判らないんだけど、このまま放っておいていいの？）

　知るか。つーか、オレだって知らねぇーっての。

　居候っつっても、一週間しか一緒に──厳密には一緒じゃねぇーけど──暮らしてないオレが知っている事なんて、ハッキリ言えばなにもない。かといって、自分からココん家ちの詳しい家庭の裏事情にまで首を突っ込むのも、面めん倒どう臭くさい話だしな。

（あの変な人、美み風かぜを京きよう都とに連れて帰るつもりなんでしょ？）

（む………）

　そいつは一大事──なんて思うワケねぇーだろ。

　仮に美風の京都行きが決定したら、ヤカマシイ奴やつが消えて好都合。

　美み空そらちゃんと一つ屋根の下、二人っきりっでイロイロと親密になれるチャンスだって巡ってくるってもんだ。なによりオレの住居が、山道の廃車からコッチの母おも屋やに格上げになるのは間違いない。つまり、良いこと尽くめって事じゃないか。

　わははは。ザマーミロってんだ。

（そんな動揺してないで、なんか良い案はないの？）

　……はい？　ナニを言ってやがりますか、この人は？

　何な故ぜだかスムーズに回らない首をギギギと動かすと、真正面に山やま梨なしの顔があった。

　動揺している？　このオレが？

　バカバカしい。絶対にあり得ん。

　あんまりアホらしいから、額ひたいから汗が噴ふき出してきちまったぜ。

（美みヶか速はやくん、美風と仲良かったからね。アタシも美風が居なくなったら、つまんないし）

（ちょっと待て！　オレがいつ、美風と仲良くしていた!?）

（え〜〜。ずっとしてるじゃない。いっつも一緒だし、今日きようだって放課後の教室でイチャイチャと突き合っていたし）

　アレがイチャついてるように見えるなら、格闘技の試合はホモの公開ステージか？

　ったく、コレだから平成の腐ふ女じよ子しって奴やつは……。

（ま、それにそんな事になったら、美空が絶対に落ち込んじゃうだろうし）

　むぅ……。ソッチは確かに、あり得えそうな話かも。

　双ふた子ごだから……か、どうかは知らんけど、美空ちゃんと美風は随分と仲が良いいからな。

　少なくてもこのメンバーの中で、一番動揺が見えるのが美空ちゃんだし。

（しょうーがない。ここはあたしがひと肌はだ脱ぐから、後のサポートはヨロシクね♪）

　ポン、と山梨はオレの肩に手を置いた。

　……なんか爆発的に嫌いやな予感がするけど、それは気のせいだと思いたい。なにせ山梨みたいなキャラは、援護射撃と無差別絨じゆう毯たん爆撃を一緒くたに考えているタイプだ。戦場に誤射はつきものとしても、その巻き添えを喰らう方としては堪たまったもんじゃない。

　そして山梨が手を挙げる。

　視線が彼女に集中する。

「あの〜、よろしいですか？」

「キミは？」

「あ、美み風かぜの親友で山やま梨なし睦むつ美みっていいます。美風が言いにくそうなので、代わってあたしが彼女が京きよう都とに戻りづらい理由を説明しようかと思いまして」

「睦美？」

「実は……ここに居る彼なんですけど、この人って美風の許婚いいなずけなんです！」

　なんですとぉ!?

　驚きよう愕がくの爆弾発言に、皆さんの口がパックリと開く。

　し、知らなかった。

　オレと美風が、公的に野外プレイが認められていた仲だったなんて。

　んじゃ早速、明るい家族計画を補充しておかないと……って、んなワケあるかぁ！

「今、美風は花嫁修業の最中で、ここを出るワケにいかないんですよ」

「って、待てやコラぁ！　お前、ナニを考えてそんな偽にせ情報をうわ熱ィッッ!?」

　突然、オレの下腹部から大量の熱と湯ゆ気げが立ち昇った。

　山梨が引っくり返した湯飲みの中身が、無防備だった股こ間かんのエレクトラに容よう赦しやなく降り注そそいだのだ。ズボンどころか、パンツの中までグチョグチョ。しかも場所が場所だけに、あらぬ誤解を受けそうな惨さん状じようである。

「テメェ、なんて事をしやがるんだ！」

「あら、ゴメンなさい。急に暴れだすもんだから、ビックリしちゃって。ねぇ、美風」

「へ？　わ、わたし!?」

「そんな事よりホラ、大切な許婚が大変な事になってるんだから………」

「……あっ、ああ、うん、そうだね！　大丈夫なの、優ゆう夜や」

「ふざけんな！　今のでオレの子孫繁栄に重大な支し障しようが起こったら──」

　ごつんっ！

「あだぁ！」

　瞬間、後頭部にヒットしたなにかが、オレの言葉を強制的に遮しや断だんした。

　見れば足元に、コロコロと湯飲みが転がっている。

　こんな事をする人間は一人しかいない！

「なにすんですか彩あや雲もさん！」

「妹達の前で下品な台詞せりふを口走んじゃないよ」

「だからって後頭部に湯飲みをぶつけますか、普通!?」

　死角からの気配を消した攻撃だったから、全然気付かなくて無む茶ちや苦く茶ちや痛いっわぁ！

「ていうか、彩雲さんも黙ってないでこの二人の狂言を──」

「ていっ！」

　ドスッ！

「かはっ！」

　今度は美み風かぜの肘ひじ鉄てつが「抱だかれてみたいクラスメートの逞たくましい胸・ナンバー１」を誇る、オレの胸板を容よう赦しやなく軋きしませた。

「ゲホッ、ゲホッ……て、テメェ……！」

　肺がひしゃげる洒しや落れにならない激痛に、思わず呼吸が止まっちまったじゃねぇーか！

　ついでに心臓も止まりかけたけど、コッチは気合でなんとかカバー。

「……狂言？」

「わっ、わわぁ〜〜！　大変！　もう、姉さん！　優ゆう夜やになにするのよ！」

　優やさ男おとこの声を遮さえぎるように、美風がオレを抱だき寄せ彩あや雲もさんをキッと睨にらみつける。

　……あ、ちょっとイイ匂においかも。

　って、そうじゃない！

　こんな胸の薄いヤツに包まれたところで、う、う、嬉うれしくなんか、全然ないぞ！

　そりゃほんのちょっぴり柔らかかったり……押し返して来る弾力が気持ちいいと認めてしまう自分自身にやぶさかではないけれど……ほ、本当だぞ!?

「あの〜、美風はん？　今、美風はんが『ていっ！』って……」

「な、ナニを言ってるんですかぁ!?　そんなワケありませんよ！」

「そんなワケあるだろがぁ！」

「きゃあ!?」

　美風の腕を振り解ほどき、オレは火を吐はき出すような勢いで叫んだ。

「テメェーらいい加減にしろ！　なんでオレがこんなヤツといいなずクケェー！」

「えいっ！」

　ゴツンッ！

　美み空そらちゃんの掛け声と同時に、オレの脳天をお盆ぼんの角が絶妙な角度で鋭く穿うがった。

　それは脳天を砕くだく、インドラの矢。

　目玉の奥から無数の火花が飛び散って、オレは頭を抱かかえて蹲うずくまった。

「〜〜〜っっっ！」

　わずかに開いた唇くちびるからは、悲鳴にならない悲鳴が洩もれた。

　ズキンズキンと頭ず蓋がい骨こつに響く疼とう痛つうは、彩雲さんの湯飲みの約三倍強。

　し、しかしこれで昏こん倒とうできないってのも、考えようによっちゃあ不便な身体からだだ……。

「うわぁ、今のはさすがにヤバイんじゃない？」

「み、美空姉さん………」

　さすがに山梨も美風も、この一撃が非常事態である事を悟さとったらしい。

「え？　え？　え？」

　判わかってないのは、美空ちゃんただ一人。

　一番可か愛わいい掛け声で、えげつない一撃をかましてくれましたわ、このお方は……。

　これが美み風かぜだったら、遠慮なくスカート捲めくって『人間カボチャ』の刑けいに処しよしてだな、そこから色々と多種多様なオシオキをするところだけど……相手が美み空そらちゃんだから、ここはグッと堪こらえましょう。だってセクハラは、ちゃんと相手を選ばないと、本当にただのセクハラになっちまうから大変なのだ。

「あ、あの……大きなハチが止まってたから、つい………」

「………」

「だから……その………」

「………」

「……………ひょっとして、怒ってる？」

　泣きそうな顔で訊たずねてくる美空ちゃん。

　別に怒っているワケじゃない。

　ただちょっと……口が利けないだけ。

　口が利けないくらい、今のダメージで目玉がぐるぐるぐる〜って、アレ？

　ぐるぐるぐるって、アレ？　アレレ？

　不意にタタミの縫ぬい目が、ドロドロの渦うずを巻き始めた。

　アハハハ。オレも案外、普通の身体からだをしてたんだねぇ〜。

「優ゆう夜や君!?」

「ちょ、ちょっと優夜？　優夜!?」

　オレを呼ぶ二人の声が、遠のいてゆくのが判わかる。

　我ながら情けねぇーとは思うけど、これはもうどうにもならない。

　次第に大きくなる渦の中心に呑のみ込まれ、そしてオレは気を失った。




　　　　　　　　　◇◇◇




　それからどれくらいの時間が流れたのだろう。

　ズキズキと未だに疼うずく後頭部のキズに、オレは意識を取り戻した。

　薄く目を開くと、オレは暗い部屋で布ふ団とんに寝かされていた。

　暗いって事は、もう夜か。

「にして、あの一撃はさすがに利いた……」

　硬い廃車のシートじゃない、久し振りの布団の感触を堪たん能のうしつつ独りごちてみる。

　あんまり──っていうか、如い何かにも人を殴なぐった経験値ゼロな美空ちゃんだけに、加減ってモノが判らなかったんだろうな。彩あや雲もさんも美風も、実は微妙〜に急所だけはズラしてくれてたんだけど、美空ちゃんのは文字通りのクリティカルヒット。

　並みの石頭なら、危あやうく脳ミソがパーになっちまったところだ。

　せめてお盆ぼんに殺気でも籠こめてくれたらオレの方で急所をズラしたのに、それすらなかったからある意味非常に始末に悪い。あ〜、でもあの一撃を任意で出せるのなら、美み空そらちゃんは武術家として無む類るいの才能を秘めているのかもしれん。

　武術家としての美空ちゃん、か……。

　希望はやっぱ古式ゆかしき日本古来の伝統武芸、女相撲ずもうだな。

　もちろんＴシャツ・スパッツなんぞは不許可だ。

　まわし一つでぶつかり合う肌はだと肌、飛び散る汗と汗。

　ポヨンポヨンと揺れる胸に……っと、これ以上はオレのエレクトラが目覚めちまうぜ。

（そ、そんな話、訊きいてないよ!?）

　唐とう突とつに、まだ少し靄もやの掛かった脳ミソの中に、素すっ頓とん狂きような美み風かぜの声がふすまを突き破って飛び込んできた。……ったく、そろそろ元気をウリにする歳としでもないだろうに、これじゃ騒がしくって、二度寝はちと無理そうだな。

（しゃーねぇーだろ。勝手に決めちまったオマエが悪い）

（そ、それはそうかもしれないけど………もしかして美空姉さんは、知っていた？）

（……うん。優ゆう夜やくんから、教えてもらった）

　教えた？　オレが？

　一体、なんの話だ？

　オレの名前が出た以上、無関係って事はないよな。

　小さな疑問にちょいと眉まゆを顰ひそめつつ、オレは静かに布ふ団とんから這はい出した。

　サラバ、太陽の香りをいっぱいに吸った暖かい布団よ……。

　辛つらい別れに後ろ髪を引かれつつ、そっと息を潜ひそめてふすまの表面に耳を当てる。壁に白アリ障しよう子じに目アリ。でも、なんかこうやって盗ぬすみ聴きをしていると、まるで美みヶか速はや家のスパイにでもなったみたいで、ちょっとドキドキするねぇ〜。

　……まぁ、ぶっちゃけ半分はそうなんだけどね。

「それよりもだ。お前はそれでいいのか、美風？」

「いいって……その………」

「アタイはお前がどんな道を選ぼうと反対しないつもりだけど、五年前に京きよう都とに行くって決めたのは美風だろ？　そりゃ姉としてはこっちに帰ってきてくれたのは嬉うれしいけどさぁ。自分で選んだ道を途中でほっぽり出すような態度は、正直感心できないよ」

「それは、判わかってるけど………」

「不義理は先方にも、色々と迷惑を掛けっしさぁ」

「それも……判ってる………」

「……ま、判ってるなら、好きにすりゃいいけどな」

「うん……」

　沈ちん鬱うつな声に引きずられるように、ふすま越しから微妙な空気が伝わってきた。

　……むぅ。

　こういう沈黙は、盗ぬすみ聴きしている身分としていささか息苦しい。

　にしても美み風かぜのヤツめ、結局コッチに残る選択をしたのか。

　ちと意外っていうか……どうも美風らしくなくて、しっくりこねぇー。

　アイツの目を見れば判わかる事だけど、アイツの真まっ直すぐすぎるほど真っ直ぐな眼まな差ざしは、生き真ま面じ目めな性格からくるもんじゃない。アレはなにかを背負っているタイプの眼差しだ。

　正直、この手の女は結構コワイんだよねぇ。

　目的に一いち途ずな反面、他ほかの全すべてをバッサリと切り捨てる事ができるタイプだから。

　長年連れ添った恋人だろうが、家族だろうが、時として自分自身ですらも……ね。

　自殺して怨おん霊りようになる女は、大抵このタイプだし。

　ちなみに美風の目的がなんなのかは、オレは知らない。

　が、その目的には『力』が必要で、その『力』を得るタメに夢む影よう天てん心しん流を学んでいる事くらいは……判る。それなのに、最短距離で『力』を得られる道を回避してまで、この家に残ると美風は言うのだ。

　その理由が、サッパリ判らん。

　……ま、彩あや雲もさんの言葉じゃないけど、そのあたりは美風の勝手だけどな。

　勝手にすればいいんだけど……今の会話の流れで、何ど処こにオレが関わってるんだ？

「まぁ、それもこれも優ゆう夜や次第ってワケだ。考えようによっちゃあ一番アタマが痛いのは、アイツの実力なんだから。そもそも承しよう諾だくするかどうかすら、判んねぇーだろ？」

「うう……。そうでした」

「そんじゃ、後は当事者同士で話し合うこったな──オイッ、優夜！」

　ギクウッ！

　ふすまを貫く鋭い視線に突き刺され、思わず肩が跳はね上がる。

「そこで聞き耳を立てているのは判ってんだ。さっさとコッチに来な」

　チッ……。しっかりと気付いてやんの。

　ま、それくらいじゃないとオレの師としては役不足ってもんだけど、それはともかくここは大人おとなしく出て行った方が無難かな。今さら狸たぬき寝入りを決め込んだところで、痛い目を見るだけでさほど意味もないだろうし。

「やぁやぁ。どうもどうも」

　ちょいと照れ隠ししながら、ふすまを開ける。

　中に入った瞬間、美風が驚いたようにオレの顔を見上げた。

「あ……」

　が、直すぐに俯うつむいて視線を逸そらす。

　いつもならこういう時、湿しめった眼まな差ざしを遠慮なくぶつけてくるのがコイツのパターン。

　なのに目線を逸らすような、負け犬の如き反応を見せるって事は、このオレに対して後ろめたいなにかを隠しているなによりの証拠だな。人生をオレみたいに思慮遠えん謀ぼうしながら渡らずに、脊せき髄つい反射だけで突き進んでいるような美み風かぜには、ある意味ピッタリの反応だねぇ。

　しかも、俯いた唇くちびるを拗すねたように尖とがらしたまま、一言も話そうとしない。

　どうやら自分から切り出すには抵抗感があるらしい。要するに、オレに頭を下げたくないって事なんだろう。『高たか倉くら』の美風が『美みヶか速はや』のこのオレに……ね。そもそもコイツは、オレが明あき羽ば神社に居る事すら気に入らないくらいだ。なにせ未だに、オレが御み火か布ふ津つ流をスパイしにきた密みつ偵ていかなんかだと思い込んでいるからなぁ。

　……まぁ、ぶっちゃけ半分は正解なんだけどね。

　って、コレはさっきも言ったか。

「美風……」

　遠慮がちに美み空そらちゃんが肩を揺すっても、美風は苦悩の色を濃くするだけでなにも応こたえない。

　……ったく、どこまでも意固地なヤツめ。

　オレは盛大なため息を吐はき出し、その場にドカリと腰を降ろした。

「んで、オレはナニをすればいいワケですか？」

　埒らちが明かないので、取りあえず彩あや雲もさんに訊たずねてみる。

「なんだ。ヤケに物分かりがいいじゃねぇーか」

「話が前に進まない沈黙ってのが、キライなだけです」

　ちなみに、コレは本音だ。

「だとよ。どうすんだ、美風？」

「美風……」

　彩雲さんと美空ちゃんに促され、ようやく美風は堅く結んだ唇を開いた。

「……………て、欲しいの」

　そして搾しぼり出したのは、蚊かの鳴くような微量の声。

　つーか、聴こえませ〜〜ん。

　………。

「だぁぁぁっっ！　頼みたい事があるならハッキリ言いやがれ、このバカ女ァッ！」

「………！」

　オレが怒ど声せいを浴びせかけると、美風はビックリしたように目を丸くした。

　が、それはほんの一瞬のこと。

　すぐさま柳りゆう眉びを逆さか立だてて、美風は瞬間湯沸かし器のように沸ふつ騰とうする。

「バ、バカ女ですってぇ!?　誰がバカよ、このバカ！」

　咆ほえるというより、むしろ噛かみ付くような声。

「黙れバカ女。それが人にモノを頼む時の態度ってか？　時代劇の悪徳商人ですらお代官様にモノを頼む時は、黄こ金がね色の菓か子しを包むくらいの分別は持ってるぞ」

「なんでアンタ如きにモノを頼むのに、わざわざ黄金を積まなきゃいけないのよ！」

「だったら身体からだで払え、身体で！」

「あんたに抱だかれるくらいなら、舌した噛かみ千切ってやるわよ！」

　そう言ってオレを睨にらむ瞳の奥には、いつもの強い輝きが戻っていた。

　ほんと、世話が焼けるヤツ。

　コイツのキャラは、しおらしく俯うつむいてなにかに遠慮するよりも、スカートを翻ひるがえして蹴けりワザを繰り出すとか、挑いどむような目つきでガニ股また気味に突進する方が遙はるかにらしい。この点に関してはこのオレが保ほ証しようしてやってもいいくらいだ。

　そしていつかは、その強い輝きをこのオレが服従させる（ここ重要）計画。

　ま、その時の布ふ石せきの為にも、ここはもう少し焚たきつけておかないとな。

「だったらとっとと喋しやべりやがれ！」

「言われなくたって言ってやるわよ！　アンタには匡きよう摩まさんと対決して、勝ってあの人を追っ払ってくれればそれでいいの！」

　そうそう。最初っから素直にそう言えば──って、

「はぁぁぁっっ!?」

　アングリと、下顎あごの骨が気持ちいいくらいにカクンと落ちた。

　オレとあの優やさ男おとこが対決するって、なんじゃそりゃ!?

「あ〜〜、つまりはそういう事だ、優ゆう夜や」

「いや、サッパリ判わかりません。っていうか、なんでそんな事に？」

「睦むつ美みのウソを補足していく内に、話が大きくなっちゃったの」

　なっちゃったのって、美み空そらちゃん……。

「要するに、お前さんが美風の許婚いいなずけに足る男か、あの男が直接確かめたいんだとよ」

「……オレが『美みヶか速はや』だからっスか？」

「ま、半分はそんなところだろうね」

　言いながら、彩あや雲もさんは薄く眉み間けんにシワを寄せ、首の後ろを掻かき毟むしった。

　ハァ〜。なんでこんな事になるかなぁ〜。

　にしても、あの優男、オレを『美ヶ速』と知って挑いどんできたとは……。

　その意味するところを、ちょっとマジメに考えてみたりする。

　退たい魔ま業界の中じゃあ『美ヶ速』ってのは、最高級のブランド名だ。知らないヤツがいたらモグリもいいとこで、「なにがあっても、絶対に敵対してはいけない相手。もし敵対するなら遺ゆい言ごん書いて、生命保険に加入すること」ってのが、ほとんど常識としてまかり通っている。

　歩く溶よう鉱こう炉ろ。

　人間型の巡じゆん航こうミサイル。

　呪じゆ文もんも呪じゆ具ぐも必要とせず、人間一人を消し炭ずみに変えるバケモノ一族。

　オレに言わせればちと大袈げ裟さだけど、あながち無責任な誇張でもない。

　確かにオヤジくらいのレベルになれば、瞬まばたき一つ分の時間でダース単位の人間を蒸発させちまう事だって可能だ。相手が武装していようがいまいが、関係ナシ。パッと光ったら、ハイそれまで。パパママピカドンイナイイナイってワケ。

　そんな一族と判わかっていて、正面から戦いを挑いどんでくるヤツは……ただの『アホ』だ。

　美み風かぜも多分、美みヶか速はやの名前を出せば優やさ男おとこも引き下がると踏んだに違いない。

　よしんば引き下がらなかった場合でも、オレなら優男ぐらい瞬殺できるって腹だ。

　その考えは、基本的には間違っちゃいない。

　間違っちゃいないが……残念ながら、オレは美ヶ速家にあって唯一の例外。

　オレの事も知らずに勝手に話を進めてしまった美風の、いわば自じ爆ばくだ。

　……にしても、あの優男め。

「おい、美風。あの優男は強いのか？」

　オレは美風に振り向き、訊たずねた。

　さっきも言ったが、相手が美ヶ速と知って挑いどんでくるヤツは、ただのアホだ。

　が、美ヶ速の中にだってオレみたいなのが存在しているように、美ヶ速以外にも美ヶ速に匹敵できる個人が存在したとしても、それほど驚く事じゃないのかもしれない。

　そのあたりの実力を、美風は少なくともオレよりは知っているハズだ。

「……強い………と、思う」

「と、思うって、なんだよその歯切れの悪い言葉は」

「だって……その、なんていうか……匡きよう摩まさん自身は、そんなに大した事はないの。見てくれの通り虚弱体質だし、体力だって普通の人よりも劣っているから」

「なんだそりゃ？　だったら大した事ないじゃんかよ」

「だから、それはあくまでも身体能力の話よ。あの人の怖いところは、物凄すごく強力な呪じゆ力りよくを備えているところにあるんだから。それに、あの妖よう刀とう──『七しち式しき』があるし……」

「妖刀？　『七式』……て、やっぱアレって妖刀だったのか」

「そうよ。妖刀『七式』。匡摩さんが自分で拵こしらえた、平へい成せいの妖刀よ。なんでもその刀身に、古いにしえの剣けん豪ごうの魂たましいを封じ込めているとか……。言うなれば、刀の形をした一種の依より代しろよ。匡摩さんは刀身に霊れい力りよくを送り込む事で、刀が持つ能力を引き出せるのよ」

「それってつまり……どういうこと？」

「あのねぇ〜〜」

　オレが怪け訝げんに首を捻ひねると、美風はあからさまに眉まゆ根ねをひそめた。

「ようするに匡きよう摩まさんが『七しち式しき』と共感した瞬間、匡摩さんの戦闘技能は古いにしえの剣けん豪ごうレベルにまで跳はね上がってしまうって事なの！」

「……それって法的にマズくないわけ？　銃じゆう刀とう法ほう違反とか」

「一応、刃は落おとし刀だから、それはないわ」

　なるほど。

　基本的に実体を持たない連中を相手にする事の方が多いから、ソッチの方が便利って事か。

　まぁ、切られる心配はないのはありがたいが、殴なぐられたらやっぱり痛いんだろうなぁ。

　腕とかで防いだら、いくらオレでも骨折しちまうかも。

「ちなみに霊れい力りよくを付ふ与よさせたら、岩でも切れるらしいけど」

「って、ソッチの方がよっぽどタチが悪いわぁ！　んなヤツと素す手でで戦えるかぁ！」

「う……。だ、だって優ゆう夜やが炎えん術じゆつを使えないなんて、知らなかったから………」

　さすがに罪悪感はあるのか、語尾が肩を落としながら、美み風かぜ。

　もっとも、素手で岩をも切断する刃物に立ち向かうハメになったオレにとっちゃあ、なんの慰めにもなりゃしねぇー。

　……っていうか、大丈夫なのか、オレ？

　自じ慢まんじゃないが、炎術はダメでも体術には少しばかり自信はある。

　炎術が使えないから、一時期ソッチばっかり練習してたからな。

　相手がチンピラ程度なら、日に本ほん刀とうを持っていようが拳けん銃じゆうを持ち出そうが、油断さえしなければそれほど脅きよう威いとは思わない。が、今回の相手は剣けん豪ごうクラスときた。道場で竹刀しないしか振り回した事のない連中とは、ワケが違う。

「で、どうすんだい、優夜？　アタイはどっちでも構わないけど。ま、やるってんなら、負ける事は赦ゆるさないよ」

「……それってつまり、遠まわしに優やさ男おとこと戦って、勝てって事で？」

「さぁて、ね」

「わ、私は美風が京きよう都とに戻るなんて、反対なんだから！」

「美み空そら姉さん……」

「だからもし勝負しないっていうなら、もう優夜くんのご飯、作ってあげないんだから！」

「だとよ。どうする、優夜？」

　どうするたって……ねぇ？

　必死になって睨にらんでくる、美空ちゃん。

　美風は美風で、複雑そうな視線を送ってくるし。

「……購買のヤキソバパンとコロッケパン。それからパックの豆とう乳にゆう、しめて三日分な」

「………え？」

「素手で妖よう刀とう使いとケンカしろってんだ。これくらいの報酬、安いもんだろ」

「あ……」

　美み風かぜは大きく見開いた瞳を、パチクリさせた。

　ホント、ワレながら命賭かけるには安すぎる値段だぜ。

「ところで優やさ男おとこが言っていた『打うち羽は』とか『木この羽は』ってのは、なんの事だ？」

「夢む影よう天てん心しん流の奥おう義ぎの名称よ。『打羽』はこの前、優ゆう夜やにも見せたでしょ。糸から霊れい力りよくを送り込んで矢や羽ばねを動かして、飛ぶ方向をコントロールする技」

「んじゃ、『木羽』は？」

「『木羽』は『打羽』を修めた者が次にいたる技よ。糸を使わないで、矢をコントロールするの。元々『打羽』は練習用の技で、実際に使うのは『木羽』の方。これが出来るようになって、初めて一人前って認められるの」

　ま、確かに射る度に矢に糸を結んでたら大変だろうし、ましてや障しよう害がい物ぶつの多い場所だと、糸が絡からまっちまう危険性もあるしな。特に切せつ羽ぱ詰まっている状況だったら、どっちも致命的なミスになりかねん。

　しかし……『打羽』だっけ？

　糸から霊力を送り込んで……なんて簡単に言ってるけど、それが無む茶ちや苦く茶ちや難しい技術なのは想像に容た易やすい。それをアッサリと、しかも普通よりも短い期間で使えるようになったのは、優男が言うように資し質しつがあったからなんだろうけど、それだけじゃないハズだ。

　資質ってのは、開花させてこその資質。

　開花していない資質なんて、ゴミクズ以下の石コロも同然。なんの意味もない。

　美風は、おそらく血の滲にじむような鍛たん錬れんを積んで、その資質を伸ばしていったんだろう。

　……だから余計に判わからない。

　なんでコイツ、そんなに京きよう都とに戻るのが嫌いやなんだ？

　ってか、なんで今、ココに居るんだ？




　　　　　　　　　◇◇◇




　墨すみのような闇やみに覆おおわれた明あき羽ば神社の境けい内だいに、オレを含めた四人は場所を移した。

　昼間も人ひと気けのないここの境内は、夜になったら完全に異い界かいになる。

　ザザザッ。

　風もないのに、枝葉が擦こすれる音がした。

　鎮ちん守じゆの森に潜ひそむ、名前すらない小さな怪かい異いが、常緑樹の陰で蠢うごめいているのだろう。

　けれども、別に驚くような事じゃない。

　少なくとも、この明羽神社ではね。

「さて、やると決まったからにゃ、アタイも手を抜かないよ」

「……今までが散々、手抜きだったッスからねぇ」

　なにせワラしか編んでないんだから、冗じよう談だんにもホドがあるってもんだ。

「はんっ。コレだからバカを相手にすんのは疲れんだよ」

「どういう意味ですか、そりゃ？」

「本当は自分で気付くまで教えるつもりはなかったんだけどよ、可か愛わいい妹達のためとあっちゃあ、そうも言ってられねぇーからね。美み風かぜ、悪いけど社しや務む所しよからコイツが編んだワラを二、三本持ってきてくんな」

「あ、うん。判わかった」

　踵きびすを返す美風を目線だけで見送り、改めて彩あや雲もさんがオレに向き直る。

「んじゃ、美風が帰ってくる前に、基本的な部分をおさらいしておこうか。ウチの御み火か布ふ津つ流炎えん術じゆつは、知っての通り屋内戦闘用に特化された流派だ。その最大の特徴は、最小限の火力で最大限の効果を引き出す事にある。オマエんとこの流派とは、正反対にね」

「確かにウチは火力調整なんて、考えませんからねぇー。とにかく、持てる最大限の火力を発揮させて、一撃で屠ほふる。そんな感じッスから」

「鶏にわとりを割さくに牛刀を使うって言葉は、オマエらのためにあるような言葉だよ。確かに御み火か速はや霊ひ流の火力は凄すさまじいが、所しよ詮せんは使い道の限定された余よ剰じような『焔ほむら』さ。知ってるかい？　約九十件と言われた江戸の大火の内、少なくとも二十件はお前のご先祖が原因なんだぜ？」

　ゲッ、それは初耳……。

　でも、確かにあり得ない話じゃない。

　現代と違って木造建築物しかなかった時代に、御火速霊流の『焔』は強すぎる。

　だから繊細な『焔』を扱える、御火布津流が必要だったのだろう。

　なのに「火力が弱い」って理由だけで格下扱いしてきたワケか、ウチの先祖は……。

「だから御火布津流をマスターするには、火力よりもまず必要なのは『焔』を調整する繊細な霊れい力りよくのコントロールだ」

「なるほど。……で、それとワラと、何の関係が？」

「まぁ、待ちな」

　しばらく待つと、ワラを持った美風が戻ってきた。

　その内の一本を、彩雲さんが無造作に掴つかむ。

「よく見てな」

　呟つぶやいた彩雲さんの体内で、霊力がとんでもない密度に練り上げられていく。

　そして──。

　ポゥ、っと白い炎ほのおがワラの表面に小さく踊おどった。

　なんて事はない。

　単純に、炎術を使ってワラを燃やしたダケ──だと思っていたんだけど……。

「ワラが……燃えていない？」

　呻うめくような声を、オレは咽のどの奥から搾しぼり出した。

　だって、だってワラが燃えてないのに炎ほのおが灯ともって……いや、待てよ。

「判わかった。なんて事はない、コイツは陰いん火かだ」

　陰火ってのは、まぁ簡単に説明するなら、霊れい的てきに燃えている熱くない炎のこと。

　熱を持たず、物を燃やす力もなく、水をかけると余計に勢いを増す不思議な炎。

　人ひと魂だまとかキツネ火なんかも、基本的には陰火に分類されている。

　ちなみにオレら炎えん術じゆつ使いが『術』として使用する『焔ほむら』は、全すべてを焼き尽くす灼しやく熱ねつの陽よう火かだ。

「本当にそう思うなら、この炎に触れてみな」

「まぁ〜たまたぁ。その手には乗りませんよ、って熱あつっ！」

　彩あや雲もさんの挑発に差し出した手を、オレは慌あわてて引っ込めた。

　指先を焦こがした熱量は、この炎が紛まぎれもなく陽火である事の証明だった。

「そんな……アホな………」

　いくらオレらの『焔』が物理法則を無視した存在だからって、こんな事はあり得ない。

「そんなにビックリする現象じゃねぇーよ。コイツは、ワラの中に練り込まれた霊れい力りよくだけを燃焼させている、ただそれだけだ。原理的に言えば、アルコールランプと同じだね」

「同じって……そんな簡単な現象じゃ………」

「簡単な現象さね。御み火か布ふ津つ流をマスターしようってヤツにとってはね」

「う……」

「さっきも言ったけど、御火布津流の基本は繊細な霊力のコントロールだ。それができるようになったら、コレくらいの事は──」

　彩雲さんは持っていたワラを、頭上に放り投げた。

　と、次の瞬間、ワラは「パンッ！」と乾いた音を響かせて爆発した。

「朝あさ飯めし前のように、できるようになる」

「……つまりワラ作りは、霊力を練り込むための基礎練習だったって事ですか」

「アタイとしては、それくらい自分で気付いて欲しかったんだけどねぇ」

　あまりに地じ味み過ぎて気付かなかったって事は、この際だから黙っておこう。

「でも、いくら霊力を練り込む練習をしても、オレの場合は肝かん心じんの『焔』が弱いから、ソッチの方から鍛きたえないと意味がないのでは？」

「ったく、コレだから美みヶか速はやの人間は……。ボイラーの中に重油をバカバカ放り込むしか能のない連中は、脳ミソがまるで足りてねぇーんだよ。確かにお前さんの火力なんざぁ、マッチ棒と同じだ。それじゃそのマッチ棒を、サラダ油の中に突っ込んだらどうなる？」

　オレは首を傾かしげた。

　確か……燃えないハズだ。

　燃焼の三要素……酸素・燃焼物・温度の内の、温度が足りていない。

「どうやら、判わかっているみたいだね。答えは『燃えない』だ。マッチ棒の炎ほのおじゃあ、常温のサラダ油を燃やす事はできやしねぇーよ。ところがサラダ油を加熱して、引火点にまで引き上げてやればどうだい？　火元を近づけるダケで一瞬にして引火する。この現象を、炎えん術じゆつに置き換えてよぉ〜く考えてみな」




　……………。




　マッチ棒がオレの『焔ほむら』なら、サラダ油が霊れい力りよくって事だよな。

　そしてオレが御み火か速はや霊ひ流の炎術を使えないのは、絶望的に『焔』が弱いのが原因だ。




　ド派は手でな打ち上げ花火に囲まれた、地じ味みで儚はかない線せん香こう花火……。




　それが、オレだった。

　だから、少しでも『焔』を強くしようと修行した。

　注そそぎ込む霊力を加工しようだなんて……考えもしなかった。

　そんな事をする必要も、技術も、御火速霊流にはないんだから……。




　でも、もし霊力を術に適した性質に加工する事ができるなら、ひょっとして………。




「オレにもマジで、炎術が使えるようになるって事ッスか？」

　オレは知らず知らずの内に、食い入るように彩あや雲もさんを睨にらんでいた。




　正直、何度も諦あきらめた。

　何度も何度も諦めた。




　ここに来たからって、マジでどうにかなるとは思っていなかった。

　バカばっかりやって、大口叩たたいて、冗じよう談だんで紛まぎらわして………。

　けれどもいつかは見返してやりたいと、心のどこかで願い続けたオレの『焔』。

　そいつがマジで、オレにも使えるっていうのか？

「ま、あくまでも理屈上は、ってとこだけどね。なにせお前さんの『焔』は、御み火か布ふ津つ流の人間と比べたって、随分と貧弱な方に分類されるだろうからねぇ」

「そ、それで！　オレは何をすれば!?　ワラッスか!?　ワラを編めばいいッスか!?」

「本当はソレが一番なんだけど、今回はそうも言ってらんねぇーからな。なんたって妖よう刀とう使いの太た刀ち筋をかい潜くぐって、一撃必殺を決めない限り、お前さんに勝機はない」

　そ、そうだった……。

　炎えん術じゆつを使えるようになるのも重要だけど、まずはあの優やさ男おとこに勝つのが先決だった。

　負けたら、ここを追放されかねないからな、オレ。

　いや、それ以前に下へ手たすりゃ命がないかもしれん。

「………」

　そんなオレに、美み風かぜがフクザツそうな眼まな差ざしを送ってきやがった。

　自分が諦あきらめた道を、自分と同じような境遇の、美みヶか速はやを名乗るオレが進むというのは、心中穏やかならざるものがあるのだろう。まぁ正直、そこまで気にしてられん。どんな顔をされようが、知った事じゃない。

「どうやって太た刀ち筋を見切るかは、後で考えるとしてだ……。取りあえず『華か閃せん』ぐらいは使えるようにしないとな。幸い、お前さんは体術の心得と、飛び道具も使えるみたいだから、懐ふところに飛び込む方法はなんとかなるだろう」

「なんとかなるって……ならなかったら？」

「その時はお前さんの首が刎はね飛ぶだけさね」

「んな、無む茶ちや苦く茶ちやな……」

「グダグダぬかすな。死にたくなけりゃあ必死に学びな。行くよ！」

「え、ちょ、ちょっと……！」

　正面に居たはずの彩あや雲もさんが、一瞬にして掻かき消えた。

　は、速ぇっ！

　舌を巻きつつ、咄とつ嗟さに重心を後ろにズラす歩ほ方ほうで後方に移動する。

　──濡ぬれた紙の上を、破らないよう滑すべるように動く自分を想像しながら。

　一いつ旦たん、後退して、一番危険な背後からの気配を探る。

　が、そこには何も存在しなかった。

　って事は、後ろに回られたんじゃなかったのか!?

「バ〜カ。なんで後ろだって、決め付けるかねぇ」

　右の下方から伸びてくる細い腕。

　微妙に色っぽい白い袖そで口ぐち……。




　ズドンッ！




　瞬間、凄すさまじい衝しよう撃げきがオレの身体からだを夜空に圧おし上げた。

　これが『華閃』の威力かよ……！

　衝しよう撃げきと一緒に弾はじけ飛びそうな意識の中で、オレは唸うなった。

　確かにコイツを、太た刀ち筋をすり抜けて叩たたき込めれば、一撃必殺だって可能だ。

　問題があるとすれば……どうやって太刀筋をすり抜けるか、と……三日間で『華か閃せん』をオレがマスターできるかって事だな。

　……って、ダメじゃん。

　確定要素が、一つもねぇー。




　ビタンッ！




「ゲフッ！」

[image: ]

　長いようで短い空中遊泳を終えたオレは、境けい内だいの石畳だたみに叩き付けられた。

　肺の中身が押し出される激痛に、胃液が逆流しそうになる。

　メシを喰った後だったら、確実にゲロってたところだ。

「どうだい『華閃』の味は？　今のでも結構、手加減したんだぜ？」

「……でしょうね。……ッ、イテテッ！」

　ズキンッ！

　起き上がろうとして、オレは失敗した。

　今、足にスンゲー激痛が奔はしったけど……少し捻ひねったか？

「なにいつまでも寝てるんだい？　さっさと起きな」

「わ、判わかってますけど、ちょっと、右足に痛みが………イテテッ」

　マジィ……。こりゃしばらく冷やさないと、痛みが引かないかも。

「ちょっと大丈夫なの、優ゆう夜や？」

　見かねたように、美み風かぜがオレの右足にソッと触れる。

　ヒンヤリとした指先が、腫はれた患かん部ぶにほんのちょっぴり気持ち良かった。

「って、ちょっとコレ………」

　呟つぶやく美風の顔から、血の気がサァーっと引いてゆく。

　……なんだ？

　不安になるような大おお袈げ裟さな表情をしやがって、余計に痛いだろが。

「骨………折れてるわよ？」

「へ？　折れ…て……る？」

「………（コクン）」

　無言で首を上下させる美風。

　天を仰あおぐ彩あや雲もさん。

　目を丸くして口を塞ふさぐ美み空そらちゃん。

　え〜〜と。つまり、コレがどういう事かというと………。

　………。

　……………………。

　…………………………………。

　…………………………………………………………………………。

「あんだってぇぇぇっっ───！」

　水を打ったように静まり返っていた境けい内だいに、オレの絶叫が天高く轟とどろいた。










　　　　　　　　　◇◇◇




　全治一ヶ月！




　いや、もう前フリも回想もいらん。

　とにかく右足腓ひ骨こつ骨折で、全治一ヶ月。

　オレの右足には、そういう診断が下されたのだった。




「ったく、このカルシウム不足が！　仮にも美みヶか速はやの姓を名乗ってるヤツが、貧弱な骨をしやがって。今日から骨がくっ付くまで、ダチョウの卵の殼からでも齧かじっとけ！」

　病院から帰った社しや務む所しよに、不機嫌を丸出しにした彩あや雲もさんの声が響く。

「って、それが加害者のセリフっスかぁ!?」

　ボキィッ！

「あがぁ………」

　間かん髪ぱつ入れずに、彩雲さんのゲンコツが頬ほお骨ぼねの隙すき間まにメリ込んだ。

「文句あんのか、ンアァ？」

「……しゅびばしぇん。悪いのは勝手に骨折いたしました、手前の貧弱な右足でしゅ」

「判わかりきった事を口にすんじゃねぇーよ、タコ」

「………」

　この女、いつか殺やる……ていうか、むしろ犯ヤる。

　などと心に誓ちかってみたけれど、その日が来るのはいつの日の事やら。

　ま、来るかどうかも判らない近未来より、今は確実に訪れる三日後の方が問題か。

「どどど、どうすんのよ、優ゆう夜や！　決闘は三日後なのよ!?」

　そう血けつ相そうを変えるな、美み風かぜ。

　戦うのはお前じゃなくって、オレなんだから。

　にしても『決闘』か。なんだか随分と、懐なつかしい響きがする言葉だよなぁ。

　確か明治時代から続く『決闘罪』って法律があったような気もするけど、まぁいいか。

「取りあえず、少し落ち着け、美風」

「これが落ち着けるワケないでしょうが！」

　ごもっとも。

　でも、オレの襟えり首くびを掴つかんでブンブンと振り回すのは止やめてくれ。チト骨に響くから。

「で、でも、優夜くん。そのケガで、勝てる？」

　不安げな眼まな差ざしを、オレと右足のギブスの間で往復させる美み空そらちゃん。

「無理」

「そ、そんなぁ！」

　途端に美空ちゃんは、泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。

「テメェ、優夜。なにアタイの妹を泣かせてんだ、コラぁ」

　……オレか？　オレが悪いのか？

「む、無実ッス！　被告人は無実を主張します！」

「安心しな。ここの神社は、アタイと妹達の王国キングダムだ。アタイが法で、アタイが秩序だ。私的な死刑執行も、自由自在」

　なんとまぁ、嫌いやな感じの王国キングダムですこと。

「それが嫌ならどんな手を使ってでも、三日後の決闘に死んでも勝ちな」

「言いたい事は判わかりますけど、方法論を無視して結果のみを求めるのはどうかと……」

「なにかいい方法はないの、彩あや雲も姉さん？　剣けん豪ごうクラスを相手に、片足だけでも勝てる奥おう義ぎとか炎えん術じゆつとか……」

「あったらとっくに伝授してるよ。大体、コイツ炎術使えねぇーし」

「ああ、もう！　なんでアンタは美みヶか速はやのクセに、炎術が使えないのよ!?」

　グサッ！　今、グサッてきましたよ、ハートの真ん中に。

「み、美み風かぜ。ソレを言っちゃダメ……」

　いいんですよ、美み空そらちゃん。

　ボクが炎術を使えないのは、事実なんですから。

　ただちょっと、胸に突き刺さったギザギザナイフに少し瞳が滲にじんだダケさ。

「優ゆう夜や……。アメリカでこういう話がある。イジメられっ子の少年がカラーテを学び、イジメグループのカラーテチームと試合で戦う、って話だ」

「………？」

「少年は決勝まで勝ち抜いた。だが、片足をケガしちまった。それでも彼は不屈の闘志で立ち上がり、片足だけで決勝に勝った。片足だけで立ち、接近してきた相手に蹴けりを喰らわす、最終奥義でな」

「おおっ！」

　今、この一瞬に、なにかが見えた。

　鶴つるのような構えで立ち──もしくは道どう頓とん堀ぼりの看かん板ばんの人みたいなポーズで──飛び上がった脚あしで素早く蹴けりを繰り出す新必殺技が！

　本物の空から手て家が見たら、いかにも目を剥むきそうなＢ級アクションど真ん中っぽい奥義なような気もするが、確かにソレならオレにだって

「……あのね、優夜。アンタの脚あしって、日に本ほん刀とうの間合いより長いワケ？」

　できるかも……しれ…………。

「それに多分、夢む影よう天てん心しん流が一番得意とする装具──弓も用意してくると思うし」

「………」

　お肌はだの上にチクチクと、無言の眼まな差ざしが突き刺さる。

　気まずい沈黙。鉛なまり色の空気。

「ば、バッカじゃねぇーのか、お前？　もちろん、冗じよう談だんに決まってるじゃねーか」

「ふ〜〜ん」

　あ、その生温かい眼差しは、露ろ骨こつに信用してねぇーな、コイツ。

「チッ、やっぱ片足じゃ無理か。オイ、優夜！　骨折くらい気合で治せ！　気合で！」

「気合で骨折が直ったら、この世に接骨院はいりませんって」

「だったらゴハン粒でくっ付けろ！」

「だから無む茶ちや言わんで下さいよ！　バファローマンのツノでもない限り、骨折が三日で直るワケがないでしょうが！」

「三日もあれば充分だろ！　『士、別れて三日なれば、すなわち更に刮かつ目もくして相あい待て』って言葉を知らないのか、テメェーは!?」

「知ってますけど、用法が激しく間違ってます！」

「間違っていてもいいから、美み風かぜのために戦って！」

　泣きながら、オレの首に手を伸ばす美み空そらちゃん。

　いくら首を揺すられても、コレばっかりはなぁ〜。

「こうなったら最後の手段だ。腹に発はつ破ぱ捲まいて吶とつ喊かんしな」

「それが仮にも『炎えん術じゆつ使い』の言葉っスか？」

「発破を爆発させるのに炎術を使えば立派な炎術だ！　問題ない！」

「ありますよ！　っていうか、オレまで木こっ端ぱ微み塵じんでしょうがぁ！」

「だったら布ふ団とんを抱かかえて石段を転げ落ちて、スゴイ必殺技を編み出すとか……」

　美空ちゃん？　ソレは一体、いつの時代のテレビドラマでしょうか？

　肺の中身を長々と吐はき出し、オレはポリポリと頭を掻かいた。

　ったく、阿あ鼻び叫きよう喚かんの堂々巡りだな。

　ま、そりゃそうだろう。対策も秘策も、この状態ではあるワケがない。そもそも無理な話なのだ。仮にオレと優やさ男おとこの実力が互ご角かくだとしても、この骨折でオレの負けは確定している。だってオレにはこのハンデを覆くつがえせるような炎術を、何一つ持ち合わせてないんだから。

　対策なし・あるワケがない・無理・負けは確定・なにをやっても無む駄だ無駄無駄……か。

　一つ一つ咀そ嚼しやくするように、言葉の意味を胸の中で吟ぎん味みしてみたりする。

　実際、ソレは事実なんだろうけど………さて、どうすっかなぁ〜。

「これでアタシも、もう一度、京きよう都とで修行ね……」

　縦たて線の入りまくった顔で、美風が遠い東の方角を眺めた。

「でも、ある意味これでよかったのかも。夢む影よう天てん心しん流を極めたいって想いは本当だし……」

「み、美風……」

「でも、でも！　匡きよう摩まさんに毎日迫られるのだけは、絶対にイヤ！　まかり間違って事故でも起こって、匡摩さんと結ばれて家庭なんか築いた日には……ああ、あああっっ！」

　コイツ……見た目よりも相当、テンパってるな。

　にしても優男よ。報われそうにない恋もいいけど、警察沙ざ汰たにだけはなるなよ。

「ふふ、ふふふ。でも、これで優ゆう夜やも終わりね。コイツに御み火か布ふ津つ流の奥おう義ぎを覚えさせたりしたら、なんとかに刃物だし……。わたし一人が我慢すれば、皆が幸せになれるのよ」

「勝手にオレを終わらすな。まだ、負けると決まったわけじゃねぇーし」

「そ、そうだよ美風。優ゆう夜やくんが、きっとなんとかしてくれる」

「だが、もしもって時もある。だからその前に、コレだけは言わせてくれ」

　神妙な面持ちを眼まな差ざしに乗せて、オレは美み風かぜを凝ぎよう視しした。

「優ゆう夜や……？」

　普段と違うオレの声に、美風が驚いたように目を丸くする。

　ちょっと潤うるんだ、吊つり上がり気味の黒い瞳。

　どこか頼りなげに開いた、淡い桜色の薄い唇くちびる。

　……ヤベェ。

　今一瞬、コイツが可か愛わいいなどと錯さつ覚かくしそうになっちまった。

　夜桜の下でこんな出会いをしていたら、危あやうくホレちまうところだったかも。

「仮にオレが負けて、京きよう都とへ行く事になっても………」

「なっても……？」

　一拍の沈黙。

　お互いの息遣づかいすら聞こえてきそうな静寂。

　オレと美風の視線が絡からまり、もつれ……オレは、告げた。

「避ひ妊にんだけは、ちゃんとするんだぞ」

　バキィ！　ゴスッ！　ドカッ！

　三方向からの同時多発的なオールレンジ攻撃が、オレの身体からだを貫いた。

　結構痛いです。いや、本当に。

「こんなヤツに！　こんなヤツにぃぃぃ！　自分の未来を賭かけちゃうなんて、わたしってなんて大バカな事をしちゃったのよぉ〜〜」

「泣くな美風！　イザって時はコイツと一緒に、あの男も桜の木の下にアタイが埋める」

「わ、私も手伝う！」

　手伝ったらダメでしょ、美み空そらちゃん。

　キミは明あき羽ば神社唯一の、良心回路なんだから。

　まぁ、それはともかくとして、実際問題どうするべきか………。

　これがオヤジや兄貴なら、片足どころか両足を使えない状態でも、無理なく難なく超強力な炎えん術じゆつを使って優やさ男おとこを黒コゲにできるんだろうけど……オレには無理。頼みの御み火か布ふ津つ流は屋内戦闘用に特化されているから、基本的にその奥おう義ぎは近接格闘戦を前提にしているし。

　骨折している事を前提にした奥義なんて、いくらなんでもあるワケないか。

　骨が折れた状態でも使える奥義なら、少しくらいはあるのかもしれないけど。

　……クソ！　どこまでも役に立たない流派だよな、御火布津流ってのは！

　もっとも、その御火布津流の奥義すら使えないオレは、もっと役立たずだけどな。

　得意の体術も、この脚あしだとほとんど使えねぇーし。

　手しゆ裏り剣けんはなんとか使えるだろうけど、それダケだとちと心もとない。

　………。

　やっぱり「鶴つるの構え」しか……！




　ってゆうか、マジやべぇー。




　　　　　　　　　◇◇◇




　松まつ葉ば杖づえをコツコツ突いて教室に入ると、好こう奇きの視線が集中砲ほう火か。

　ああ、春の教室の眼まな差ざしは、オレにクギづけ。

　嬉うれしくなんか、ちっともねぇーし。

「うわ!?　どうしたの、その右足!?」

　その中でも、最も好奇心旺おう盛せいの雌めすイヌが一匹、尻尾しつぽを振って近づいて来る。

　オレは無言でグーを作って、

　ポカッ！

　雌めすイヌの頭に、教育的指導を叩たたき込んでやった。

「きゃうんッ！」

　なにが「きゃうんッ！」だ。マジで首輪をハメたろうか、この雌イヌめ。

　あ、ちなみにオレは男女平等派だから、相手が女でも平気で手を下すタイプね。

　でないと、オレが掲げる「理想のＳ道」は貫けねぇーからな。

　それがどんな道なのかは、さておくとして──。

「もう！　いきなりなにすんのよ！」

「るセェ！　誰のせいでこんなケガしちまったと思ってるんだ！」

「………自転車でコケたとか？」

　ベチンッ！

「きゃうんッ！」

　真ま顔がおでアホをぬかす雌イヌのオデコを、軽くハタく。

「んな運動不足の小説家みたいなマヌケな醜しゆう態たい晒さらすかぁ！」

「だからって、叩くことないじゃない、叩くことは！」

　赤くなったオデコを抱かかえ、涙目でオレを睨にらんでくる山やま梨なし。

　むしろその程度のダメージで済ませてやった事に、感謝してもらいたいくらいだ。

　オレがその気になったなら、コイツの頭ず蓋がい骨こつくらい余よ裕ゆうで砕くだける。全身凶きよう器きって言葉があるけど、オレや彩あや雲もさんクラスになれば、それは比ひ喩ゆ的な表現に止まらないのだ。マジで指の一本一本が、人間一人に死を強要できるくらいの武器になる。これが空から手てや柔道とかの二段以上になると、暴力を振るうダケで銃じゆう刀とう法ほう違反になっちまうけど、オレらの場合はそ〜ゆ〜のとは無関係だからノープロブレム。

「ったく、か弱い女の子に八つ当たりしないでよね。みっともない」

　後ろから、ウンザリした口調と一緒に美み風かぜが入ってきた。

　昨夜散々泣き喚わめいて暴れたせいか、その姿は今朝から多少は落ち着いている。

　もっとも、腫はれぼったい眼めは隠しようもないが。

「黙れ美風。オレのケガの間接的兼直接的な原因の女が」

「優ゆう夜やくん。カタギの女の子に暴力を振るったら、ダメ」

　美風に少し遅れて、美み空そらちゃんも教室に入ってくる。

「もちろんですとも、美空ちゃん。次からは気を付けますね♪」

「……あのさ。色々とツっ込みたかったりするんだけど、アナタってどうしてわたしと美空姉さんで、そんなに態度が変わるワケ？　姉さんも姉さんで、カタギじゃないわたしになら、暴力もオッケーだと？」

「態度の違いがどこにあるのかは、自分の薄い胸に手を当ててよく考えろってーの」

「今回の件に関しては、美風も少し、反省が必要」

「……充分反省しています」

　窘たしなめられ、美風はバツが悪そうに身体からだを小さくする。

　オレもそうだけど、コイツも本当に美空ちゃんには頭が上がんねぇーよなぁ。

　そんなオレ達の顔に、山やま梨なしが順番に視線を巡めぐらす。

「ひょっとして美みヶか速はやくん、昨夜………」

　どうやらやっと、己の撒まいたタネの不始末を悟さとったみたいだな。

「美風の誘惑に負けて爆発した動物的なリピドーとパトスの命じるがままにルパンダイブを敢かん行こうした瞬間を彩あや雲もさんに見つかってドラゴンスクリューに持っていかれたとか？」

「………美風。コイツ本気で殴なぐっていいか？」

「放課後ならね。屋上でも体育倉庫でも校舎裏でも、好きな場所に連れ込んで」

　言いながら美風は、魂たましいが抜けた足取りで自分の席に座り、

「はぁ〜〜」

　盛大なため息を吐はき出して、そのまま机に突っ伏した。

　どうやらいつもの、優等生を繕つくろう余よ裕ゆうもないらしい。

　背中のポニーテールも、心なしかシナってやがる。

　今ならアイツの背後に回り込んで、揉もみ応ごたえのなさそうな胸に抱だきついても反撃さえないかもしれん。あまつさえ、ブラウスの隙すき間まから指を滑すべり込ませても……ギリギリＯＫか？

「ねぇねぇ、美空。今日の美風って、なんかいつものキレがないね。ひょっとしてアノ日？」

「ダメ、睦むつ美み。美風、今日は冗じよう談だん通じない」

「？」

　不思議そうに、山やま梨なしは首を傾かしげた。

「このトリ頭さんめ。昨日きのうの優やさ男おとことの一件を、もう忘れたのか？」

「………？」

　キョトンとした顔をして、山梨はオレのギブスに視線を落とす。

　そして腕を組み、しばし黙考。

「あ〜あ〜あ〜、そういう事ね」

　ようやく正解に辿たどり着いたらしい。

　軽く手の平をポンと叩たたき、山梨は納得したような顔をした。

「で、それって骨折？　それとも靱じん帯たい？」

「骨折」

「骨折か……。じゃあ、三日後……って、もう二日後か。ちょっと辛つらそうね」

「ちょっとどころの問題じゃねぇ、つーの」

「そうかそうか。美み風かぜ、そんなに優ゆう夜やくんと離れるのが淋さびしいんだ」

　イヤマテそれも違うと思うのだが？

「お前なぁ。こうなった原因を作った一人として、もうちょっと責任を感じろよなぁ」

「え〜〜。責任って言われても〜〜」

　眉まゆ根ねを八の字に曲げて、山梨はわざとらしい唸うなり声を搾しぼり出した。

　コイツ……典型的な「面白ければ、取りあえずＯＫ」だな。

　オレには判わかる。だって、オレもそうだから。

　後あと先さき考えずに、その場を掻かき乱す。後は騒そう動どうに巻き込まれた当事者達が、面白おかしくもがく様を、ポップコーン片手に舞台最前列の関係者席から見学しようとする手合いだ。

　チッ。なんて迷惑なヤツなんだ。

　そういう役は、オレにこそ相応ふさわしいってのに！

「で、美みヶか速はやくんはどうする気なの？」

「はぁ？　どうするって、何が？」

「棄き権けんするの？　それとも、その脚あしでもやってみるの？」

　訊きいてくる山梨の声はいつもと変わりなかったが、瞳の深さが少しだけ違った。

　………。

　ま、別に隠す必要もない事か。

「不戦勝は好きだけど、不戦敗ってのはキライなの」

　ぶっきらぼうに告げると、何が嬉うれしいのか山梨は破は顔がんした。

「そっかそっか。それは殊しゆ勝しような心掛けだよ、美ヶ速くん」

「そうか？　そんなの別に、誰だって同じだろ」

「そりゃそうよ。でもね、そう「思う」だけの人と、それを「実践」できる人とじゃあ、天と地ほどの差があると思うけどな」

「フッ……。ホレるなよ」

「あ〜、それは絶対にないから心配しないで」

　山やま梨なしはヒラヒラと手を振って、自分の席に戻って行った。







「……と、いうわけで、古代日に本ほんと朝ちよう鮮せん半島は密接な関係にあったと考えられており、中でも百済くだらとの関係はとりわけ深いものだったわけだ。この関係を語る上で、第一級の資料とされているものの中に『七しち支し刀とう』と呼ばれる宝剣がある。これは「しちしとう」、もしくは「ななつさやのたち」と呼ばれる国宝で、刀身に「秦たい和わ四年」の碑ひ文ぶんが──」

　オレは机に伏せて居い眠ねむりを装い、日本史の授業を聞き流していた。

　教師の言葉なんか、全然耳に入っていない。

　今、オレの脳細胞の全すべては、二日後に迫った決闘の傾向と対策に注そそがれている。

　ここの学校は授業の妨ぼう害がいさえしなければ、眠っている生徒にもワリと寛かん容ような教師が多いから助かる。反面、フェロモン爆発な巨乳の美人教師とか、若くて綺き麗れいな保健の先生がいないのはマイナスポイントだ。ちなみに最近流は行やりの、どっから見ても小学生にしか見えないようなちっちゃい先生ってのは、オレの趣味じゃないのでパス。

　まぁ、実際にそんな教師がいたら、ある意味見てみたい気もするが。

　いずれにしても、おかげで安心して授業中に爆ばく睡すい──じゃなかった。対策を錬られる。

「ちょっと話は脱線するが、石いし上がみ神宮にはこの国宝『七支刀』以外にも、様々の宝剣伝説が集まっていて、さながら古代日本の聖剣伝説の宝庫と言ってもいい。そもそも祭っている神様が剣の神様とも神剣ともいわれ──」

　黒板をチョークが叩たたくＢＧＭに思わずダウンしそうになりながら、オレは仮想シミュレーションを何度も何度も繰り返す。仮想対戦者はもちろん日本刀を持った、五体満足のオレより若じやつ干かん腕が立つくらいの相手。一時限目から四時限目までの間に、およそ百戦を超える戦いのパターンを、色々な角度から検証してみる。

　結果──。

　オレの全戦全敗だった。

　多分、暗黒時代の阪はん神しんタイガースでも、ここまで連敗はしなかっただろう。

　つまり、オレは阪神を超える男というワケか。

　それも激しくマイナス方向に。

　……でも、ちょっと言わせて貰もらうなら、オレが弱すぎるワケじゃないんですよ？

　武術の世界には「剣道三倍段」っていう、ワリと有名な言葉がある。

　素す手でで剣道の有段者と戦うには、その三倍の段位が必要だって意味。それくらい素手と竹刀しないとの間には、隔かく絶ぜつした差があるとされているのだ。少なくとも、一般的には。喧けん嘩か自じ慢まんの不良が、素す手でで竹刀しないを握った剣道家に勝てるのは、せいぜい漫画の世界だけってこと。

　しかもオレが相手にするのは、竹刀を握った剣道家なんかじゃない。

　剣術家……いや、どっちかっつぅーと、武芸者って言葉の方がしっくりくるかな。

　ようするに、なんでもアリな方々だ。

　戦闘開始に「始め！」の合図もなければ「反則」の二文字もない。

　立会い中に砂どころか、もっと凶きよう悪あくな粉末辛から子しを投げ付けてくる事くらい、平然とやってのける連中だ。ましてや優やさ男おとこは、夢む影よう天てん心しん流の退たい魔ま師。どんな呪じゆ具ぐ・呪じゆ術じゆつを使ってくるか判わからないし、何をされても一々驚いていられない。

　表と裏の世界で表現するなら、まさしくストレートで裏側だ。

　オレも一応、裏側の人間だし、武器を持った相手を想定した体術も知っている。

　御み火か布ふ津つ流なら、オレの家よりもそのバリエーションは多いハズだ。

　妖よう刀とうに憑つかれた刀使いとやり合うケースってのは、案外多かったみたいだから。

　いや、憑くのは妖刀だけとは限らない。

　妖よう狐こや鬼おに、怨おん霊りようの類たぐいに憑かれた場合だって同じ事だ。

　辻つじ斬ぎりとか、人斬り○○とか呼ばれているような有名人も、大抵がコレ。

　表舞台に登場しないまま、闇やみに葬ほうむられた連中はその数倍は下らないだろう。

『殿との、ご乱心！』も、一緒の事だ。

　この手の連中が刀を持って屋敷や城内で暴れ回った時こそ、室内戦闘用に特化された御み火か布ふ津つ流の真ま骨こつ頂ちよう。特に相手が殿様や公く家げだった時なんか、殺さずに取り押さえなければならなかったハズだから、対刀使いに関する技術は相当研ぎ抜かれているハズだ。

　………とは言っても、その研ぎ抜かれた技術ってヤツを、まだなぁ〜んにも教えて貰もらってないんだよなぁ〜オレ。




　　素手だから戦えません。

　　相手が武器を持ってるなんて、卑ひ怯きようです。




　──みたいな寝言は、コレッぽっちも通用しない。

　まぁ、武器なんか持たなくたって、御み火か速はや霊ひ流の炎えん術じゆつは充分に卑怯。それはもう、チャンバラの世界にマシンガンを持ち出すくらいに、とんでもなく卑怯だ。ただ、ソレが「ない」オレだから、まともに勝負をしても勝ち目はない。薄いんじゃなくって、全くないのだ。

　奇き跡せきでも起こらない限りは、ね。

（おい、美みヶか速はや）

　隣りの席に座るクラスメートＡが、なにやらヒジで合図を送ってきた。

（コレ、お前あてらしいぞ）

　そう言って、折り畳たたまれたノートの切れ端がオレの机に回ってきた。

　ったく、誰だよ。今日のオレは、近年稀まれに見るほど忙しいってのに。

　一応、教師にバレたらマズイんで、念のために教壇の様子を窺うかがってみる。

「──が、ミカフツノ神だ。この霊れい剣が古こ事じ記きの中で登場し、タカクラジ命のみことが神じん武む天皇に献けん上じようして、その危機を救ったとされているわけだ。あ〜、ここは覚えなくてもいいからな。テストには出ないぞぉ。さて、授業に戻るが、百済くだら以外にも高こう句く麗り、新羅しらぎの──」

　よしよし、上う手まい具合に黒板の方向に向き直ってくれた。

　んでは早速、メモの中身を確認するといたしますか。




『昼休み、屋上で待っててね　Ｍ・Ｙ』




　ふむ……。

　別にこれが「ラブレターか!?」って驚くほど、オレはベタじゃない。

　……そりゃあ、ちょっとは期待したけどね。

　大体、『Ｍ・Ｙ』ってのはなんの事はない、ムツミ・ヤマナシだし……。

　ヤツにコクられたところで、ミジンコの糞くそほども嬉うれしいものか。

　つーか、むしろ迷惑？

　なんだか面めん倒どう臭くさそうな予感がするが……まぁ、せっかくの誘いだし、行ってやるか。

　オレは静かにメモをたたんだ。




　　　　　　　　　◇◇◇




　昼休みの屋上は、思っていたより盛せい況きようだった。

　春の終わりを感じさせる優しい風と、柔やわらかい日差し。

　教室でメシを喰うよりも、快適な環境はそれなりに整っているようだ。

　男同士、女同士。仲良く小さな輪を組む連中。

　中にはチラホラと、男女で弁当をつついている幸せな連中もいやがる。

　ホント、平和だねぇ〜。

　平和な光景だけど、これだけは断言できる。

　オレはパックの豆とう乳にゆうを啜すすりながら、自分の弁当箱に視線を移した。

　弁当箱にはテンコ盛りのジャコに、タマゴの殻から………。

　ここまで偏かたよった昼メシを喰ってるのも、オレくらいに違いない。

　いや、確かに骨折にはカルウシムが一番だし、この品揃えならカルシウム満点……つーか、カルシウムしか入ってねぇーだろ、コレ？　この調子だと、明日あしたの弁当も天然サプリメントのみなんだろうか……。下へ手たしたら、石灰をそのまま喰わされたりして。まぁ、これは早く骨折を治せとの、美み空そらちゃんなりの配慮なんだろうけど、この弁当はちょっと気合入り過ぎ。

　ったく、美空ちゃんの美み風かぜに対する過保護っぷりにも、困ったもんだ。

　ポリポリとタマゴの殼を齧かじりながら、オレはなかなか現れない山やま梨なしを待ち続ける。

　……しかし、ただ待ち続けるってのも、ちと退屈だよなぁ。

　よし。ちょっと、試してみますか。

　オレはメシを喰ってる連中から、なるべく死角に移動して、松まつ葉ば杖づえを放した。

「………」

　ふむ。予想通り、直立する分には問題はないか。

　足首まで固定したギブスが、折れた骨の代わりにオレの体重をしっかりと支えている。

　この状態から加重すると──

「………つッ！」

　さすがに若じやつ干かん、痛みが奔はしるが、我が慢まんできないってほどじゃない。

　なら、この状態から踏み込んでみると、どうなるでしょう？

　シュッ！

　いつもより数段スローな踏み込みから、軽く突きを繰り出してみる。

　ハエが止まる、とまでは言わないが、普段のレベルからはキレも威力も格段に低い。

　そして、ほんのちょっぴり、後悔した。

「……………………………痛い」

　顔中にダラダラと嫌いやな感じの汗が溢あふれ、オレは呻うめくような声を搾しぼり出した。

　これは結構……いや、相当ツライ………。

　一応、痛みに対する耐性は、常人どころかプロレスラーのソレすら凌りよう駕がするような鍛きたえ方はしているけど……ハハハ、足元に落ちる脂汗が止まらねぇー。自分で自分の骨を折って、その状態でどこまで戦闘力を維持できるかを確かめたキチ……あいやや、タフガイな方々の話を訊きいた事があるけど、オレには到底マネのできる境地じゃねーな、こりゃ。

　美みヶか速はや秘伝の痛み止めを飲んで、もうちょっとギブスを改良して……。

　それでも右足が使えるのは、せいぜい五分……いや三分あたりが限界ってところか。

　と、そこへようやく山梨が姿を現した。

「ゴメンゴメン。購買が混んでて……って、どしたの美ヶ速くん？　顔、変よ？」

「ソレは脱字か？　それとも「素す」か？」

　遅れてやって来て、開口一番がコレかよ、コイツは……。

「ま、そんな事より、ちょっと訊ききたいんだけど……」

　そんな事なのか、オレの顔は？

「美みヶか速はやくん。昨夜、美み風かぜとなんかあったの？」

「………はぁ？」

　質問の意味が掴つかめずに、オレは間の抜けた声をもらした。

「だって、どう考えてもおかしいのよ、美風の様子が」

「そりゃ、おかしくもなるだろ。あんな優やさ男おとこの元に花嫁修業……じゃなかった、武者修行に出掛けんだから、気も滅入るってもんだ」

「あたしは絶対、それダケじゃないと思うんだけどなぁ〜。いつもの美風なら、昨日きのうは悩んでても一日寝たら元通りって性格してるから。京きよう都とに行く事になっても、『よし！　こうなったら一日でも早く、学ぶべき事は全部学んでコッチに戻ってこよう！』って感じかな」

「そりゃ、お前がなにも知らないダケだろ」

　と、言いかけたその言葉を、直前で飲み込む。

　余計な事は、言わない方がいい。

　コイツが美風の京都行きを、なにかの学び事──古武術とか弓術──くらいに考えているのなら、それに越した事はない。オレ達の世界は、ワリと特殊だ。妖よう怪かいとか怨おん霊りようとかの存在を知らない、普通の生活を送っている人間には、ちょっと判わかりづらい面が沢たく山さんある。

　なにも知らないのなら、知らないままの方がありがたいのだ。

　なまじ知られ、騒がれたりすると、美風はもちろん美み空そらちゃんに彩あや雲もさん、なによりこのオレ自身が迷惑だ。特にコイツの性格を考えると、性タ質チの悪い病原菌よりも遙はるかに伝でん播ぱ能力が高そうだし。尾ヒレ背ビレに胸ビレまで付けたいい加減な噂うわさを、あっという間に校内に広げちまいそうなのがなによりコワイ。

　それが度を過ぎるようなら……手荒い対処も、考えないといけない。

「………ねぇ。ひょっとして今、ものすご〜く失礼な事を考えてない？」

　探るような黒い瞳が、鼻先の位置にまで近づいてくる。

　コイツもコイツで、無防備なやっちゃなぁ〜。

　オレが今時の高校生離れした、クール＆ストイックなナイスガイじゃなかったら、その手の行為は著しい誤解と錯覚を生み落とすぞ？　特にカノジョのいない連中なら、たった一度の「胸がドキン」みたいな古典的なパターンで、春が来たと勘かん違いできるんだから。

　男って生物は、それくらい単純かつオロカにできているのだ。

「今日の美風は、絶対に美ヶ速くんを強烈に意識していたわ」

　そして女という生物は、かくも思い込みの激しい存在らしい。

　語る山やま梨なしの眼めは、とても冗じよう談だんとは思えないくらい真剣そのものだった。

「自分の都合で居い候そうろうに決闘を押し付けて、そのせいで足の骨を折るケガまでさせたんだ。そりゃちょっとくらい、意識だってするんじゃねぇーの？」

　っていうか、知らんプリを決め込むようなヤツは、例え女でもタダじゃーおかねぇー。

　厳しく激しくイヤらしく、調教という名の教育的指導を施さねばならん。

　それが人の道というものだ。

「アレは絶対、そんなんじゃないわよ。あたしには判わかる。絶対に昨夜、美風と美ヶ速くんの間でなにかあったハズよ」

「勝手に決め付けるな。あったとしたら、そりゃオレの骨折くらいだ」

「そっかなぁ〜。あたしは美風のアイデンティティーに関わる、重要ななにかがあったとしか思えないんだけど。そこのところを、詳しく訊ききたかったんだけどなぁ。ねぇ、エッチな事ばっかり考えている不ふ憫びんな脳味噌を最大動員しても、本当になにも思い出せない？」

「お前はオレに頼みごとをしているのか？　それとも喧けん嘩かを売ってるのか？」

「だってぇ〜〜。すっごく気になるんだもん。授業中も寝られないくらいに」

「授業中くらい勉強しとけ、この野や次じ馬うまが」

「野次馬とは失礼ね。お節せつ介かいなだけよ。だってあたしは、美風の悪友だし」

　シレっと言い切る山やま梨なしの横顔を、オレはマジマジと凝ぎよう視しした。

　にしても、女同士にも「悪友」って概念があるとはね。

「ホレないでね」

「死んでもホレるか」

「それはありがとう。で、さっきから微妙に話をソラそうとしてるみたいだけど、今さら隠す必要はないわよ？　ミカフツの『炎えん術じゆつ使い』って言うんでしょ？　美み風かぜのお姉さんって」

「……なんですと？」

「美風と美み空そらは違うみたいだけど……美みヶか速はやくんは、ミカハヤヒだっけ？」

　コイツ……そんな事まで………。

　いっそ、殺やるか？

　オレは硬い唾つばを嚥えん下げした。

　どうせコイツの事だ。

　脅おどかして口を塞ふさごうとしたところで、黙り続けているワケがない。

　そりゃ御み火か速はや霊ひ流も御み火か布ふ津つ流も、裏の世界でこそビッグネームだけど、それが表の世界に洩もれる事はない。

　いや、あってはならないのだ。

　例え相手が親友といえども、この不ふ文ぶん律りつは絶対──

「何度か仕事しているところとか、見せてもらった事もあるし」

「って、家ぐるみで掟おきて破りしとんのか、あの神社は！」

「あ、ウチの御お祖じ父いさん、与党の国家議員をやってる関係でね？　開発事業で、ヤバイ土地とかに手を出したりする時があるのよ。多分、美ヶ速くんのお父さんとも会った事があるんじゃないのかなぁ。他ほかにも色々と各方面から恨うらまれたり、呪じゆ詛そを飛ばされたりとか……自殺した秘書が化けて出た事もあったし」

　それはツっ込むところなのですか？

　それとも流す方向で？

「そういうワケだから、美み風かぜん家ちとは結構顔馴な染じみなのよね、ウチって」

「……ジィさんに伝えとけ。悔い改めろ、と」

　後、国民年金もちゃんと払っとけよ。

「で、本当になにもなかったの？」

「だから、無いって言ってるだろ」

「ふ〜ん。ま、本人が気付いてないダケって可能性も、あるんだろうけど……」

　そういうモンなんだろうか？

　正直、微妙な人間関係ってのは、オレにはよく判わからん。

　オレって向こうの里にいた頃は、あんまり人付き合いとかなかったからなぁ〜。

「ま、ソッチはいいわ。次は美みヶか速はやくんね」

「オレ？」

「そう。美ヶ速くんがなんのタメに、烏からす丸まって人との対決を承しよう諾だくしたか。しかも、足の骨が折れている状態でも、まだヤルつもりだし……。不戦敗は嫌いだ、とか言ってたけど、そもそも戦う理由自体が美ヶ速くんにはないじゃない」

「オレの健全な食生活と、骨折しながらどれくらい戦えるか試してみたいから……っていう理由だけじゃ、ダメなのか？」

「ダァ〜メ」

「……ったく。大体、オレがその理由ってヤツをお前に話したところで、オレにどんなメリットがあるっていうんだ？」

　すると山やま梨なしは「ニヘラァ〜」としか表現できないような笑みを、オレに向けた。

　なんていうか、オレに「しまった」と思わせるような、企んだ笑みだ。

　今のオレ、クモの巣に引っ掛かった哀あわれなウスバカゲロウの気分。迫りくるのは、ヤマナシジョロウグモ（メス）。しかもコイツの事だ。安あん直ちよくな逆さかさ貼はり付けとか亀べつ甲こう縛しばりとか、そんなメジャーな技を繰り出してくるワケはない。遙嶽高望ノ鳥とか玉輝照山とか、オレですら知らない技で縛しばられたりしたら………新しい世界に目覚めちゃうかも♪

「美ヶ速くんが知りたいって思ってる事を、なんでも一つだけ教えてあげるわよ？」

「………マジで？」

「うん。マジで」

「夜の秘め事の回数でも？」

「それが本当に、美ヶ速くんの知りたい事ならね」

　ピクリとも表情を崩くずさずに、山梨はサラリと言い切った。

　……チッ。ヤッパリこいつ、なんか苦手だ。

　オレが求めている答えを知っていて、こういうカードを切ってきやがる。

「そんな大した理由じゃねぇーよ。ただ、なんていうか……誰かに頼られて、自分に力がないせいで応こたえられないってのは、情けないから勘かん弁べんしたいダケ」




　本当に、タダそれだけのこと。




「子供の頃の話だけどな……。オレと同じ年頃くらいの姉妹が、里の連中にイジメられてるのを助けようとした事があったんだけど、情けない事に返り討うちにあっちまった」

　なんたって連中、子供でも炎えん術じゆつ使いなんだもんなぁ〜。

　そこへきてオレは宗そう家けの人間っつーだけが取とり得えの、ただのガキだったし。

　ま、あの頃はまだ大人おとな達がオヤジの幻影に怯おびえていたのを錯さつ覚かくして、オレもいい気なもんだったからな。それが他ほかの連中に、どれくらいの反感を買っていたかなんて、ネズミの尻尾しつぽほども気付いてなかった。




　だからあの時、オレはアイツらを止めようとして──。

　逆にボコボコにされちまった挙句に──。

　助けようとした姉妹に、逆に助けられちまった。

　情けない事に……な。




　あの時……。

　あの姉妹が泣きながらオレを庇かばってくれたのは、忘れたくても忘れられない記憶。

　そんな誰にでもあるような、ヘボイ恥ち辱じよくの一ページ。

　ただ、それダケの事だ。

　そういうサイドストーリーが、十年くらい昔のオレにあったってダケってお話。

　だけども、まぁ……だからこそ強くなりたいってオレは願ったのか。

　せめて頼りにしてくれる女の子を、泣かさない程度には……ってな。




「ふ〜〜ん。それで美みヶか速はやくん、美み風かぜん家ちで炎えん術じゆつを習って強くなりたいんだ。エッチな事ばっかり考えているワリには、結構マジメな志なんだね」

「どっちかつうーと、ソッチのはついで。オレの目標は、兄貴とオヤジとその他諸もろ々もろに積年の恨うらみを『焔ほむら』に籠こめて、完かん膚ぷなきまでにぶっ飛ばす事なの」

「ボーイズ・ビー・アンビシャス！　少年よ野望を抱いだけ！　ってヤツね」

「違う、つーの。……いや、あってるのか？」

「細かい事はどうだっていいじゃない。おかげで大体の事情は判わかったし。っていうか、やっぱり原因は美みヶか速はやくんじゃない」

「はぁ？　なんでだよ？」

　オレはマジマジと山やま梨なしの顔を凝ぎよう視ししたが、山梨は意味ありげな笑みを返すだけだった。

「コレは教えてあげない。でも、他ほかの事なら約束通りに教えてア・ゲ・ル♪」

「んじゃ、夜の秘め事の回数」

「ん〜とね。あたしの場合だと、一週間にだいたい──」

「スミマセン。ボクがワルカッタからケッコウです」

　っていうか、この手のボケにマジで答えるな！

「恥しがるなら、最初から訊きかなきゃいいのに。変なの」

　くっ……変なモノでも見るような顔をしやがって。

　変なのはキサマだ。覚えておけ、この精神的露ろ出しゆつ狂きようめ！

「……で、なんでアイツは、明あき羽ば神社を離れるのを、あんなに嫌いやがってるんだ？　まさか本気で、あの優やさ男おとこがいるからって理由じゃないんだろ？」

「もちろんよ。本当はコレもあたしが言うような事じゃないんだろうけど、特別サービスってところかな」

「なんでもいいからとっとと話せ」

「簡単な事じゃない。離れたくないからに決まってるでしょ」

　パチコンっ！

　広いオデコの中心に、オレはデコピンを炸さく裂れつさせた。

「きゃうんッ！」

「舐なめてんのか！　もしくは舐める……いやむしろ舐めさすぞ、このアマァ！」

「だからぁ！　離れたくないのよ、あの家から！　離れちゃったら護まもれなくなっちゃうじゃない、あの家のこと！　っていうか、なんでベルトを外そうとしてるのよ！」

「………なに？」

　ズボンは穿はいたままでもＯＫと？　男のツボを心得たマニアックさんめ。

「あのさぁ。少しくらいエッチなこと以外にもオツムは使った方がいいよ、美ヶ速くん。美み風かぜが置かれている諸もろ々もろの環境とか、背景とかさぁ。ちょっと考えたら、答えなんか直すぐに出てくるじゃない」

　意外と本気な山梨の口調に、オレはベルトを外す手を止めた。

　美風が置かれている環境……？

　例えば胸が薄いとか、学校では優等生気取っているワリにガサツだとか？

　もしくは自分が入った後の風ふ呂ろにはオレを入れさせないし、さりとてオレが入った後の風呂にも入りたがらないから、結局オレは廃車の横でドラム缶かん風呂に入るようになった……のはオレの環境だから、ちと違う。

　後は、自分も炎えん術じゆつが使えないから、夢む影よう天てん心しん流の門を叩たたいた事と──。

　両親を失った今、家を護まもっているのは姉の彩あや雲もさんだけで──。




　……………だから、なのか？




　だから強くなりたいのか、アイツは？

　自分がそこまでしないといけない存在だと、本気で思い込んでいるのか？

　アホくさ。

　そんなガキみたいな理由で、他ほかの流派を学んで……。

　三年間、居なければならないハズだった場所を留守にして……。

　一人で気負いすぎなんだよ。

　そりゃオレらみたいな『力』を求める人間にとって、三年は決して長くはないよ？

　たった一つの境地に辿たどり着くために、十年、二十年──或いは、一生を。

　それどころか親・子・孫まごの三代を経ても、尚なおも辿り着けない場合だって往おう々おうにある。

　奥が深いんじゃない。

　途方もなく、長いのだ。

　オレ自身、御み火か速はや霊ひの『炎ほむら』に十七年間たずさわって、未だに開眼してないし。

　この後、更に十七年を費やしても、開眼できる保障すらない──っていうか、むしろ低い。

　かの宮みや本もと武む蔵さしは『五ご輪りん書しよ』の中でこう書いている。曰いわく、「我、ようやく兵法について悟さとったのが五十歳さい」ってね。これは五十歳で辿り着けたって意味じゃない。五十歳でようやく、スタートラインに立てましたって解釈するのが妥だ当とうなのだ。

　そういう世界の、しかも裏側に、オレも美風も立っている。

　これまでも、これからも。

　裏のオレらは、表のスポーツや武道とは随分と……違う。

　過か酷こくな鍛たん錬れんに耐えられる強きよう靭じんな肉体と、なにより鋼はがねのような意志が必要になってくる。イタイのツライのと、言って務まる世界じゃない。生なま半はん可かな決意で齧かじったりすれば、身体からだをボロボロに壊こわして──そこで終わる。

　下へ手たすりゃ死ぬし、誰も助けてなんかくれやしねぇー。

　オレや美風が生せい業ぎようにしようとしているのは、そういう世界だ。

　そういう道を、美風は自分の意志で選んだのだ。

　強くあらねばならない目的があったし、そのタメの手段が必要だったから。

　もっとも、その手段に振り回されて、目的がおろそかになっちまっているところが、なんともいえずマヌケな話だ。

　アイツにとって、夢む影よう天てん心しん流は手段であって目的じゃないハズなのに。

　アイツのやりたい事ってのは、そういう事じゃないハズなのに。

　よく考えもせずに直感だけで動くから、こういう矛盾した目に遭あうんだよ。

　だがこれで、よぉ〜く判わかった。




　やっぱりアイツは、どうしようもないアホって事だ。




　　　　　　　　　◇◇◇




　トントントン──。

　トントントン──。




　夜の社しや務む所しよに延々とリズムを刻む、木き槌づちのＢＧＭ。

　人間ってさ、ゲンキンなもんなんだよねぇ〜。一昨日おとといの夜までこの音が無む性しように重苦しく、何かの拷ごう問もんのように思えてたってのに、今ではすっかり楽しい響きに思えちまう。

　それにしても、彩あや雲もさんもケチというか、危あぶないところだったと言うべきか。

　ワラ作りの目的が判わかったからいいものの、ワケも判らず続けていたら、何ヶ月掛かってもなんの上達もなかったハズだ。クワバラクワバラ。同じ運動、同じ鍛たん錬れんを続けても、その意味と目的が判っていないと、無用な筋肉が付くだけで終わっちまうからな。

　ある偉大な拳法使いさんは、こんな言葉を後こう世せいに残している。

　曰いわく、『考えないで感じるんだ』ってね。

　これって半分はそうなんだろうけど、半分は間違ってるんだよねぇ〜。

　感じた事を脳味噌で理解できないと、折せつ角かくの天てん啓けいがそこで止まってしまうから。

『何な故ぜそうなるのか』がないと、『だったらこうすればいい』に繋つながらない。繋がらないのに同じ事を繰り返すもんだから、どう足あ掻がいたって進歩がない。で、進歩がないのは努力が足りないからと、妙な精神論の世界に突入してしまう。

　彩雲さんがオレに教えたかったのは、多分、そういうこと。

　この先も気を付けないと、時間だけ無意味に過ぎちまうって事も充分あり得る。

　材料だけ与えて、後は「学びたけりゃあ、自分で勝手に学びな」って態度がアリアリだ。

　ある意味、究極の──しかもマイナス方向の──放任主義者だな。

「優ゆう夜やくん。ワラ、まだ叩たたいたほうがいい？」

「充分、充分。サンキューね、美み空そらちゃん」

　薄っすらと額ひたいに汗を浮かべた美空ちゃんに、ねぎらいの言葉を掛ける。

　さっきからワラを叩たたいていたのは、実は美空ちゃん。

　で、オレは美み空そらちゃんが叩たたいてくれたワラをすぐって、極ごく細ぼそに編んでる真まっ最さい中ちゆう。ワラを叩くのは誰だって構わないけど、この作業だけはオレがやらないと意味がねぇーからな。ま、コツさえ掴つかんでしまえば、コレくらいの仕込みはチョロイチョロイ♪

「そんなに細いワラ、どうするの？」

　不思議そうに、手元を覗のぞき込んでくる美空ちゃん。

　少し大きめのトレーナーの襟えり元もとから覗のぞく白いお肌はだと、チラリと見える白いヒモというかカップというか柔やわらかそうな谷間のラインが……なんとも言えず、グッドだ。

「これはね、こう使うの」

　ワラの中からワリと上う手まく編めた一本を摘つまみ、棒ぼう手しゆ裏り剣けんの根元に捲まき付ける。

　本当は漆うるしで固めた動物の毛が捲まき付けてあっただけに、見た目は少々不ぶ格かつ好こうだ。けど、こればっかりはしょうがない。それに問題なのは見た目じゃない。ワラを捲いた事による重心バランスの変化と、空気抵抗の方がよっぽど問題。

　オレが打つ棒手裏剣は、二種類のタイプがある。

　先端を針のように尖とがらせた貫通用と、平たくした両端に刃やいばを付けた切断用。

　ココに来た初日に、美み風かぜの袴はかまを切り落としたのは後者の切断用だ。

　この切断用は真まっ直すぐ飛ばすから問題ないんだけど、貫通用がちと怪しい。

　コイツが威力を発揮するのは直打法といって、空中を四分の一回転だけさせる独特な投とう擲てき技術を用いた時だ。投げた瞬間は先端が上を向いて、命中するまでに九十度だけ回転させるこの打ち方。重心のコントロールが、実は無む茶ちや苦く茶ちや難しい。ましてや動き回っている最中に、相手の距離を瞬時に把は握あくして回転幅を調整するのは、もう大変。

　大変だけどこの四分の一回転ってのは、投げられた方にとっては非常に厄やつ介かいなのだ。

　なにせ接近するにつれて、視覚できる面積が点になるから遠近感を狂わせる。

　だから真っ直ぐに飛ばすよりも、遙はるかに躱かわしづらい。ホント、昔の武術家ってのは、良く考えているよなぁ。ちなみに認知度の高い八方手しゆ裏り剣けんみたいな車しや剣けん型は、この直打法をマスターする事ができなかった武芸者が、苦肉の策として編み出したらしい。

　扱いが簡単な反面、刃先に毒でも塗らない限り有効な武器とはとてもいえない。

　しかも、スピードが遅いから躱されやすいっていう欠点付き。

　……と、ウンチクはエエわ。

　とにかく、このワラ捲き手裏剣の新しい重心を、身体からだに馴な染じませないとな。

　せっかく仕込んだのに、イザって時に使えないんじゃ笑うに笑えねぇー。

　それにあの優やさ男おとこが妖よう刀とうの力を借りて、本当に古いにしえの剣けん豪ごうクラスの実力を獲得するなら、中途半端な手裏剣術は通用しない可能性は大だ。なにせ『剣豪』ってくらいだ。こういう武器を当たり前のように使う方々と、普通に死し合あってきた生きる伝説……いや、死んでるのか？

　どっちにしても現状のオレが選択できるオプションの中だと、コイツが一番気の利いた攻撃方法だからな。後は他ほかの仕掛けとの組み合わせ次第、ってところだろう。

　しかし、参ったなぁ〜。

　他にも色々とヤル事があるってのに、この調子だと時間がまるで足りてねぇー。

「……なにさっきから変な顔をして、ブツブツと呟つぶやいてるのよ。気持ち悪い」

　ふと気が付くと、オレの手元を覗のぞく視線が一組増えていた。

　やるな、美み風かぜ。いくら考え事をしている最中とはいえ、こうも容た易やすくオレへの接近を成功させるとは。視界の端っこに映った、短めのスカートから伸びる健康的な脚線を一いち瞥べつし、オレはほんの少しだけ感心してみせた。

　もちろん、ムダな贅ぜい肉にくが一ひと欠かけらも見当たらない脚線美にですよ。

　太すぎず細すぎず、さりとて筋肉質なワケでもないこの完かん璧ぺきなバランス感。

　こと脚線に関する限り、コイツの美脚は美み空そらちゃんを越えてナンバー１だ。

　こういう脚あしからパンツをズリ下げるのは、男として至し高こうの浪ろう漫まんを感ずる。

　もっとも、他の部分が色々といただけねぇーけど。

「言っとくけど、その手に持ったもので美空姉さんに迫るつもりだったんなら、タダじゃすまさないわよ」

　特に、こうやって直すぐに喧けん嘩かを売り付けてくるような態度がな！

　あからさまに攻撃的な眼まな差ざしをしくさってからに。

　誰のために貴重な睡眠時間を削けずってまで、こんな準備をしていると思ってんだ。

「確かに美空ちゃんは可か愛わいくてスタイルも抜群だから、巫み女こ服着てたら色々とヤッてみたいって思う心にやぶさかではございませんが、オレにだって分別くらいはあるぞ」

　或いは浪漫、もしくはこだわりと置き換えてくれても構わない。

　ニーソックスの基本は黒とか、メイドさんのスカートはヒザより下とか。

「それが威い張ばって言うことかぁ！　大体それって、美空姉さんの衣装次第で判わからないって意味じゃないのよ！」

　ま、そうとも言う。

　もっとも、当の美空ちゃんは意味が判わかってないって顔をしているけど……大丈夫か？

　今の御ご時じ世せい、あんまり無防備すぎると危あぶない人に連れ去られたりしないかって、お兄さんは心配だなぁ。だったらいっその事、オレが安全な場所に監禁──じゃなくって、保護して個人的な所有物にしちまうってのも、いっそのことアリかも。

「ったく、せっかく夜食を持ってきたけど、どうやら要いらなかったみたいね」

「お待ち下さい美風さん」

　踵きびすを返す美風の足を、ガシリと掴つかむ。

　うむ。見た目に違たがわぬ、よか肌はだのハリと感触ですタイ。

「なに？　なんか用なの？」

「……………ズリ下ろさせて」

「はぁ？」

　ツンとした美み風かぜの眉まゆが、怪け訝げんに歪ゆがんだ。

　危ネェー、危ネェー。

　取りあえず短めのスカートから中身がチラリと見えている事は、黙っておこう。

「あ、それじゃ私、もう寝るから」

　と、パタパタと社しや務む所しよから出て行く美み空そらちゃん。

　引き止める暇もなく、社務所にはオレと美風の二人だけが取り残された。

　ふむ……。

　考えてみりゃあコイツと夜に二人っきりなんて、初めてなんじゃねぇーのか？

　美空ちゃんなりに気を使ってくれたのかもしれないが、だったら一緒にコイツも連れていって欲しかった。こんな凶きよう暴ぼうなメス猿ざると一緒に同じ夜を過ごすだなんて、考えたダケでもゾッとしねぇー。今のオレの気分って、見み付つけ天てん神じんで白しら木きのひつぎに閉じ込められた哀あわれな少女。村の畑を救う人ひと身み御ご供くうとして、服を剥はぎ取られて思うがままに、瑞みず々みずしい青い果実を骨の髄ずいまでしゃぶりつくされちまうのだろう。

　ああ、それもこれも、ボクがまだオボコだったのがいけなかったのですね？

　カムバック、ボクのしっぺい太た郎ろう。

「ねぇ、ちょっと……」

「いや！　触らないで！　し、舌したを噛かみますわよ！」

「アンタねぇ……。なにワケの判わかんない事を言ってんのよ！」

「チッ。ノリの悪いヤツめ。人がせっかく脳内でしっぺい太郎ゴッコを演じていたのに」

「演じるな！」

　ごもっとも。

　納得しつつ、柳りゆう眉びを逆さか立だてる美風の手から、オレは夜食をヒョイとかすめた。

　見てくれの悪い、岩石みたいなオニギリを。

　……喰えるのか、コレ？

　まぶしてあるゴマのせいで花か崗こう岩がんみたいに見えるのは、新あら手ての演出か？

　ま、まぁ、原材料はコメなワケだし、オレの胃袋は多少の毒でも消化できるサバイバル仕様に鍛きたえてあるから、問題はない──と、信じたいところだが。

　取りあえず、喰ってみりゃ判るか。

　覚かく悟ごを決めて、口の中に放り込む。

　すると美風は「あっ」と短い声を漏もらし、ビックリしたように目を丸くした。たかがオニギリ一つに、嫌いやな反応だ。っていうか「あっ」ってなんだ「あっ」って。そんなに自信がないものをオレに喰わせているのか、コイツは？

　乾いた汗が額ひたいの上を伝うのを感じながら、口の中に頬ほお張ばったコメを咀そ嚼しゃくする。

　一個、二個、三個、四個と、残らず全部を平らげた。

　最後にお茄な子すの漬物とお茶をいただいて、ホッと一息。

「……ハッキリ言って、かなり硬かったぞ。いかにも力一杯握りましたって感じだ。加えて塩っ気が多いから、結構辛からい。逆に中身のおかかは醤油が少なすぎて、単にカツオ節を喰ってるような感じがしたな。他ほかには──」

「パクパク全部食べておいて、よくそれだけ文句が言えるわね」

「当たり前だろ。修正点はちゃんと伝えておかないと、本人の為になんねぇーだろうが。それともなにか？　お前はマズイ飯を憐あわれみとお世せ辞じで美う味まいって言ってもらって、能天気に喜ぶ天然さんにでもなりたいのか？」

「だ、誰もそんな事は言ってないでしょ！」

「だったら問題ねぇーだろが」

　シレっとした顔で言ってやる。

　少なくとも、間違った事は言ってない。

　あ、誤解のないように言っておくが、別にコイツの将来を思っているわけじゃないぞ？

　単にイチャモンを付けてやりたかったダケ。

　美み風かぜは一瞬、眉み間けんのシワを悔くやしそうに寄せ合わせたが、なにやら口の中でブツクサ呟つぶやく事で思い留とどまったようだ。ここでオレの機嫌を損ねては、最終的に損をするのは自分であると判断できるくらいの理性は残っているらしい。

　もっとも、針で突けば直すぐに切れちまう程度の、細くてモロイ理性だろうけど。

「………で、どうなのよ？」

「はぁ？　岩石ニギリの感想なら、もう言っただろが」

「違うわよ！　その……脚あしの調子とか、明後日あさつての見通しとか………」

　ああ、ソッチの方ね。

「昨日きのうと大して変わらねぇーよ」

　ぶっきらぼうな口調で、オレは言った。

　実際、変わるワケがない。

　昨日も言ったけど、流石さすがに骨折が一晩二晩でどうこうなるほど、便利な身体からだにはできていないからな。ま、それは美風にも判わかってんだろうけど、自分の将来とか決意みたいなものまで掛かっているわけだから、不安にもなるんだろう。

　だからといって、コイツの不安を和やわらげてやる義理はオレにはない。

　むしろ義務とか義理とかが発生するのは、コイツの方だし。

　なのにどうしてコイツは、ムスっとした仏ぶつ頂ちよう面づらをするのかねぇ？

「あ、あのさ………」

「はいはい。なんでございましょうか？」

　ったく、まだなにかあんのかよ。

　用が済んだのなら邪じや魔まにならねぇー内に、とっとと帰れ、つーの。

「……アナタが炎えん術じゆつを使えないのって、昔っからなのよね」

「悪かったな。どうせオレは、オギャアと生まれた時からできそこないですよ」

　なんで一々、そんな当たり前の事を訊きいてオレの神経を逆さか撫なでするんだ、コイツは？

「そうじゃなくって！　だから……その…………」

　激発する──と、思ったら、またシオシオと萎しぼみ出す。

　膨ふくらんだり萎んだり、甲こう子し園えんの夜空を彩るジェット風船よりも忙しいヤツめ。

「む、むかしの話………」

「むかし？　しっぺい太た郎ろうの事か？」

「それはむかし話！　そっちじゃなくって………」

「………？」

　言いかけた言葉を途中で区切り、唇くちびるを引き結んで俯うつむく美み風かぜ。

　首から上が真まっ赤かになってるけど……羞しゆう恥ちプレイでもしてたっけ、オレ？

　判わからん。コイツがなにをしたいのか、サッパリ判らん。

　……あっ、そうだ。

「丁ちよう度どいいや。美風、あの糸をオレにくれ。あの『打うち羽は』って技を射つ時、使ってる糸。アレって市販されてるような、普通の糸とは違うんだろ？」

　なんたって霊れい力りよくを通して、飛ひ翔しよう中の矢をコントロールするのに使う糸だ。

　それに首に絡からまった時の、あの摩ま擦さつ力と伸しん縮しゆく性。

　アレなら多分、オレの考えている使用方法にも耐えられる……ハズ。

「それは構わないけど、なにに使う気なのよ」

「色々と、ね。他ほかにもついでだから、色々と手伝え」

「手伝えって……なにを？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを歪ゆがめる美風に、オレはプランを打ち明けた。

　途端にオレを見つめる美風の眼まな差ざしが、賞賛に輝く熱っぽいものへ──

「………バカ？」

「それが救世主に向けて囁ささやく愛の言葉か？」

　チッ。これだから、空気の読めない鈍どん感かんさんは！

「囁いてないし。っていうか、よくまぁ、そんな卑ひ怯きような………」

「兵へい法ほうと呼びたまえ。それともなにか？　夢む影よう天てん心しん流じゃあ、ポルターガイストや妖よう怪かいとやりあう時には、一々『卑怯』って言葉に気を使うのか？」

「……判ったわよ。手伝うわよ、一緒に」

　渋しぶ々しぶと、美み風かぜはオレの隣りに腰を降ろす。

　相変わらず美風はつっけんどんな態度だったが、その手際は悪くなかった。

　オレも自分の作業を進めながら、何度か視界の端っこに美風を映す。

　明あき羽ば神社に残された、炎えん術じゆつの使えない高たか倉くらの少女。

　怨おん霊りようや妖よう怪かいが起こす『障さわり』で両親を失い、常に同じ危険と隣り合わせの姉を持ち──。

「………」

　なにかがあった時は、自分が『家』と『家族』を護まもるつもりでいる少女。

　……コイツ、オレと同い年なんだよな。

　オレと同い年で……炎術が使えなくて……既に護るべき存在を持っていて。

　なんとなく似ているような、似てないような。




　ま、どっちでもいいか。




　結局、この日は夜が明けるまで、オレと美風の作業は続き──。

　オレと美風は、翌日の授業を仲良く爆ばく睡すいして過ごす事になった。

　そして放課後、既に事情を知っている山やま梨なしと、何な故ぜか事情を知ってやがったナベキュウの手も借りて、オレの戦闘準備は完成した。




　　　　　　　　　◇◇◇




『来たぞ、美みヶか速はや。今、下の一の鳥とり居いを潜くぐったところだ』

　浅い眠ねむりを覚ますように、耳のイヤホンからナベキュウの声が入ってきた。

　………来たか。

　茜あかね色に染まった大気を肺の奥に送り込み、休止状態に入っていた四し肢しをゆっくりと覚かく醒せいさせる。時刻は五時十分。約束の時間の、約一時間前ってところだ。約束の時間の一時間も前に現れるとは、なかなか律りち儀ぎな性格をしているじゃねぇーか。

　さて──。

　オレは境けい内だいに雁がん首くびを揃えている美風達に向かって、無言の合図を投げつけた。

　神妙な面おも持もちで頷うなずく美風。

　美み空そらちゃんは、相変わらず不安そうにオロオロしている。

　他ほかにも「負けたら殺す」とばかりにガンを飛ばしてくる彩あや雲もさんに、爛らん々らんと瞳を輝かせる野や次じ馬うま根性を丸出しした、山やま梨なしの姿まである。ったく、このヒマ人さんめ。ナベキュウはオレが呼んだから問題ないが、なんでお前まで来てやがんだ？

「お〜〜い。頑がん張ばってねぇ〜〜！」

　って、おバカか貴様はぁ!?

　人がせっかく隠れているってのに、大声を出して叫ぶ人がありますかっ!?

「ダメだって睦むつ美み！　匡きよう摩まさんにバレちゃうじゃない！」

「あっ、そうか。テヘ」

　コツンと、自分の頭を小突く山やま梨なし。

　反省感ゼロの脳天に手しゆ裏り剣けんを打ちたいところだが、今ここで余計な騒ぎを起こすのは、それこそマズイ。ここはグッと我が慢まんだ、我慢。幸い優やさ男おとこはまだ境内に現れてないし、後でセクハラの一つ二つお見舞いするくらいで勘かん弁べんしてやろう。かつて美み風かぜの袴はかまの帯を切り落としたオレの手裏剣術に掛かれば、どさくさに紛まぎれて山梨のスカートを切断するくらいワケないし。

　ぐふふふふふ。さぁさぁ、はよぅ来い、優男！

　境内全体を見下ろせる巨大なクヌギの木に身を隠し、優男が現れるのをジッと待つ。

　今のオレ、一いち条じよう寺じの下くだり松で吉よし岡おか一門を待ち受ける宮みや本もと武む蔵さしの気分。

　宮本武蔵といえば、どうしても巌がん流りゆう島じまの方が有名だけど、オレ的にはコッチの下り松作戦の方が卑ひ怯きようっぽくて好きだなぁ〜。どういう事かというと、巌流島は遅刻作戦だけど、下り松はその正反対。相手より先に決闘場所に潜せん伏ぷくして──

「あ〜。皆さん、もう揃って──」

　問答無用の、先制奇襲攻撃！

　袖そでの中から手裏剣を抜き出し、優男に目掛けて──打つ！

　夕暮れに染まった境内の大気を、滑すべるように切り裂さく漆しつ黒こくの手裏剣。

　獲物に喰らい付く生物のように剣先がコトリと首を落とし、優男の眉み間けんを貫く！

　寸前、甲かん高い金属音が夕闇やみに瞬またたいた。

　キィィィンッ！

　おおぉ〜〜。抜ばつ刀とうざまに弾はじくとは、お見事お見事♪

　完全に不意を突いた一撃だったんだけど、オレの殺気に妖よう刀とうが自動的に反応するとは、まずは流石さすがといったところか。もっとも、オレもこの一撃で終わるだろうなんて、甘あまい期待はしていない。終わってくれたら楽でいいなぁ〜、とかは思ってたけどソレはソレだ。

　取りあえず、これでイニシアチブは多少なりともコッチが握った。

「な、なにしはりますんや！　いきなり卑怯やないですか！」

　バ〜カ。いきなりじゃない奇襲なんて、この世界に存在するかよ。

　………。

　それにしても、なんつー格好で来やがったんだ、このトンチキ野や郎ろうは？

　ヒョロ長い身体からだを包むゆったりとした純白の衣に、紫色の括くくり袴ばかま。まるで平安絵巻から抜け出してきたような格好をしやがってからに。背中にはご丁てい寧ねいにエビラまで背負って、京きよう都との葵あおい祭りにでも参加するつもりか、このアホは？

　っていうか、あの格好でよく通報されずにココまで来られたな。

　いや、今は深く考えている場合じゃねぇーか。

　それにあの装しよう束ぞくだって、ある意味『正装』には違いない。もしかしたら霊れい的な防ぼう御ぎよ力りよくを付与した、特殊な祭服って可能性もある。かく言うオレだって、ギブスを隠すタメに水色の袴はかまを穿はいているし、両腕には彩あや雲もさんから借りた刃物対策用の薄い鉄板の埋め込んだ腕当てを装そう着ちやくしているくらいだから、人の事は言えな──って、マズイ！

　優やさ男おとこは抜いた刀を口に咥くわえるや箙えびらから矢を掴つかみ、弓に番つがえていた。

　背中を滑すべる氷の塊かたまりを感じつつ、枝葉の隙すき間まに隠してあったワイヤーを引っ張り出す。

「征ゆくぞナベキュウ！　しっかりサポートしやがれよ！」

『任せておけって。お前が死んだら高たか倉くら姉妹は俺おれがイタダク』

　アホゥ！　高倉姉妹の美乳と美脚はお前なんぞには勿もつ体たいないわぁ！

　心の中で叫びつつ、ワイヤーに滑かつ車しやを引っ掛けて太い幹を左足一本で蹴けり付けた。

　まるでなにかのアトラクションのように、オレの身体からだは境けい内だいの東側に広がる広い森へと滑るように空中を移動し──移動しながらもう一本、手しゆ裏り剣けんを打つ！

「っ!?」

　弓の弦げんを狙ねらった手裏剣は、しかし寸前のタイミングで躱かわされた。

　遠近感を狂わす直打法で打った手裏剣を見切るとは、おそるべきは古いにしえの剣けん豪ごうってところか。

　けれども充分、牽けん制せいにはなった。

　優男が体勢を崩くずしている一瞬の間に、オレは森の中に姿を消した。

「ああ！　コラ、待ちなはれぇぇぇっ！」

　背中の方向から裏返る寸前の、優男の絶叫が聞こえた。




　折れた足で素早く空間を移動し、刀使いに勝利するにはどうすればいいか？




　この難題にオレなりに導き出した答が、「ロープを使って森の中を移動して、隙すきを突いて奇襲を仕掛ける」だ。自じ慢まんじゃないけど機動力ゼロに等しい状態で、正面から刀使いと拳けんを交えようなんて思うほど、オレは熱血主義じゃないんでね。

　ただし、逃げ回るダケじゃあ能がないし、当たり前だが勝負にも勝てない。

　そういう意味でも不意打ちで優男の思考をスパークさせて、この森に誘い込めたのは非常に大きな意味がある。クックックッ、つくづくマヌケなボンボンさんだ。この森は既に、オレのホームグラウンドも同然なんだぜ？　不慣れな敵地に足を踏み入れるって事が、どれだけ不利な事なのかタップリと教えてやろうじゃないの。

『美みヶか速はや。標的はＢ─５からＣ─６に向かって移動中だ』

「了解了解。引き続き、監視を続けてくれ」

『で、本当にヤッてもいいんだな？』

「もちろん♪　遠慮なんかいらないから、ジャンジャンやってくれたまえ」

　この森には無数の小型カメラと集音マイクがセットされ、リアルタイムでナベキュウが監視している。例え優やさ男おとこがどんなに気配を消して移動しても、カメラに映し出される姿までを消す事は不可能。つまりコッチからは丸見えで、向こうは完全に盲もう目もくってワケ。

　これで優男は、桶おけ狭はざ間まに誘い込まれた今いま川がわ義よし元もとも同然。

　もしくはミッドウェーに釣り出された南な雲ぐも機動艦隊。

　しかも！




　どっかぁぁぁんっっっ！




　大気を震わす爆音が、緑の奥からド派は手でに響いた。

『ヤマアラシの七番、着火』

　ほぉ〜ら。早速、洗礼を浴びやがった。

　科学部から貰もらった塩えん素そ酸さんカリウムに台所から拝はい借しやくした砂糖を混ぜて、更に木炭を少々加えた家庭で作れる手作り爆弾『ヤマアラシ』の熱い洗礼を♪

　ちなみに良い子のチビっ子達が真ま似ねしないように、調合の比重はナイショだ。

　この『ヤマアラシ』の特徴は、ステキなくらいに火柱が上がること。だからなんにも知らない優男は、オレの『炎えん術じゆつ』を喰らったと思って、慌あわてふためいているハズだ。なにせさっきの手しゆ裏り剣けんとは違って、なんの気配も殺気も感じられないまま、ナベキュウのリモコン操作でいきなりドカンだろ？　普段から幽ゆう霊れいとか妖よう怪かいとか、「見えにくいモノ」を相手にしているオレ達は、視覚的情報以上に気配を察知する感覚に比重を置いている。だからこういう突発的な攻撃には、案外モロイ。

　古いにしえの剣けん豪ごうだろうと、仕掛け地雷を察知して躱かわす事はできないのだ。

『ほい。ヤマアラシの九番、着火……っと』




　どっかぁぁぁんっっっ！




　とかなんとか言ってる間に、もう一発。

　メキメキと生なま木きが倒れる音が森の中に響く。

　一応、火力調整はしてあるし、錆さびた釘くぎもガラス片も混ぜてないから死にはしないだろうけど、多少のヤケドくらいは覚かく悟ごしておけよ。




　どっかぁぁぁんっっっ！




　続けて三発目………。

『ヤマアラシの十三番、着火。目標は全方位を警戒しつつ、Ｃ─７に移動』

「オーケー、オーケー。マイクをオレに切り替えてくれ」

　襟えりのマイクに向かって、声をぶつける。

「ふふふ。どうだ、優やさ男おとこ。オレの見えない炎えん術じゆつの恐怖は？」

　この森には、放送室から借用したスピーカーを複数仕掛けてある。

　今頃、四方から響くオレの声に困惑しているハズだ。

『あ〜〜。なんか随分と喚わめいているぞ？　卑ひ怯きようだぞ、姿を現せ……だとよ』

　そうかそうか。ならば………。

「バ〜〜カ。出てきて欲しけりゃ、自分で探せ」

　さて、ここまで露ろ骨こつに挑発してやったんだ。逆に頭が冷静になって、そろそろ自分が成すべき最適の──と信じている──行動に移るハズだ。そこにオレの勝機が芽生える。自分は勝てると、これで決まりと慢まん心しんさせた瞬間こそが、オレにとって唯一のチャンスなのだから。

　ただし、針の穴を通すような小さなチャンスだが──。

　ビィィィンッッ！

　ほら来た！

　木々の隙すき間まから届く弓ゆみ弦づるの音色に、オレは全身の筋肉を一瞬硬直させた。

　が、直すぐに元のニュートラルな状態に戻す。

　今の鳴めい弦げんは、夢む影よう天てん心しん流の奥おう義ぎ『音おと信づれ』。

　弓弦を鳴らし、音と一緒に跳はね返ってきた霊れい気きの震えから広範囲の気配を探る、ぶっちゃけアクティブソナーみたいな術だ。その精度は使い手によっては、かなり正確なものらしい。反面、弓弦を鳴らす時に自分の居場所をバラしてしまうっていう欠点もあるけど、状況が状況だけに優男も賭かけに出たのだろう。

　──オレの予想通りに。

　優男の位置は二時の方向、直線にして六十メートル弱。

　音の乱反射やノイズを省き、正確な距離を測定するのに、約五秒。

　だからそろそろ………見つけたぁ！

　針の穴を通すような精度で木々の隙すき間まを縫いながら、三本の矢が同時に飛来する。

　板いた野のサーカスですかぁ!?

　しかも速ぇっ!?

　こんなの事前に知ってなかったら、躱かわすどころか気付く事すら無理だって！

　情報を制するものが戦いくさを制するって、やっぱり本当の話だったんですね孫そん子し先生！




　カカカンッ！




　密ひそかに台所から拝借してきたまな板が、小こ気き味みの利いたスタッカートを三つ切る。

　おお、恐ぇ〜。

　五センチはある木製のまな板を深々と貫く鋭い鏃やじりに、ゾクゾクっとした感触が背中の上を這はいずった。本当は飛来する矢を炎えん術じゆつで焼き払って、見せ場の一つでも作りたかったところなんだけど、今のオレにはチト無理だ。これが里の連中だったら、弓矢どころか鉄てつ砲ぽうの弾たまだって紅ぐ蓮れんの炎ほのおで防ぐんだろうけど……チクショウ、オレも早くそのレベルに達してぇ〜〜！

　と、その前に──。

「ぎゃやぁぁぁっっ！」

　シルクのネグリジェを引き裂さいたような悲鳴を響かせて、木の陰に身を潜ひそめる。

　ワザとらしいけど、このワザとらしさが重要なのだ。

　自分から思うように動けない以上、せめて優やさ男おとこにはコッチの思うように動いてもらわないと話にならねぇーからな。取りあえずハリネズミになってしまったまな板は、証拠隠いん滅めつのタメに遠くに放り投げておこう。ゴメンね、美み空そらちゃん。後で優男に弁べん償しようさせるから。心の中でワビを入れつつ、オレは石像のように気配を消した。

　穏おん行ぎようの術……って自慢するほど、大それたもんじゃない。

　でも、気配を消す技術は「夜側の世界」に生きる者として、それなりに身に着けている。

　ジッとしている分にはそれなり有効だし、携けい帯たいを見ながら歩いているような女性なら、背はい後ご霊れいのようにどこまでもつきまとう事だって可能だ。……やらないけどね。

　やがてカサカサっと、枯かれ草を踏み潰つぶす音が左の鼓こ膜まくを震わせた。

　ネコやキツネやネコみたいな小型のハンターが、慎しん重ちように獲物との距離を詰める動き。特殊な機材を使わない限り、普通の人間にはまず聴こえない微かすかな音色。これくらい静かに気配を消して動けるようになれば、女湯を覗のぞく事だって楽勝だろうな。

　……何気に妙な方向への応用が利くな、夜の世界の技術って。

　右手に手しゆ裏り剣けんを握り締め、オレは左後こう背はいから近づく気配に全すべての神経を集中させる。

　チャンスは一度きりだ。外してしまったら、後がない。

「………」

　それにしても、妙だな。

　なにが妙かっていうと、音は確かに左から聴こえるのに、気配が空気みたいに希薄なのだ。

　それとも優男は、動きながら気配を消せる高等な歩ほ法ほうが使えるとでもいうのか？

　と、その時だった。

　ガサ………。

　右側の藪やぶの中からヒョコリと姿を現した優男と、不意に眼めと眼が重なった。

　あれ？

　どうして左後こう背はいにいるハズの優やさ男おとこが、右側から現れるんデスカ？

　………。

　あっ、そうか。

　右の耳には、イヤホンをしていたんだっけ。

　……って、バカかオレはっ!?

「この卑ひ怯きようモノがぁぁぁ！！！」

「うおっ!?」

　恨うらみ節ぶしと一緒に脳天から落とされる、稲いな妻ずまのような打ち込み！

　咄とつ嗟さに腕をクロスさせ、振り落とされた一撃を対刃やいば用の手てつ甲こうで防ぐ。

　ガシンッ！
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　手甲を叩たたく凄すさまじい衝しよう撃げきに、腕の骨が軋きしんだ悲鳴を上げた。

　くぉぉぉっ、今のマジでヤバかった！

　間かん一いつ髪ぱつのタイミングに、全身の毛穴という毛穴から冷たい汗がドッと噴ふき出す。

　もしも優男が刺つ突きを繰り出してきていたら、完全にお手上げだったところだ。

「うりゃぁぁぁっっ──！」

　刃を弾はじいてステップインしつつ、抉えぐるように叩き込む必殺の右膝ひざ。

　例え骨が折れていようが、膝ひざ蹴げりだったら関係ない！

　本当は踏み込んだ拍ひよう子しに、折れた腓ひ骨こつが擦こすれてとんでもねぇー激痛が奔はしったけれど──。




　でも、痛くない！




　ドスッ！

　膝の先端は確かに優やさ男おとこの水すい月げつにヒットした。

　が、若じやつ干かん浅い。

　モロに入れば肋ろつ骨こつと一緒に肝かん臓ぞうが破裂ものの膝蹴りも、この角度と踏み込みじゃあカス当たりだ。こんな蹴りじゃ肝臓どころか、豆とう腐ふくらいしか砕くだけねぇー。麻婆マーボ豆腐を作る時には便利だろうけど、敵を屠ほふるにはチト足りん。

　ヒュン！

　優男は僅わずかに身体からだをくの字に折りつつ後退し、弾はじかれた刃やいばを右から左へ真横に凪ないだ。

　咄とつ嗟さに沈めた頭の上を、弧を描くようにして銀色の軌き跡せきが抜けていく。

　頭髪が数本、空に散った。

　と、次の瞬間、通り過ぎたハズの刃が飛ひ燕えんのように戻ってきた。

　無む手てを相手に燕つばめ返しですか！

　膝を抜き、身体からだを仰あお向むけに倒したオレの鼻先を、冷たい輝きを放つ妖よう刀とうがチリっと掠かすめた。

　美み風かぜ曰く、岩すら断ち切る妖刀の太た刀ち筋。こんなに切れ味鋭い太刀筋を喰らったら、ハリウッドスターばりのオレの鼻が二センチは短くなっちまう。が、問題なのは鼻じゃない。逃げようとして激痛が奔った、全くもって足手まといのオレの右脚だ、チクショウめ〜〜！

　──とか考えつつ、仰向け状態からバク転に移行。優男から間合いを外す。

　使える脚は一本でも、バク転くらいならなんとか可能だ。

「待ちなはれっ！」

　と、優男が一歩目を踏み出す瞬間を狙ねらって、さっきからずっと握っていた手しゆ裏り剣けんをアンダーハンドで素早く打つ！

　刹せつ那な、優男の目線とは無関係に妖刀の自律防ぼう御ぎよが働いて、妖あやしい輝きを放つ刀身が手裏剣の迎撃態勢に入った。三間そこそこの間合いから打った、コンマ数秒の世界の中で、その反応速度は賞賛に値するだろう。

　ところがドッコイ、それがオレの狙いだったんだな♪

　クンッ……！

　手裏剣の尻尾しつぽに撒まき付けておいた糸を、オレは手首を捻ひねって動かした。

　その動きは糸を伝って手裏剣の軌道を変化させ、妖刀にグルグルと捲まき付いた。

「っ!?」

　なにが起こったのか判わからなかったのだろう。優やさ男おとこの動きに、一瞬の遅ち延えんが生じた。

　が、それは本当に一瞬のこと。

　優男は直すぐに刀身に捲まき付いた手しゅ裏り剣けんの存在に気付き、絡からまった糸を切断しようと妖よう刀とうを握り直す──よりもわずかに早く、オレは右手に小さな『焔ほむら』を発現させる。

　御み火か速はや霊ひ流はもちろん、御み火か布ふ津つ流にすら使えねぇーほどの、カスみたいな『焔』。

　そんな『焔』が糸を伝って、手裏剣に捲き付けていたワラに吸い込まれ──着火！




　ばぁんっっっ！




　瞬間、ワラに練り込ませておいた霊れい力りよくが弾はじけ、ミニサイズの爆発が妖刀を包んだ。

「ひぃっ!?」

　突発的な爆発に、優男の口から情けない悲鳴がこぼれた。

　とはいえ、この程度の爆発じゃあ妖刀はもちろん、優男もノーダメージ。だから優男が面めん食くらっているこの隙すきが、最大にして最後の反撃のチャンスだ。これ以上はどう考えたって、右足の激痛にオレ自身が耐えられねぇー！

「せいっ！」

　手た繰ぐり寄せる糸の反動を使って一気に踏み込み、厄やつ介かいな妖刀を右に払う。

　手てつ甲こうの鉄板に刃やいばが重なり、ガキンッと耳障ざわりな金属音が弾ける。

　驚いた優男は、しかし咄とつ嗟さに左足を踏み込ませ、オレを蹴けり飛ばそうと逆蹴りを仕掛けた。

　その蹴りを、右足を上げて膝ひざでしっかりとガードして──

「うりゃあ！」

　そのまま右足を降ろさず覚かく悟ごを決めて、左の脇わき腹はらにギブスキックを叩たたき込む！

「……げふっ」

　泣きたいほどの激痛と引き換えに、オレの右足は優男の横おう隔かく膜まくを圧迫した。

　掠かすれた声をもらしながらも、脇腹に食い込んだオレの足を抱かかえようとする優男。

　これで悶もん絶ぜつしねぇーとは、見かけよりも少しは鍛きたえているじゃねぇーか。




　ならば──！




　地面に接地している左足を浮かばせた。

　背中が地面と平行になるように倒して時計方向に身体からだを捻ひねり、ローリングソバットの要領で優男の右後頭部をへし折るくらいの感覚で、刈かるように──蹴る！

　ガツッ！

「──！」

　人体の構造上、決して鍛える事のできない後頭部。

　その内側に保護された脳ミソを、蹴けりのインパクトが激しくシェイク！

　………。

　決まったな。

　優やさ男おとこはフラフラと二、三歩歩いた後──糸が切れた人形にみたいに、突然倒れた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「………本当に、勝っちゃったの？」

　美み風かぜは呆ほうけた顔で、だらしなく倒れた優男に視線を固定させながら、オレに訊たずねた。

　ふふふ。

　ふわははははは！

　ちったぁオレの事を見直したようだな、コイツも。

　所しよ詮せん、オレにとっちゃあ京きよう都との優男なんぞ、骨折していても雑ざ魚こ同然って事よ。

　まぁ、それはさて置き皆の衆！

　思う存分、オレさまを賞賛しなさい！

　そして崇あがめなさい！

「ねぇねぇ、美みヶか速はやくん。気持ち悪い顔が蒼あおいんだけど、脚あしは大丈夫なの？」

「問題ないね。ってか、誰の顔が気持ち悪いだ、コラぁッ！」

「ふ〜〜ん。………えいっ！」

　小さな掛け声と同時に、山やま梨なしがトロクサイ素人しろうとキックを繰り出した。

　優男の抜ばつ刀とうと比べりゃ百倍くらい遅い蹴りを──しかし、オレは避けられなかった。




　コツンッ。




「§●♀〒∇≒□!!！」

　瞬間、右足から電撃のような激痛が迸はしり、眼めから火花が飛び散った。

　戦闘中はアドレナリンで鈍っていた痛覚が、何十倍にも増ぞう幅ふくされて爆発したのだ。

「……泣くほど痛いんなら、やせ我が慢まんなんかしなけりゃいいのに」

　うるせぇ、山梨！　やせ我慢は男の美学なんだよぉ！

　背中で泣いている、なんていうか、男のアレだぁ！

「あ〜〜優ゆう夜や。勝利の余よ韻いんに浸ってるところを悪いんだが──」

　これが余韻に浸っているように見えんのか、彩あや雲もさんよぉ。

「随分と派は手でに爆発物を使ったようだが……。ここが神聖なる鎮ちん守じゆの森だと知っての諸しよ行ぎようだろうなぁ、コラ？」

　キケンな輝きを帯びた彩あや雲もさんの眼まな差ざしに、脂汗とは別種の汗が背筋を伝った。

　……いや、だって………。

　どんな手を使ってでも勝てって指示をしたのは、アンタでしょうが？

「優ゆう夜やくん、コレ……。最高級の、銀杏いちょうのまな板……………」

　追い討ちを掛けるように背後から響く、咎とがめるような美み空そらちゃんの声。

　手には遠くに投げ捨てておいたはずのまな板が、しっかりと。

　……アレ？

　オレ、美み風かぜのために戦って、勝ったんですよね？

　なのにどうして賞賛の声どころか、お礼の一つもいただけないんでしょうか？

「で、美みヶか速はやよ。約束の報酬は、忘れてないだろうな？」

　そしてナベキュウが涼やかに、オレの肩に手を置く。

　咽のどの奥が痛いほどカラカラだった。

　ダラダラと色々な汗が、顔面を滑すべって滴したたり落ちる。

　まるで地獄への通行手形を渡す悪魔の声のように、ナベキュウは笑顔で言った。

「高たか倉くら姉妹のお宝写真を撮るの、手伝ってくれるんだろ？」

　トドメだった。

　言わんでいい事をサラリと告げた瞬間、三つの殺気がオレの背中に突き刺さった。

「………」

　振り返らなくても、判わかる。

　きっと表面では軽けい蔑べつの眼差しをしていても、心の奥底では感謝していると。

　ったく、高倉の女性人はテレ屋さんが多いんだから♪

　──そう、信じている……っていうか、むしろ信じたい。

　なのに、アレ？　なんでかな？

　瞼まぶたの裏側から溢あふれる熱い雫しずくが、止まらないや。

「ケジメってやつはぁ、必要だねぇ」

「まな板………」

「アンタって……アンタって………！」

　グッと拳こぶしを握った美風がオレの前に立ち、

「やっぱり最っっっ低ェェェッッ！」




　バキィッッッ！




[image: ]

　美しき脚線美が繰り出すアッパー気ぎ味みの膝ひざ蹴げりが、アゴの下を突き上げた。




　ちなみに今日はストレートな白でした。

　銘めい柄がらは多分、グンゼかな？




　この決闘で唯一勝ち取った戦利映像をしかと脳裏に刻みつつ、オレは意識が途切れるまでの短い空中遊泳を堪たん能のうした。

　ちなみに──。

　この決闘で貧相といえども、何気に初めての『炎えん術じゆつ』を使えたって事に気が付いたのは、入院生活三日目の夜だった。

　美みヶか速はや優ゆう夜やの炎術使いとしてレベルが、「０」から「１」に上がった。

　……あんまし、嬉うれしくねぇー。







　　あとがき




　初めましてとお久し振り、果たしてどちらが多いのでしょうか？




　そんなワケでこんにちは。一いつ色しき銀ぎん河がと申します。

　前作の「若草野球部狂想曲」から、え〜と………数えるのが面めん倒どう臭くさいや。

　まぁ、随分と間隔が開いてしまった事は、間違いありませんね。

　ちなみにこの空白の数年間、作者が一体なにをやっていたかと申しますと………。





一　阪はん神しんの応援に夢中になって、自分が作家である事を忘れていた。

二　シャレにならない理由で入院していた。

三　仕事が忙しかった（注・一色銀河は兼業作家）。

四　自転車でコケて足を折って入院していた。

五　雨の御み堂どう筋すじパレードで「監かん督とくぅぅぅ〜！　ありがとぉぉぉっっ！」と絶叫していた。

六　実はマジメに小説を書いていたが、次から次へとボツばっかりだった。






　正解は………ご想像にお任せします。

　でも、本当にこの期間中は、色々な事が起こりました。迎えたくもない三み十そ路じの誕生日を迎えてしまったり、十八年ぶりに阪神タイガースが優勝したり、勤務先が変わって片道約二時間の電車通勤の日々を、現在進行形で送っていたり………。

　職場では「二府二県を跨またぐ男」と呼ばれています。




　と、作者の近況はコレくらいにしておいて──。




　どうにかこの本を、お届けする事ができました。

　思い返してみれば、この物語ほど難産だった作品はありません（他ほかには「若草」しか書いていないクセに、とかいうツっ込みはナシな方向で）。なにを隠そうこの物語は、最初の構想段階から、現在の物語だったワケではありません。

　例えば初期の設定を引っ張ってみると………。




　舞台は日に本ほん海かいの温泉町。

　夜な夜な裏山の妖よう怪かいが現れるジリ貧温泉宿。

　そこの一人娘むすめである、ヒロインの半妖キツネ娘が、旅館の赤字をなんとかしようとドタバタと走り回る、コメディーチックな妖よう怪かい喜劇




　………。

　う〜ん。やっぱり色々と作者の苦労というか、設定変更の後が見え隠れしていますね。

　この時点では「炎えん術じゆつ」という要素が見当たらないし、ヒロインの名前どころか設定から大幅に変更されているし、何より「優ゆう夜や」の「ゆ」の字も出てないし……っていうか、明らかに別物だし……。ま、まぁ、例えるなら巡じゆん洋よう戦せん艦かん赤あか城ぎを三さん段だん空くう母ぼ赤あか城ぎに改修して、そこから正せい規き空くう母ぼ赤あか城ぎへと昇華させるが如き苦労を伴って誕生したのが、この作品というワケです。

　もしくはチェコ戦車がヘッツァーに生まれ変わった、でも可。




　……………。




　やっぱ別モノやわ、コレ。




　それでは最後に、こんな手の掛かる作品を最後まで見捨てずに、辛しん抱ぼう強くお付き合いして下さった電撃編集部と担当のＹ氏さま。こんな作者と運命共同体であり、可か愛わいい美み風かぜと美み空そらのイラストを書いてくれたイラスト担当のゆいさん。そしてこの本を、ちゃんとレジまで運んで下さいました（←ココ重要）読者の皆様。本当にありがとうございました。




　それではまた、近い将来、再会できることを願いつつ………。








二〇〇四年夏。（まだまだＶ２の夢は諦あきらめていない！）一いつ色しき銀ぎん河が









一いつ色しき銀ぎん河が

兵庫県在住、職場は滋賀県（吐血）。気が付くと三十路に突入しました。だからといって、何も変わらない自分に感心しつつ、ちったぁ〜変われという意見は取り敢えず無視。つい最近まで、自分が作家だった事実を忘れていたという。
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ゆい

１９８８年生まれの広島県民。上京を夢見て絵を描く女子高生。普通の女の子と少しズレてるよね、とよく言われるのはきっと気のせいです。








電撃文庫

想おもいはいつも線せん香こう花はな火び






一いつ色しき銀ぎん河が
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